














白狐と狐こん姻いん。




【電子特別版】








鴇 六連





[image: ]

角川ルビー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　七なな緒おが時折見る夢には決まって綺き麗れいな虹にじが煌きらめいている。

　空にはまだ灰色の雲が少し浮うかんでいるが、五月雨さみだれによって塵ちりやほこりが洗い流され、枝葉は瑞みず々みずしく輝かがやき、空気は澄すみ渡わたっていた。

　いつもと同じ風景から始まる夢の中、四歳になったばかりの七緒は、母親に履はかせてもらったお気に入りのレインブーツでぱたぱたと駆かける。道路脇わきにできた大きな水みず溜たまりをのぞき込むと、虹が映っていた。

　それはとても鮮せん明めいで、水溜まりに架かかる七色の橋みたいだった。でも渡ろうとした途と端たんに消えてしまう。足をよけるとまた架かる。不思議で楽しくて、七緒はバシャバシャと水を弾はずませてはしゃいだ。

　夢中になって遊んでいると、大型トラックが轟ごう音おんを立てて走行してくる。

　ほら危ないよ、と言いながら伸のばしてくれた母親の手を握にぎろうとしたとき、目の前の茂しげみから灰色の塊かたまりが飛び出してきた。驚おどろいた親子は同時に、きゃっ、と短い声をあげる。

　その塊は四し肢しで立つ動物──幼い七緒の瞳ひとみには大きな犬と映った。

　犬は身体からだじゅうが汚よごれているのに、どうしてかとても綺麗で気高い生き物に見えた。豊かな毛並みは雨に濡ぬれた様子はなく、背から長い尾おにかけての獣じゆう毛もうを逆立てている。深く裂さけた口で短い呼吸を繰くり返し、一心にどこかへ向かおうとしている犬の鋭するどい眼めには、トラックはおろか七緒と母親さえ映っていないようだった。

　犬が勢いよく道路へ飛び出す。トラックが間近に迫せまる。その巨きよ大だいな車体をようやくとらえた瞳が、驚きよう愕がくと戦せん慄りつに見開かれた。

　──いやだ、ぶつかる、わんちゃんが死んじゃう！

　そう思った七緒の手は、握りかけていた母親の手を離はなれて犬へと向かう。その汚れた獣毛をぎゅっと抱だいた瞬しゆん間かん、身体がばらばらに砕くだかれるような衝しよう撃げきを受けた。

　きっと夢の中だからできた──大型トラックに撥はねられてもなお、七緒は灰色の毛に懸けん命めいにしがみついて犬を守る。動物を抱いた幼児は宙に弧こを描えがき──地面に叩たたきつけられた。

　奇き妙みような方向に折れ曲がってしまった細い脚あし。脱ぬげたレインブーツが濡れたアスファルトに転がる。だが不思議と痛みはない。夢だからか、それとも痛みを感知する機能が壊こわれたからか。動かなくなった七緒の腕うでの中で、犬は混乱に身を震ふるわせる。

　よかった、この仔こがどこも怪け我がをしなくて。同じ夢を見るたび七緒は必ずそう思う。奇き跡せき的に無傷だった犬は七緒にぴたりとくっついて離れようとしない。

　先を急いでるんでしょう、早く行きなよ──夢の中で念じると、やがてその柔やわらかな獣毛が、だらりとなった腕から音もなくすり抜ぬけていった。

　頭から噴ふき出た自分の血で瞳を濡らされる。きつい躊ちゆう躇ちよに何度も何度も振ふり返りながら駆けていく、その犬の姿が真っ赤に染まった。まぶたを閉じた七緒の耳に届いたのは、泣なき叫さけぶ母親の声、駆け寄ってくる大人たちの乱れた足音、遠くから響ひびくパトカーと救急車のサイレン──。

「……あ、……また」

　またあの夢か──唇くちびるをわずかに動かして七緒はまどろみから抜け出した。

　サイレンや母親の悲痛な叫び声が遠のいて、カタン、カタン……と電車の揺ゆれる音が聞こえてくる。トラックに撥ねられるのは夢で、電車に乗っているこちらが現実だよと優しく教えてくれているような、とても穏おだやかな音だ。目は覚めたけれどまぶたは開かずに、少しのあいだ心地ここちいい音色と規則正しい振しん動どうに身をゆだねる。

　三か月前に父親を亡なくしてからこの夢を見ていなかったのに、今また鮮明に見た。葬そう儀ぎ後の手続が無事に終わり、自身の揉もめごともどうにか落ち着いて気がゆるんだせいだろうか。

　七緒が同じ夢を繰り返し見るのは、それが空想ではなく現実に起きたことだからだ。

　二十年前、七緒は動物を庇かばって大型トラックに撥ねられた。

　伝え聞いた当時のことは、なにひとつ実感がない。それでもこうして時折鮮明な夢を見せられる。まるでなにかが七緒に忘れさせぬと言わんばかりに。

　事故が起きたのは今日と同じ、新緑と長雨が重なる青あお梅雨つゆのころだった。

　七緒は運び込まれた救急病院で回復の見込みなしと診しん断だんされる。母親は泣き乱れて息子むすこにすがりつき、父親はなす術すべもなくそれを見つめていたという。

　しかし七緒は命を取り留めた。

　奇跡的に覚かく醒せいしたその瞬間に、七緒は『わんちゃん、おみまい、きてくれたよ』と笑って言い、母親たちを驚愕させた。それだけではない、真っ黒だった髪かみは蜂はち蜜みつ色に、瞳は妖あやしげなヘーゼル色に変色していて両親や医師はひどく混乱したという。

　そして、このときから妖あやかしや霊れいの類たぐいを視みるようになり──それのせいで二十四歳の七緒は今、こうして見知らぬ土地の電車に揺られている。

　思えば霊感がついてから、七緒は望まない「独り」への道をひた走ってきたように思う。

　容姿が激変し、妖や霊れい魂こんのことしか話さなくなった幼い七緒。それを目まの当たりにした母親は心を患わずらい、七緒の前から姿を消してしまった。

　その稀け有うな外見と不思議な力のために小中学校でも友達を作ることができず、親しん戚せきも気味悪がって誰だれ一人として七緒に会おうとしない。

　嫌いやでも鮮明に視える悪あく霊りようや怨おん念ねんは女性に憑ついていることが多く、七緒が成長するにつれて襲おそいかかるような動きを見せるようになった。

　世の女性が悪いわけではなく、むしろ彼女たちはとても優しくて柔らかな心を持っているから、もののけや怨おん霊りようはそこに付け入る──そう理解していても、怖こわくてしかたなかった。

　女性が怖いせいか心こころ惹ひかれるのは男性で、そのことに強い後ろめたさがある。ましてや同性と触ふれ合うなど現実味がまるでなく、強い霊感のせいで七緒はどこまでも独りだった。

　でもなぜだろう、七緒の中身も外見も生きかたまでも一変させたこの不思議な力を憎にくむことができない。

　煩わずらわしいと思うことはある。霊感さえなければ孤こ独どくにならずに済んだのだろうとも。

　でも、今がどれだけ独りで寂さびしくても、あのまま死んでいたほうがよかったとはどうしても思えない──夢を見たあと必ず陥おちいる答えの出ない堂どう々どう巡めぐりをしていると、閉じたまぶたの向こうに強い緑色の光を感じて、ゆっくりと瞳を開いた。

「うわ、すごい……」

　深み山やまを貫つらぬく鉄筋とコンクリートのトンネルは、そのまま新緑のトンネルに繫つながっていた。

　線路の両りよう脇わきに若葉を広げた桜の樹きが並び、それらの向こうには黄緑色の広葉樹や濃のう緑りよくの針葉樹が遥はるか遠くまで群生している。山々の樹はどれも太く逞たくましく、間もなくおとずれる初夏が待ちきれぬと言わんばかりに萌もえ立ち、若々しい枝葉を伸ばしていた。

　萌もえ黄ぎ色いろと若草色、花はな緑ろく青しよう、千ち歳とせ緑みどりに常磐ときわ色──濃のう淡たんの異なる樹葉が翠すい雨うに濡れてきらきらと輝き、流星のようになってヘーゼル色の瞳に映る。七緒を乗せた三両編成の小さな電車は、煌めく緑色の宇宙を進む銀河鉄道のようだった。

　その美しさに思わず大きな声を出してしまったが、少しも気にならないし恥はずかしくない。

　平日の昼下がり、山間地域の小さな集落へ向かうローカル線に乗客はほとんどいなかった。

　鮮あざやかな新緑のトンネルに目を奪うばわれながら、七緒はリュックを開け、駅構内の売店で買ったおにぎりとペットボトルを取り出す。

　この売店を最後に今日はもう買い物はできないと思い、日持ちのする惣そう菜ざいパンも幾いくつか買っておいた。バックパッカーが使う大きなリュックの中には、食べもののほかに寝ね袋ぶくろやランタン、トイレットペーパー、タオル類、預金通帳や印いん鑑かんまでもが入っている。

　車やバイクを使わなければスーパーに行けず、コンビニエンスストアもない。そのような土地にひっそりと建つ古民家へ向かって──七緒は今、引ひっ越こしをしている最中だった。

　あまり食しよく欲よくはないけれど、なにか腹に入れておかなくては力が出ない。おにぎりのフィルムを剝はがして三角形をしたその先を口に入れる。冷えたおにぎりには塩がまぶされ海苔のりも巻かれているのに、味がまったくしなかった。

「………」

　父親を亡くしてからの三か月、七緒はなにを食べても味を感知できないでいる。

　長いあいだ二人で暮らしていた家は父親が親戚から借りていたものだったが、葬そう儀ぎの日、家の持ち主に出て行くよう促うながされた。厭いとわれていることは充じゆう分ぶんに理解していても、時と場合すら選んでくれない思いやりのなさに心が痛んだ。

　もとより友人や親戚との繫がりがなく、唯ゆい一いつの血けつ縁えん者しやである父親を亡くしてしまった七緒に、この地にすがりつく理由はない。未練もまったくなかった。

　七緒は、自分が強い霊感を持つことを知っている者がいない場所で暮らすことを決める。

　心を決めてからの三か月は瞬またたく間に過ぎた。

　苦労して就職した会社を一年ほどで辞やめてしまうのは少し惜おしく思ったが、後任への引き継つぎも完かん了りようさせて迷めい惑わくをかけることなく退職できた。現在はＩターン支し援えんもあり、転居先での仕事の見つけかたを早々に相談しはじめている。

　七緒は自分で料理をし、植物を育てるのが好きだった。温かな料理があると妖や悪霊は近寄ってこないことが多く、そして植物だけは、霊感の強い七緒でも疎うとまずにいてくれる。

　だからいずれは田舎いなかで野菜や米を育てて暮らすつもりでいた。予定よりずいぶん早くなったが、そのきっかけをもらったと思えばいい。

　自分で決めて、自分で選んだ生きかただ。見知らぬ土地で大変な苦労もするに違ちがいないが、生まれ育った場所で蔑さげすまれながら暮らしつづけるよりは幾いく分ぶんましだと思えた。

　それに、きっと、この土地に拒きよ否ひだけはされていない──緑色に煌きらめく山々を見ていると、そう思うことができた。










「え、えっ？　もしもし？　今日は無理なんですか？　なんで……」

『ここ数日の大雨のせいでねー、あちこちで配電線がやられちゃってんですよ。明日の昼には必ずうかがいますんで。ほんと申し訳ないです』

「どうしても無理ですか？　今日から住むので……あ、あのっ、もしもし──」

　そのまま電力会社の人との通話は切れてしまった。朝から新幹線と私鉄とバスを乗り継ぎ、夕方やっと到とう着ちやくした七緒の新居は電波状じよう況きようがものすごく悪い。

　通常はインターネットから申し込むだけで引っ越し当日には電気が使用できる。しかし七緒が買った古民家は長く電気を通していないため、漏ろう電でんなどがないかを確認する必要があった。

　その立ち会い日はもちろん今日なのだが、予定時間の十六時を一時間以上過ぎても担当者が来ない。嫌な予感がして電話をすると、途と切ぎれ途切れの通話から、明日の昼に変へん更こうになったことが知れた。

「困った、な……」

　一晩電気なしで過ごさなくてはならない。引っ越し早々にこれはきついと、バックライトが消えたスマートフォンの黒い画面を見つめて溜ため息いきをつく。夏至が近いので陽はまだ落ちていないが、山やま間あいの夜は刻一刻と迫せまっていた。

　暗くなってからはますます身動きが取りづらくなる。七緒はまず風ふ呂ろに取りかかった。

　なかば遊びのつもりで準備したランタンが大いに役に立った。本当は浴よく槽そうを洗って湯を張るつもりでいたがそれは諦あきらめ、濡ぬらしたタオルで全身を拭ふく。山間部だけあって水はとても綺き麗れいだった。その冷たさを少しだけ我が慢まんして髪を洗う。

　スウェットの上下に着き替がえて和室に寝袋を広げ、そこに座って一息つきながら新居を見上げた。立派な梁はりには何十年分かわからない、厚いほこりの層がある。とうに主あるじのいなくなった蜘蛛くもの巣もそこらじゅうに残っていて、古い木材でできた引き戸や欄らん間まは所々が腐ふ蝕しよくしていた。

　長いあいだ、ここに建っていることすら忘れられていたような、古く汚きたない日本家屋。

　それでも、我が家を見つめる七緒はほんのわずか笑顔になる。

　──いい家だな。

　七緒がこの日本家屋を見つけたのは偶ぐう然ぜんのできごとだった。

　父の葬儀で親戚から家を出るよう促されたその深夜、七緒は自棄やけになってパソコンを開き、物件を検けん索さくした。あまり真しん剣けんに見ていなかったが、ふと、一いつ軒けんの古民家が画面に表示される。山間地域の名も知らない土地に建つその古ぼけた家に、どうしてか強きよう烈れつに惹ひかれた。

　なにかに導かれるように、七緒はすぐその古民家を見に行く。

『破格の激安物件！』と謳うたっているだけあって、みごとな襤褸ぼろ家屋だった。しかし七緒にとって最も重要なことは、安さでも美しさでも機能性でもない。

　妖や悪霊が憑いていないかどうか──その一点に尽つきる。

　古い建物ほど多く憑いているものだが、なぜかこの古民家にはまったく憑いていなかった。

　七緒は物件案内の担当者が「本当ですか？」と訊きき直すくらい早く、購こう入にゆうをその場で決めたのである。

　本当に、いい家だ──ランタンで照らされた和室も、ここから見える薄うす暗ぐらい土間や台所、さっき使った風呂やトイレにも、どこにも妖や悪霊の類はいない。怨霊などがあらわれると頭痛や寒気がして息苦しくもなるのだが、今は清せい涼りよう感かんさえ漂ただよっているように感じる。

　どうしてだろうと考えて、ふと弥や多た稲荷いなり大たい社しやのことを思い出した。もののけや悪霊がいないのは、あの大きなお稲荷さまのおかげかもしれない──。

　弥多稲荷大社は全国的に有名な神社で、行ったことのない七緒でも名前だけは知っている。今日、弥多稲荷大社の近くを通過した。新幹線から私鉄に乗り換かえて、一時間ほど経たったあたりで一いつ瞬しゆんだけ見えた大きな鳥居。その朱しゆ色いろが、新緑の木々の合間にとても美しく映はえていたのが印象深い。

　あの立派で霊れい験げんあらたかな弥多稲荷大社が妖たちを寄せつけないようにしてくれているのではないだろうか。そんな考えがよぎったが、ここから弥多稲荷大社へ行くにはバイクと電車を使って二時間ほどかかる。いくらなんでも離はなれすぎていると思った。

「やっぱ違うかぁ……」

　誰だれに聞かせるでもなくそうつぶやく。返事をする者はもちろんいない。

　家が広すぎるからなのか妙みように響ひびいて、自分の声にびくっとしてしまった。つい今し方の清涼感が急に冷たいものに感じられる。

　七緒は細い肩かたをわずかにすくめ、自分で二にの腕うでを摩さすった。

　家財道具やバイクを積んだ引っ越し業者のトラックは、明日の午前中に到着する。ランタンひとつでは今夜できることはなにもない。相変わらず食欲はなく、湯船に浸つかれなかった身体からだには疲ひ労ろうが残っている。明日の夜明けとともに起きることを決めた七緒は、早々に寝袋の中に入り、明かりを消した。

「………」

　まぶたを閉じると真っ暗になる。当然のことだ。しかし閉じていたまぶたを開いても漆しつ黒こくの闇やみだった。あまりの暗さに驚おどろき、急に心細くなる。

　目を開けているのか閉じているのか一瞬わからなくなるほどの、濃こく深い暗闇──。

　──眠ねむれない……。

　この三か月、ずっと緊きん張ちようしつづけてきた。今日ようやくそれから解放されたのだ。

　あの夢を見るくらいには、気もゆるまっている。そして身体は疲つかれきっている。それなのに、夜の闇に相反して目は冴さえるばかりだった。寝袋の中で目を開けたままでいても、少しも闇に慣れる気配がしない。

　無意識にスマートフォンに手を伸のばす。もの言わぬ携けい帯たい電でん話わはただ静かに、電波状況が悪いことを示しつづけていた。画面の隅すみにあるアンテナのマークが、儚はかなくチカチカと点てん滅めつを繰くり返す。まるで心細さと不安に揺ゆれはじめた七緒の心をあらわしているかのようだった。

　この電波状況ではインターネットも動かない。目的もなく画面を適当にいじると、連れん絡らく先さきの一覧が出てきた。最初に表示されるのは亡なくなった父親の番号だ。解約はしたけれど消さないでいたかった。ほかに登録している番号といえば、電力会社やＩターン支援の窓口といった一時的に必要なものだけで、登録件数は十にも満たない。

　本当にもう、誰とも繫つながっていない──その事実に身体が強こわ張ばり、画面から指先が離れる。数秒経過してバックライトが消え、また闇になった。

　硬かたくなった身体が、とぷん、と底の見えない真っ暗な沼ぬまに落とされた錯さつ覚かくに陥おちいる。

　向けられてきた好こう奇きの視線。冷やかな態度。ついてしまった霊感のせいで、七緒はどこまでも独りだった。しかしその孤こ独どくと寂さびしさは、誰かがいたからこそ生まれ、成立していたのだと思う。

　でも今は違う。七緒が今夜ここで死んでも、どこにも連絡がいかない。朝になって到着した引っ越し業者がひどく困るだけだろう。もし妖あやかしや悪あく霊りように連れ去られて亡なき骸がらすら存在できなくなったとしても、誰一人ひとり気に留めず世界はまわってゆく。

　怖こわい──。

　漆黒の闇に意味もなくただ存在するという、途と方ほうもない孤独。それは恐きよう怖ふ以外のなにものでもなかった。独りであることを寂しいと思っても恐おそろしいと感じたことは一度だってない。

　かつてない強烈な孤独に、昼間の美しい新緑に見み出いだした希望も、新居に着いたときの喜びも搔かき消されてしまう。ひどい寒気がして、こめかみや頭が痛みだした。

　暗闇が、明らかな重みを生じて七緒を圧あつ迫ぱくしてくる。息苦しい。……違う、ただの息苦しさではない。これは、この感覚は──。

「……っ！」

　すがるようにランタンに手を伸ばす。スイッチを求める手に、ひた、と冷たくぬるついたものが触ふれた。得体の知れないそれにぞっと肌はだが粟あわ立だつ。必死になってスイッチを押す。

「うわあぁっ！」

　ランタンの明かりに照らされた部屋は、有う象ぞう無む象ぞうの妖や悪霊で埋うめ尽くされていた。

　突とつ然ぜん明るくなったことに妖たちは怯ひるみ、キヒィッと奇き怪かいな声をあげたが、すぐまたぞろぞろと向かってくる。手の甲こうに纏まとわりつくヘドロのような妖を躍やつ起きになって振ふり払はらった。

「なっ、なんで!?　憑ついてないって──！」

　もののけも怨おん霊りようも、妖も悪霊も、なにひとつ憑いていないと確認した。つい今まで気配すら感じなかったのに。どうなっているのか混乱した頭では考えられない。なにより恐ろしいのは、妖たちが尋じん常じようではない大きさをしていたことだった。

　今までも数えきれないほど襲おそわれてきた。しかし都心の妖や悪霊たちはうっすらとして儚いものが多く、頭痛や息苦しさを齎もたらしたり、皮ひ膚ふを引っ搔く程度でしかない。

　だがここにいる妖たちは違う。見たこともないほど嵩かさ高く丸々と太っていて、その強さを示すように輪りん郭かくまではっきりと視みえた。そして、七緒を喰くらいたいという明確な思念を持っている。それがびりびりと伝わってきた。

「ひ……！　く、来るなっ！　近寄るな！」

　無数の手や触しよく手しゆのようなものが迫ってくる。ランタンを振りまわしてそれらを撃げき退たいできたのは一瞬だけだった。額に角を生やした巨きよ大だいな悪あつ鬼きに叩たたかれ、ランタンが土間まで吹ふき飛ぶ。

　ガシャンと壊こわれた音がしたと同時に真っ暗闇になった。

「たっ、助けて……！　だれ、か──」

　なにも見えない。息ができない。とてつもない剛ごう力りきで首が絞しめられていく。ランタンを壊した悪鬼の手だろうか。本当に妖に喰われて、七緒は現世に存在しないことになってしまう。

　そんな瞬しゆん間かんであっても、七緒には名を呼べる人がいない。

　あまりの寂しさと恐怖に涙なみだがこぼれそうになったとき、ぼう、と音を立てて幾いくつもの火の玉があらわれた。

「……っ!?」

　鮮せん烈れつな炎ほのおの輝かがやきに妖たちが怯おびえだす。七緒の首に深く食い込んでいたのは、やはり悪鬼の太い指だった。

　火の玉に照らされた鬼おにと目が合う。息が詰つまって朦もう朧ろうとなりかけたその瞬間、ざんっ、という聞き慣れない音がして、目の前の悪鬼が縦たて真っ二つに割れた。

　鬼が断だん末まつ魔まの叫さけびをあげて左右に崩くずれ落ちていく。実体がにわかに薄うすくなり、畳たたみに倒たおれるより先に消しよう滅めつして視えなくなった。七緒は必死で息を吸い込む。

「──っ、か……、はっ……はぁ、っ！」

　消えた鬼のその先に、なにかが浮うかんでいる。

　白い貌かおのようだ。細く尖とがった鼻は人間のものではない。

　鋭するどくつり上がった黄金色の眼まなこ。深く裂さけた紅あかい口は、嗤わらっているみたいに見えた。

　眼のまわりには隈くま取どりのように刷はかれた朱しゆ。そして獣けもの特有の長い髭ひげや眉まゆが描えがかれている。

　真っ白な狐きつね──嗤う白びやつ狐この、面。

「ぎゃー！」

「静かにせい」

　狐面が口をきいた。七緒の心臓はいよいよ飛び跳はね、抑おさえきれない驚きよう愕がくと恐怖の塊かたまりが解放された気道をせり上がって叫び声になる。腰こしが抜ぬけたようになり、脚あしがぶるぶると震ふるえだした。

「声を出すほど集まってくるぞ。口を塞ふさいでおれ。そこから体内に入られては難なん儀ぎする」

　それは夜気に凜りんと響く、男の声だった。火の玉は彼に付き従う動きをしている。闇に浮かぶその姿に七緒は目を瞠みはった。　>>>♥

　暗灰色や錆さび色いろに蠢うごめく妖たちの中で、男だけが際きわ立だつ異色をしている。

　長い髪かみも着物も、立派な陣じん羽ば織おりや袴はかま、臑すね鎧よろいや高たか下げ駄たまでも、すべてが真っ白だった。その長ちよう軀くに見合う長い刃やいばが冴さえた白銀の輝きを放つ。

　白狐の面をつけた男は鮮あざやかな太刀たち捌さばきで巨大な妖や怨霊を次々と斬きり斃たおしてゆく。

　妖たちは巨きよ体たいを揺らして消滅し、それらに侍はべっていたもののけたちは、縦じゆう横おう無む尽じんに躍おどる火の玉に追われ炙あぶられて、外の闇やみ夜よへ逃にげていった。

「………」

　息ができないほど妖でいっぱいだった部屋が、あっという間に空になる。

　そこに残ったのは、片手で口を覆おおいながら座り込む七緒と、太刀をひと振りして鞘さやに納める男だけだった。

　パチ、と鍔つばと鞘の重なる音がすると同時に火の玉が消える。それでも、七緒が重みと恐怖を感じたあの漆黒の闇になることはなく、いつの間にか清せい涼りよう感かんも戻もどってきていた。

　男は淡あわい夜の色に染まる部屋から土間へ歩いていく。

　口から手を離はなし、七緒は自分の胸を押さえる。ばくばくと高鳴る心臓はちゃんと生きている証あかしだった。

　この白狐の面をつけた人が助けてくれたのだ。なぜ七緒を助けてくれたのか、誰なのかもわからないけれど、きちんとお礼を言いたかった。どう呼び止めたらいいか迷っているうちにいなくなってしまいそうで、必死になって声を出す。

　白狐といえば稲荷いなり神社──思い浮かぶものはそれひとつしかなかった。

「お……、お稲荷、さま……」

　その掠かすれきった声に、男がゆっくりと振り向く。嗤う狐面と視線がからみ合った。

　七緒は深呼吸を何度かして、滅め茶ちや苦茶に混乱している頭と心をどうにか落ち着かせる。

　すると色々なことがほんの少しずつ視え、感じることができるようになった。

　全身が真っ白のこの男もまた、人ならざる存在であることはよくわかる。

　でも妖や悪霊の類たぐいではないと思った。今の七緒に頭痛や息苦しさはまるでなく、いつも身体からだが震えるほど感じる妖特有の恐ろしさもない。それどころか、純白の長い尾おや立派な陣羽織姿もさることながら、そこからあふれてくる霊れい気きのようなものには神こう々ごうしさすら感じられた。

　よく見れば尻尾しつぽだけではない、白い髪で覆われた頭の上部に狐のような三角の耳もある。

　弥多稲荷大社が妖たちを寄せつけないようにしてくれている──横になる前に考えついたことは、まちがっていないと思った。

「神、さま？　弥多稲荷大社、の……」

「神ではない。その縁ゆかりの者だ。──もう寝ねろ。今こ宵よいのことは決して他言するな」

　静かで凜とした声は先ほどと変わらない。言葉を交かわせたことが嬉うれしく感じられた。

　それなのに、男は七緒に背を向けて、土間へおりながら存在を薄くしていく。このまま姿を消すみたいだった。

　白い陣羽織の背に、朱あかい花が刺し繡しゆうされている。すべてが美しい純白の中でそこだけが朱い。

　だんだん視えなくなるそれを懸けん命めいにとらえる七緒の身のうちに生まれたのは、抑おさえきれない焦しよう燥そうだった。

　いやだ、独りになりたくない──。

　湧わき上がってきた初めての感情に、七緒自身が驚おどろき戸と惑まどう。

　なぜかついてしまった強い霊感、一夜で変色した蜂はち蜜みつ色の髪とヘーゼル色の瞳ひとみ。長いあいだ避さけられ、遠巻きに好奇の視線を向けられてきた。やめてほしいと抗あらがいもしたけれど早々に諦あきらめ、いつしか独りでいることが当然となり、今日まで過ごしてきた。

　でも今、どうしても独りになりたくない。だからといって誰だれでもいいわけではなくて、命を救ってくれたお稲荷さまに、せめてあと数分だけでもいてほしいと思ってしまった。

　相手が人間ではないとか、二十四歳の男子が情けないとか、そういうことを考えている余よ裕ゆうはなかった。七緒は立ち上がり、広い背に咲さく一輪の朱い花に向かって手を伸のばす。

「ま、待って！　行かないでっ。怖こわいです！」

　力の入らない足あし腰こしを無理やり動かしたのがいけなかった。部屋と土間の段差部分でつまずき、身体の均きん衡こうがとれなくなる。どうにか持ち堪こたえようとしたがだめだった。

　どん、と音が鳴るほどのものすごい勢いで、七緒はお稲荷さまの背に──否いな、長くふさふさの尻尾にぶつかり、そのままぎゅう、と力を入れて抱だきしめてしまった。

「ぅ、ぎゃ、あー」

　悪鬼や怨霊を斬り斃した強つわ者もののものとは思えない、ひどく間の抜けた悲鳴が土間に響ひびく。

　薄くなっていたお稲荷さまの実体が瞬しゆん時じに元に戻った。受け身が間に合わなかったのだろうか、ズシャァ……と濁にごった音を立てて、お稲荷さまは七緒を背負ったまま土間に倒れ伏ふした。

「わっ、ぷ」

　強く抱きしめた獣じゆう毛もうが一いつ斉せいに逆立ち、長く柔やわらかな尻尾がビーンと硬かたく立ち上がる。七緒の顔はもこもこになったそれに深く埋もれてしまった。

　お稲荷さまはぐるんと身体を反転させ、七緒から尻尾をひったくる。耳に心地ここちよく響く凜とした声は変わらないのに、七緒が少しびっくりするほどの狼ろう狽ばいぶりを見せた。

「おおお、おぬし！　尾に触ふれるとはっ……！　なんという──ふっ、ふ、ふしだらな！」

「すみませ、ん……ごめんなさい。わざとじゃないんです。お怪け我がされてないですか？」

　こちらを向いたお稲荷さまに乗り上がった状態で、それでも七緒は真しん剣けんに訊たずねた。

　無礼極きわまりないことをしてしまった自覚はある。でも「ふしだら」とは、どういうことなのだろう。せっかく助けてもらったのに、怒おこらせることしかできない自分が情けなかった。

　このままでは、ぱっと消えられてしまう。またあの底なし沼ぬまのような暗く深い孤こ独どくに突つき落とされるのかと思うと、怖くてつらくて涙が滲にじんできた。

　泣くのだけは絶対に嫌いやだった。ここで涙をこぼしてしまったら、今まで独りで耐たえてきたことまで意味を失ってしまう。七緒はバチバチとまばたきをして涙を余所よそへ追いやった。

「ええい、泣くな。これしきのことで……」

　お稲荷さまは消えないでいてくれた。七緒のせいで綺き麗れいな純白の着物が汚よごれてしまったのに、そのことは少しも気にしないで、そっと手を伸ばしてくる。

　しかしその手はきつい躊ちゆう躇ちよに揺ゆれているみたいに見えた。なぜかはわからないが、結局お稲荷さまは七緒の濡ぬれたまつげには触れず、諦あきらめたように手をおろす。

「妖どもはみな追い払はらったわ。二度と悪さはさせぬ。泣くのをやめて早はよう床とこへ入れ」

「泣いては、いません。でも、でも……ほんともう無理なんです。怖い、……」

「う、ぬ」

　お稲荷さまは伸ばした手をまた空くうに彷徨さまよわせる。七緒は意を決し、まぶたをかたく閉じた。

「少しのあいだだけ……お願いですから、ひ、独りに、しないで……くだ、さ──」

　矜きよう持じを捨て大恥はじを忍しのんで頼たのみ込もうとしたが、最後まで言えなかった。

　お稲荷さまが急にものすごい力で抱きしめてくる。

　その力強さに涙なみだも引っ込むほど驚いたけれど、お稲荷さまがそうするのは七緒がよほど貧ひん弱じやくで哀あわれに見えて、いたたまれなくなったからだということが容易に知れた。その証しよう拠こに「な……、ぉ──」という痛々しいまでの憐れん憫びんと同情の声が聞こえてくる。

「……？」

　不思議と、とても懐なつかしい感じがした。

　心がきゅう、と切なくなるほど懐かしいけれど、そう感じる理由が七緒にはわからない。

　この感かん触しよくはなんだろう。たとえるなら、祖父に対して抱いだくような懐かしさだろうか。

　親しん戚せきたちから爪つま弾はじきにされた七緒に、祖父母と触れ合った思い出はない。だから祖父への懐かい慕ぼというのも想像でしかなかった。

　──髪は真っ白だし、話しかたもお爺じいさんみたいだから……でも違ちがうのかな。

　お年寄りにしては力が強すぎる。さっき首を絞しめてきた悪あつ鬼きの剛ごう力りきにも勝まさる強さだ。

　人ならざるものにこれだけ強く身体を締しめつけられたら、恐きよう怖ふのあまり気を失う。それなのに恐おそろしさは少しも感じなくて、あるのは心が温かくなる懐慕のようなものだけだった。

　このお稲荷さまは、今まで七緒が恐れてきた妖あやかしたちとはまったく違う。

　そう感じるのはたぶん、彼が神々しいからではなくて、もっと違うなにか──でも当て嵌はまる言葉がうまく見つけられない。

　お稲荷さまに感じているものの正体はなんなのだろう。そう考えるあいだにも、七緒の瘦やせた身体を縛いましめる腕うでの力はどんどんきつくなっていく。

「い、痛……」

　怖くはないがあまりの強さに思わずそう口にしてしまった。するとお稲荷さまは、はっと我に返ったように息を吞のんで七緒を解放する。そして掌てのひらを上に向けた。

　大きな掌から、ぽぅ、ぽぅ……と炎ほのおの玉が生まれ、部屋に向かって流れていく。七緒はそれを目で追いながら訊ねた。

「これは、なんですか……？」

「退たい魔まの狐きつね火びだ。これらがそなたを守る。安心して眠れ。一いち番ばん鶏どりが鳴くとともに消えよう」

「すごい……。あのっ、本当に色々と、ありが──」

　七緒は笑顔になって振ふり向いたが、そこにお稲荷さまの姿はもうなかった。

　がらんとした冷たい土間に寂さびしさだけが漂ただよう。それは常に独りの七緒が抱かかえている寂しさとはまったく質の異なるものだった。誰かが──お稲荷さまがいなくなって初めて知り得た、いつもと違う寂しさに、七緒はわずかな戸惑いを覚える。

　助けてくれたことや抱きしめてくれたこと、狐火を残してくれたことに心からお礼を言いたい。そして叶かなうならもう少しだけ言葉を交わしたかった。

　──そんなの、だめに決まってるだろ。

　神さま相手にひどくずうずうしいことを考えている。そう気づいた七緒は頭を振って思いを巡めぐらせることをやめ、土間から部屋へ上がった。

　乱れた寝ね袋ぶくろを整え、中に入る。紅あかや橙だいだい色に煌きらめきながら部屋を自由に飛ぶ火の玉を見つめた。

「………」

　さっきまでの、果てのない暗くら闇やみと恐怖が噓うそみたいだった。

　狐火たちは妖と闇と孤独から七緒を守るように炎の尾を激しく揺らし、そうかと思えば、眠れそうかと訊ねるみたいにそっと頰ほおに触れてくる。その動きはとても優しい。不思議と炎は熱くはなく、心地いい温かさがあった。

　美しく幻げん想そう的な狐火をずっと見ていたいけれど、まぶたが重くなってくる。

　ふたたびあの夢を見そうな予感がした。

　七緒が灰色に汚れた犬を庇かばいさえしなければ、トラックに撥はねられずに済んだ。この不思議な力がつくことも、髪かみや瞳の色が一変することもなく、恐怖を感じるほどの孤独に陥おちいることもなかったと思う。

　そうわかっていても、七緒が犬を見殺しにするなど絶対にない。

　これから先も夢を見るたび、綺麗で気高いあの仔こを必ず助けてみせる──一いつ片ぺんの迷いもなくそう思いながら、七緒はゆっくりと眠りの淵ふちに落ちていった。










　翌日の早朝に目を覚ますと狐火たちはすでに姿を消していたが、代わりに柔らかな朝あさ陽ひが部屋を明るくしてくれていた。梅雨つゆの中休みのようで、薄うす雲ぐもの中に輝かがやく太陽が見える。

　七緒はまず家じゅうの窓と扉とびらをすべて開けた。ひんやりとした綺き麗れいな空気がほこりを浚さらって流れてゆく。

　電力会社の人は思っていたよりも早くやってきて、昨日来られなかったことを何度も詫わびながら配線などを確認し、使ってもらって大だい丈じよう夫ぶですよと告げて帰っていった。引ひっ越こし業者もほどなく到とう着ちやくし、七緒の希望通りに家財道具を配置してくれた。

　時間は充じゆう分ぶんすぎるほどあるが、七緒は掃そう除じや片づけをてきぱきと進めていく。用事を早めに終わらせて、今日中に行きたいところがあった。

　昼をかなり過ぎたころにようやく片づけが一段落して、七緒は今日初めての食事をする。

　身体からだを動かしたおかげか昨日よりは食しよく欲よくがあった。それでもチーズやトマトソースがたっぷり詰つまった惣そう菜ざいパンはあまり味がしない。それを水で流し込み、出かける準備をした。

　スマートフォンで地図を確認しながら、バイクを三十分近く走らせて最も寄より駅へ向かう。

　そこから電車を三回乗り換かえ、一時間半以上乗りつづけて到着した目的地──弥多稲荷大社は、国内外からの参拝者や観光客であふれ返っていた。

　楼ろう門もんまでの広い参道には土産みやげ物屋や露ろ店てんが並び、参拝時間が終わりに近づいていることを感じさせない賑にぎわいをしている。行き交う人々の向こうに、昨日も見たあの立派な朱しゆ色いろの大鳥居があった。

　昨夜七緒を助けてくれた狐きつね面のお稲荷さまは、自分のことを弥や多た稲荷いなり大おお神かみの『縁ゆかりの者だ』と言っていた。それなら必ずここにいる。

　やはりきちんとお礼が言いたい。どうしても今日、感謝の気持ちを伝えたかった。

　早足で参道を進むと、朱しゆ色と青あお丹にと金で彩いろどられた色いろ鮮あざやかな楼門が見えてくる。その両りよう脇わきに鎮ちん座ざする狐像の、あまりの大きさに驚おどろいてぽかんと口を開けてしまった。後あと脚あしを折って座っているにもかかわらず、突っ立って見上げる七緒よりも背せ丈たけがある。狐像は片方が白びやつ狐こで朱あかい鍵かぎを、もう片方は黒こく狐こで青い宝ほう珠じゆをそれぞれ銜くわえていた。

　どちらの狐像も目を凝こらして見た七緒は、やがて鍵を銜えている白びやつ狐こ像をじっと見つめる。

　ヘーゼル色の瞳ひとみに映る白狐像は微び動どうだにしなかった。

　──いない……。

　逸はやる気持ちが少しだけしぼんだ。そう簡単には会えないのかもしれない。

　像なのだから動かないのは当然のことだが、七緒には鮮せん明めいに感じとれる。この狐像とお稲荷さまは、同一人物だ。厳密に言えば依より代しろ──朱い鍵を銜えた白狐像は、昨夜感じたお稲荷さまの霊れい気きとまったく同じものを纏まとっている。さながら残のこり香がのように。

　この狐像にはいなくても、弥多稲荷大社のどこかにいる気がする。御お山やまを登っても会えないなら、今日は諦あきらめるしかない。本ほん殿でん参拝を済ませた七緒は霊感のおもむくままに、またひとつ朱色の大鳥居を抜ぬけて御山へ入っていく。

　夕ゆう闇やみに包まれた御山は七緒が思っていた以上に薄うす暗ぐらかった。しかし有名な御山だけあって、この時間帯でも観光客グループや若いカップルが歩いている。所々にある石いし燈どう籠ろうにも明かりが灯ともされ、歩くことに不自由はない。

　七緒はお稲荷さまの気配を逃のがさないように、精神を研とぎ澄すませながら竹たけ藪やぶの中の小こ径みちを進んでゆく。疎うとんでいたこの不思議な力を、七緒は初めて自分の意志で使っていた。そうしてでもお稲荷さまに会いたかった。

　奥に行くほど樹葉が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげり、鳥居の数も増えてくる。それは石でできていたり朱しゆ塗ぬりであったり、大きさもばらばらだった。どのようにして設しつらえたのだろうか、中には険しく切り立った岩いわ肌はだに並ぶ鳥居もある。七緒の頰を撫なでていく霧きりはひんやりとして心地ここちいい。大きな岩の合間から流れ落ちる滝たきが清冷とした空気を御山に齎もたらしているようだった。

「──っ、……」

　ふいに、チリッとこめかみに強い痛みが走った。妖あやかしや悪あく霊りようが近くにいるときの感覚によく似ていて、思わず肩かたをすくませる。しかし恐る恐るあたりを確認しても、それらしき存在は見あたらない。

「……？」

　視線を巡めぐらせる七緒の瞳に不思議なものが映った。

　人がやっと通れるほどの石鳥居と、小さな祠ほこらがある。不思議なのは、ひときわ群がって立つ大樹たちがそれを隠かくしているように見えることだった。実際に気づく人はいなくて、皆みな先に進んだり御山をおりていったりする。七緒は小径から外れてそこへ近づいた。

　鳥居や祠は、とても古い。長いあいだ手入れもされずここに立ちつづけているようで、ずいぶんと傷いたんでいる。対ついで立つ小さな狐像は顔や身体が苔こけで覆おおわれていた。狐像の向こうをのぞき見た七緒は瞠どう目もくし息を吞む。

　そこに夥おびただしい数の鳥居があった。鮮せん烈れつな朱色に塗られた鳥居がどこまでも連なっていて、果てが見えない。こんなにも鮮あざやかな色をしているのに、なぜ誰だれの目にも留まらないのだろう。

　痛むこめかみを押さえながら考えを巡らせる。

　人の目に映っていないということは、この場所そのものが七緒の視みる不思議なもの──はっきりとはわからないが、もしかしたら異界と呼ばれるところなのかもしれない。

　神かみ隠かくし。そんな言葉が浮うかぶ。

　古くから妖や天てん狗ぐ、山神のしわざと信じられてきた現象。しかしあれは子供がただ攫さらわれるだけではないのかもしれない。人ならざるものに惹ひかれ、みずから近づいた子供もいたのではないだろうか。この妖あやしくも美しい鳥居の群れに、そんなありもしないことを考えてしまう。

　ここにお稲荷さまがあらわれてくれたら……そう思うと、足を踏ふみ入れてみたいという禁きん忌きに触ふれる願望が生まれてしまった。七緒は頭を振ってそれを打ち消す。

　それほどに千本鳥居は幻想的で蠱こ惑わく的で、強く惹きつけられるものがあった。

　でも、こめかみや頭の痛みが一層きつくなる。ここからは怨おん念ねんや邪じや気きは感じないのに、なぜだろう──そう思ったとき右肩に激痛が走った。凄すさまじい悪お寒かんがしてとっさに振り向く。

「ひ、ぃ……！」

　驚きよう愕がくに萎い縮しゆくした心臓が痛い。そこにいたのは、七緒を喰くらおうとする巨きよ大だいな悪あつ鬼きだった。

　鋭するどい爪つめの生えた手を滅め茶ちや苦茶に殴なぐって振りほどく。着ているシャツが破れたが、そんなことには目もくれないで、苔むす石鳥居を抜けた。

　今追いつかれたら確実に喰われる。七緒は躊ちゆう躇ちよしていたことも忘れ、夢中で朱い鳥居の連なりを駆かけていく。

　肺と心臓が痛むほど全速力で走り、息を切らしながら一度だけうしろを見ると、そこに悪鬼の姿はなかった。追いかけてくる気配もない。

「はっ、……はぁ、っ……」

　立ち止まり、ひどく乱れた呼吸を整える。肺や心臓は痛むが、あれだけきりきりと七緒を苛さいなんでいたこめかみと頭の痛みが完全に消えていることに驚く。奇き妙みようなことはそれだけではなかった。ついさっきまで七緒がいた御山は夕闇に包まれていたのに、どうしてか今いるこの場所は真昼のように明るい。

　やはりここはものすごく不思議な場所だ──肩で大きく息をしながら、七緒は自分が立っている空間を見み渡わたす。

　前を見ても振ふり返っても、朱い鳥居がつづくばかりだ。

　七緒が駆けてきたそこには研けん磨まされた御み影かげ石いしが整然と敷しき詰められている。見上げれば鮮やかな新緑が朱色の鳥居に重なり、みごとな対照と調和を呈ていしていた。

　朱と緑でできた路みちを涼りよう風ふうが吹ふき抜ける。

　七緒の蜂はち蜜みつ色の髪が揺ゆれ、若葉がさわさわと音を奏かなでた。

「………」

　穏おだやかな風に乗って、たんぽぽの綿毛のようなものがきらきらと煌きらめきながら流れてゆく。枝葉のあいだからこぼれてくる陽の光が御影石に濃のう淡たんの異なる葉は陰かげを落とす。

　言葉にできない美しさに、七緒は溜ため息いきをひとつ漏もらした。

　入り口にある古く傷いたんだ石鳥居や祠からは想像できないほど、ここは清め整えられている。

　神こう々ごうしい霊れい力りよくに浄化されていると言うべきか──輝く綿毛はその証あかしだろうし、だからあの悪鬼は入ってくることができないのだと思う。

　このまま引き返しても大丈夫だろうか。鬼おにが入り口の近くで待ち伏ぶせている可能性もあるが、だからといってむやみに先へ進んではいけないような気がした。

「な、なにあれ」

　どうしたらいいか惑まどっていると、遠くからなにかが転がってくるのが見えた。

　鳥居の陰かげに隠れてその正体がなんなのかを確認する。白くて丸い形をして、耳や尻尾しつぽのようなものがあった。大きさからして仔こ犬いぬだろうか。

『たすけてくださいー、いなもりのあにさまぁー』

「え、えっ？」

　仔犬が喋しやべった。幻げん聴ちようではない、小さくて丸い動物が確かに口をきいた。しかし強い霊感を持つ七緒は混乱するほど驚きはしない。言葉は交わせないけれど、植物や動物の言いたいことがなんとなくわかるときが過去何度もあった。

　助けを求めているということは、どうやら自分の力で止まれないらしい。七緒は鳥居の陰から出て仔犬を受け止めてやった。

「ぉ、わぁっ」

『ひゃー』

　受け止めた腹に、どすっ、という重い音が響ひびく。可愛らしい声とふわふわの小さな身体からだからは予測がつかないほどのすごい勢いだった。その力強さに負けて七緒まで転んでしまう。

　ごろごろと回転して目がまわり、上下の感覚が鈍にぶった。このままだと確実にどこかを強打する。その痛みに耐たえるため、まぶたをぎゅっと閉じて細い身体に力を入れた。

「──っ。……あれ？」

　しかしどこも打たずに回転が止まる。なにかを下敷きにしたようで、でもそれのおかげで七緒も仔犬も怪け我がをせずに済んだ。

　ひょっとしてさっきの鬼だろうか。ここに入れたのかもしれない。もしそうだったらどうしよう──恐おそる恐るまぶたを開くと、目の前に七緒の捜し求めていたあの白びやつ狐この面があった。

「ああっ！　お稲荷いなりさま!?」

「………。おぬし私の話を聞いていたか？　稲荷神ではないと言うたであろう」

　白い髪かみと三角の耳、立派な陣じん羽ば織おりと長い太刀たち。そしてこの話しかた。

　まちがいない、昨夜のお稲荷さまだ。

　会えたことはたまらなく嬉うれしかったけれど、綺き麗れいに敷き詰つめられた御影石の上で二人と一いつ匹ぴきはみごとに揉もみくちゃになっていた。

　仔犬も、お稲荷さまの髪も尻尾も陣羽織も、七緒以外はとにかくすべて白い。回転したせいで頭がくらくらする。七緒は自分が今どういう状態でいるのか、すぐには把は握あくできなかった。

　ふさふさとしたものが腕うでの中にあるので、仔犬を抱かかえたままお稲荷さまに乗り上げているということはわかる。すぐにでも立ち上がるべきなのに、会えたことの喜びが先行してしまった。今日はもう会えないだろうと諦あきらめかけていたから。

「お会いできてすごく嬉しいです。あの、俺、……」

「ああっ！　なんたることっ」

　七緒の言葉を無視して、お稲荷さまが昨夜よりさらに激しい狼ろう狽ばいぶりを見せる。

　仔犬と七緒の下敷きになったときに紐ひもでもゆるんだのだろうか、目の前にある狐きつね面が外れた。お稲荷さまは必死で押さえようとしたが間に合わず、狐面はコトリと音を立てて御影石の上に落ちる。

「あ」

「なんたる、こと──」

　柔やわらかな陽ひの光に照らされた顔は若く、そしてびっくりするほど男前だった。白い髪と言葉遣づかいからお年寄りを想像していた七緒は思わず「わ、かっこいい」と口走ってしまった。

　しかしお稲荷さまがお爺じいさんでも男前でも、そんなことはどうでもいい。

　今日ここに来た目的をようやく果たせる。それが嬉しくてしかたない七緒は笑顔になって、同じヘーゼル色をしているお稲荷さまの瞳ひとみを見つめて言った。

「俺、どうしてもお礼を言いたくて来ました。昨夜は助けてくださって本当に──」

　感謝の気持ちを一いつ生しよう懸けん命めい伝えたくて、つい手に力が入ってしまった。熱心に言葉を紡つむぐ七緒の手の中で、柔らかな獣じゆう毛もうがもこもこになってビーンと硬かたく立ち上がる。

「あれっ？」

　そうなって初めて、思いきり握にぎっているものが仔犬ではなくお稲荷さまの尻尾であることに気がついた。仔犬はいつの間にかお稲荷さまの腕にしがみついている。

「ご、ごめんなさい。またビーンって……」

　昨夜、よく理解できなかったが「ふしだらな！」ときつく怒おこられた。それを思い出し、必死で謝ったが時すでに遅おそく、お稲荷さまはその柳りゆう眉びを片方だけつり上げて低い声を出す。

「おぬし。一度ならず二度までも。──あまつさえ私の顔を見たな？」

「えっ」

　お稲荷さまは昨夜のように七緒から尻尾をひったくりはしなかった。

　がばっと跳はね起きて狐面を懐ふところにしまう。

「うわっ」

　そして七緒を肩かたに担かつぎ仔犬の首根っこをつかむと、白い高たか下げ駄たをカンカン鳴らしながら大おお股またで歩いてゆく。運ばれる側になった一人と一匹は揃そろってじたばたした。

『ごめんなさい、いなもりのあにさま、どうかゆるしてください。おしおきしないで』

「あの、おろしてもらえますか？　自分で歩けますから」

「かしましい。どちらも黙だまっておれ」

　低い声で叱しかられると、仔犬は『きゅー』と鳴いたきり、しゅんとしてしまった。　>>>♥

　先へ進むにつれ陽の光が遠ざかり夕暮れになっていく。果てがないと思っていた千本鳥居をお稲荷さまが抜ぬける。するとそこは完全に陽が落ちて星々が輝かがやく夜になっていた。

「おろして、くださいっ」

　早く帰らなくては、新居までの電車は本数が極きよく端たんに少ない。もがいてお稲荷さまの肩に両手をついたが、その腕の力は強く、担がれている状態から縦抱だきのようにされただけだった。

　うしろから強い橙だいだい色いろの光を感じて振り向く。そこに広がる光景に七緒は息を吞のんだ。

「なに、ここ──」

　白い玉砂利が敷かれた道の両側に、夥おびただしい数の石いし燈どう籠ろうが立ち並んでいる。〝御ご神しん燈とう〟の文字が彫ほられたその内には、昨夜七緒がもらったあの狐火が炎ほのおの尾おを揺らしていた。

　番兵のような石燈籠が連なるその先に、荘そう厳ごんな大門が炎の紅あかを纏まとって暗くら闇やみにそびえ立つ。

　夜の闇と狐火が織りなす妖あやしくも美しいこの境域は、七緒にとっては異界そのものだった。

　幽ゆう玄げん漂ただよう玉砂利の道をお稲荷さまは慣れた足取りで歩いてゆく。

　大門の両りよう脇わきには人の身長ほどある大おお提ぢよう灯ちんが掲かかげられていた。

　──〝白朱番狐衆〟？　……なんて読むんだ？　ばんこ、しゅう……？

　左の大提灯に堂々と書かれたその文字を追う。右の大提灯には彼ひ岸がん花ばなを図案化した紋もんが入っていて、お稲荷さまの陣羽織に刺し繡しゆうされたあの朱あかい花と同じものに見えた。

　大門をくぐると、豊かな彫ちよう刻こくの施ほどこされた唐から破は風ふの二重屋根が姿をあらわす。その絢けん爛らんと壮そう麗れいなさまに思わず目を奪うばわれる。ここにも先ほどと同じ大提灯が吊つられていた。

「あの、お稲荷さま、ここは……？」

「我ら白はく朱しゆ番ばん狐こ衆しゆうの詰つめ所しよである」

　そう短く返事をしたお稲荷さまが前に立つと、立派な木の大戸がおのずと開く。

　広い玄げん関かんの式台に少年が二人、正座をしていた。同じ白い三角の耳が目立つ。

「ただいま戻もどった」

「お帰りなさいませ。──あっ、太た郎ろう次じ！　ばか、どこ行ってたんだよっ」

「千本鳥居を転げてきよったわ。尻しりをきつく叩たたいて寝ね床どこに放り込め」

　そう言ってお稲荷さまは仔犬をぽいと投げた。『いやだー。おしりたたきはいやだよう』と嘆なげく仔犬を受け止めた少年が不思議そうに七緒を見つめ、訊たずねてくる。

「申し訳ございません稲いな守もりのあにさま。──あ、あの……そちらのかたは？」

「これは私の奥方になる者である」

　その言葉に、七緒と少年たちは三人揃って「えっ!?」と声をあげた。お稲荷さまは空いた手で七緒の靴くつと靴下を脱ぬがし、玄関に落としていく。

　お稲荷さまの言っていることがまったく理解できなかった。「オクガタ」といえば妻とか嫁よめとかいう意味しか知らないが、お稲荷さまたちの世界には別の意味があるのかもしれない。

　生いけ贄にえだったらどうしよう。まさか彼らも妖あやかしたちのように七緒を喰くうつもりなのか──。

「なっ、なんですかそれ？　俺はお礼を言いにきただけで……」

「稲守のあにさま、お顔を見られたのですか？」

「そうだ。明朝より奥方の世話を。今こ宵よいは捨て置け」

「わかりました」

　お稲荷さまは七緒ではなく少年たちに返事をする。急に不安を搔かき立てられた。

　彼らはいったい何者なのだろう。お稲荷さまの息子むすこにしては少し違い和わ感かんがある。さっきから何度も耳にする「あにさま」から推測すると、兄弟だろうか。

　七緒の混乱をよそに、少年二人と仔こ犬いぬが皆みなで言った「おやすみなさい」に対してもきちんと「おやすみ」と返事をしたお稲荷さまは、七緒を抱いたまま長い廊ろう下かを進み幾いくつかの角を曲がり、奥まった部屋の襖ふすまを開けた。

　藺い草ぐさのいい匂においが鼻び腔こうをくすぐる。七緒の古ぼけた家とは違ちがう、いつも綺麗に整えられている匂いがした。けれど襖はすぐにピシャリと閉められたので、明かりのない部屋の様子はよくわからない。さっき生まれた不安が少しずつ大きくなっていく。

　それが伝わってしまったのだろうか、なにも見えない部屋にお稲荷さまの声が響いた。

「言っておくが私は鬼おにや妖などではない。そのように怯おびえずとも取って喰いはせぬ」

　その声は凜りんとしているけれど、やはり怒っているのか少し低く聞こえる。

　お稲荷さまは七緒を座ざ布ぶ団とんのようなものの上におろした。そして部屋の隅すみらしきところへ向かってふっと息を吹ふきかける。するとそこに明かりが灯ともった。

「う、わぁっ……」

　朱く美しい彼岸花が描えがかれた行あん灯どんの、その明かりに照らされた室内に七緒は慄おののく。

　おろされたそこは座布団ではなく緋ひ色いろをした蒲ふ団とんだった。

　しかも蒲団に押し倒たおされたうえ、着流し姿になったお稲荷いなりさまが覆おおいかぶさってきている。陣じん羽ば織おりや袴はかまや太刀たちは、いったいいつどこへやったのだろう。

「お、お稲荷さま！」

「何度言えばわかる？　私は稲荷神ではない。──白びやつ狐こだ。稲守という名もある」

　お稲荷さま──もとい、白狐の稲守は、わずかにむっとしながらそう言った。

　正体と名前を教えてもらえたのはありがたいがこの状じよう況きようでは不安と混乱が増すばかりだ。

　真っ白な尻尾しつぽと三角の耳、白狐の面、そして依より代しろと感じた白狐の像からして、その正体にも納得がいくけれど、ではなぜ人の形をしているのだろうとか、別の謎なぞが浮うかんでくる。

　でも稲守の必要以上に整った貌かおが間近に迫せまって、そんな思いも飛んでしまった。長く白い髪かみが帳とばりのように七緒を覆う。

　不ふ穏おんな空気は増す一方だった。早々に目的を果たして立ち去ったほうがいい。

「そし、たら……稲守さま。あの、起きて座ってもいいですか……ちゃんと昨夜のお礼を」

「もうよい。それは充じゆう分ぶんわかった」

　そう言われても、今日七緒がバイクと電車を駆く使ししてここに来た目的はたったひとつなのだ。思い描いていたものとは場所や体勢がずいぶん異なるが、しかたない。七緒は何度も言いかけては途と切ぎれてきたそれを、心を籠こめて言葉にした。

「昨夜は本当にありがとうございました。いただいた狐火のおかげで怖こわくなかったです。稲守さまに救ってもらった命を大切にします。それで……、俺、そろそろ失礼しないと、終電が」

　圧あつしてくる長ちよう軀くから抜け出そうとしたが、七緒の細い腕で押したところでそれはびくともしなかった。怒いかりの籠こもった大きな溜ため息いきが耳や首筋にぶつかってくる。

「あの……。俺、なにかしましたか……」

　思いきってそう訊ねると、稲守は眉まゆをひそめて、ハァ、とまた深い吐と息いきをついた。

　長い尻尾が伸のびてきて、ぱすぱすと頰ほっぺたを叩かれる。ちょっと心地ここちいいと思ってしまった七緒は焦あせってそれを打ち消す。白い尻尾はまだもこもことして硬いままだった。

　たぶん、いや、確実に七緒が強く握にぎったせいだろう。

「やっぱり、さっきのビーンが原因で怒ってるんですよね……すみません。でも、わざとじゃないんです。助けてもらったのに不快な思いばかりさせて本当にごめんなさい」

「二度も握っておいてわざとではないと……？　それに不快などと言った憶おぼえはないが」

「えっ？」

　だったらどうして怒ってるんですか──そう訊ねようとして稲守を見つめると、同じヘーゼル色の瞳ひとみと瞳が重なって、どきりとした。

　自分の色は好きになれないのに、どうしてか稲守のものは綺き麗れいに見える。

　でもその瞳が妖しさを宿してすっと細くなった。真っ白なまつげが間近で揺ゆれる。

「そなた……知らぬと言うのか？　白狐の尾を握ることの意味を」

「意味、って──」

　稲守は「ふしだらな！」と怒っていた。今も同じことで怒らせてしまっていると七緒は思う。

　尻尾は白狐にとって神聖なもの。だから絶対に触ふれてはならないもの。きっとそうだ。だとしたら俺はなんてことを──しかしそんな思考も一いつ瞬しゆんで吹き飛ぶ。

　稲守の手がするりと下か肢しに伸びたと思いきや、デニム越ごしに股またのあいだを握り込まれ、ぐにゅぐにゅと揉もみしだかれた。

「うわぁっ……！　な、なにするんですか！　やめてくださいっ」

「これと同じことを、そなたは私にしたのだが」

「ええっ!?　そんなこと一度だってしてませんよっ。……ぅわ、は、放してください」

　揉んだり握ったりを一向にやめない大きな手を、両手を使って押さえ込む。すると稲守はまたハァと溜め息をついた。怒りが増しているのか、その吐息がやけに熱い。

「握ったではないか。私のものをあれほど煽せん情じよう的に、情熱的に」

「せっ、煽情？　誤解です……尻尾は握ってしまいましたけど、あれはアクシデントだし、こんな、ところなんて……っ」

「同じことだ。尾も、男根も」

「へっ？」

　聞き慣れないあけすけな単語に思わず声が裏返る。聞きまちがえたのだろうか。

　稲守は凜とした声で至し極ごく生き真ま面じ目めに言った。

「白狐の尾を握ることは、男根を撫なで摩さすって交こう尾びをねだっていることと同義である──あれほどぎゅうぎゅうと握っておいて、知らぬとは言わせぬぞ？」

　刹せつ那な、思考と身体からだが固まった。

　どういうことだ。純白の尻尾は神聖なものだから接せつ触しよくは禁きん忌きであるとか、そういうことではないのか。そんな、俗ぞくっぽくていかがわしいことに直結しているなんて、そんなの──。

「そんなの知ってるわけないでしょー！」

　そして、ついに七緒は気づかないほうがよかったことに気づいてしまう。

　稲守は、怒おこっているのではない。さっきから立てつづけに生み出されているハァハァは、怒りではなく興奮によるものだった。にわかに焦りが生じる。彼の昂こう揚ようをどうやって醒さましたらいいのかわからず、屈くつ強きような体軀に押さえつけられていて逃にげ出すことも叶かなわない。

「ちょ……もうやめてください。近い、です。離はなれて……。重い……」

　限界まで顔を逸そらしたためにあらわになった首筋に、稲守が鼻先をうずめてくる。目の前でふわふわの三角の耳がせわしなく動く。言葉を紡つむぐ熱い唇くちびるが触れたり触れなかったりを繰くり返して、そのかすかな感かん触しよくに肌はだが震ふるえた。

「……っ」

「それにしても……ずいぶんと破は廉れん恥ちな握りかたであった。まさかこんなにも雄おすの情じよう欲よくをそそり起こされる日が来ようとは……もしやそなた手て練だれか？　ならば断じて許しがたい──」

「な、なんですかそれ!?　なに言ってるんですかっ。ほんと意味わかんないですから……！」

　破廉恥なんて言葉を普ふ通つうに使う人を──正しくは人ではないのだけれど、とにかく七緒は初めて見た。もはやカルチャーショックの領域である。

「二度にわたって私の尾おを弄もてあそんだ罪は重いぞ……」

　いよいよ息を荒あらくした稲守は膝ひざをついて腰こしを浮かせ、混乱している七緒などおかまいなしでその後頭部に厚みのある枕まくらを滑すべり込ませてくる。

　そうして七緒によく見えるようにすると、稲守は己おのれの手で着流しの裾すそを割った。

「そなたのせいだ。これを早はよう鎮しずめろ」

「ひ、ぃー……」

　七緒はカルチャーショックの第二波に吞のみ込まれた。

　稲守の、筋肉の張った逞たくましい両腿ももが剝むき出しになる。その中央を覆っていたのは六尺褌ふんどしだった。しかも勃ぼつ起きしているそれを覆いきれていない。絶対に見てはいけないものを見せられて、猛もう烈れつな恥はずかしさに襲おそわれる。

　そんなことを微み塵じんも気にしない稲守が布地をぐいと引っ張って褌をほどいた。

　ブルンッと勢いよく弾はずみ出たそれは、「でかっ……」と言わずにはいられない存在感を呈ていしていた。七緒の逼ひつ迫ぱくしたつぶやきを聞いた稲守は眉み間けんに深い皺しわを刻み、露ろ骨こつに難色を示す。

「なに……？　誰だれと比べている？　よもやそなた、純潔を捨てた身ではあるまいな!?」

　本気でものすごく叱しかられた。この男の怒りのスイッチがどこで入るのか見当もつけられない。

　今まで独りだった七緒にそんな経験などあるわけがないのに。

　果たして、ここは七緒が折れるべきところなのだろうか。甚はなはだ疑問だった。「自分です」と言わされるのは同じ男として屈くつ辱じよくの極きわみだ。できれば悟さとってほしい。

「誰の男根を見たのだ？　そやつとなにをした？　早う言え」

　でも興奮しながらぐいぐい詰つめ寄ってくる稲守が怖くて、結局言う羽目になった。

「誰とかは、ないです……。俺は、今まで……だ、誰とも──あ、んぅ……っ」

　言い終わらないうちに唇を塞ふさがれる。それが口づけだと気づいたとき、口内は稲守の長い舌でいっぱいになっていた。初めて知るその熱く滑ぬめった感触に心臓が飛び跳はねる。

　震える七緒の唇を吸いながら稲守は「それならばよい……」と満足そうな声を漏もらす。その大きな両手がデニムにかかった。

「あ、あっ……？　やめて、やめてくださいっ。なにするんです！」

　稲守はファスナーの開閉方法を知らないようだった。下着ごと力任せに引きおろされ、デニム生地が裂さけてボタンが弾はじけ飛ぶ。

　覆うものがなにもなくなった両りよう脚あしをつかまれ、限界まで開かされた。

「放してください！　あっ……、やめっ──さ、触さわるな！」

　後こう孔こうにすぐさま先せん端たんを押しあててくる稲守の性急さは常じよう軌きを逸いつしていた。裸はだかの下半身を他人に見られた恥ずかしさと触れられることの衝しよう撃げきが一気に恐きよう怖ふに塗ぬり替かえられる。ぐりぐりと孔あなをくじるように先走りを塗り込まれて、あまりの恐おそろしさと嫌けん悪おにざっと総毛立った。

「う、あぁ、いや、だぁ、っ──！」

　きつい興奮に熱いきり立つ稲守の陰いん茎けいは、恐怖以外のなにものでもなかった。細い手足を滅め茶ちや苦茶にばたつかせて挿そう入にゆうを拒こばむ。稲守は七緒の行動が解げせぬとばかりに眉をひそめた。

「なぜ嫌いやがる？　私の尾をいやらしく握り、交尾をねだってきたのはそなたであろう」

「ち、違ちがう、っ……いやだっ！　死ぬ、そんなでかいの入らないっ。怖こわい、絶対死ぬ……！」

　ただ、お礼を言いに来ただけだった。妖あやかしや悪あく霊りようからだけではなく孤こ独どくと暗くら闇やみからも七緒を救ってくれた稲守に、感謝の気持ちを伝えたかっただけなのに。

　どうしてこんなことになっているのだろう。怖くて混乱するばかりで、いつどこでなにをまちがったのかもう思い出せなかった。

「う、ぅ……、も、無理……なんだよこれ。──帰る、どいてくれよ……」

　鼻の奥がツンとする。これは泣いても許されるくらい酷ひどいことだと思うが、とにかく泣くのだけは嫌だった。涙なみだの気配をどうにか遠くへ追いやって、ぐす、と鼻を鳴らす。

　すると興奮に息を荒くしていた稲守が、あの凜りんとした声を出した。

「わかったわかった、嫌なら無理強じいはせぬ。だからもう泣くな」

「………。泣いて、ません……」

　下半身をさらし合っているこの状じよう況きようが充じゆう分ぶん無理強いだと思う。でも稲守はそれ以上挿入しようとはしなかったし、「よしよし」と言いながら髪かみを撫でてくるその手つきが妙みように優しかったので、七緒はひとまず異議を唱えるのをやめた。

　髪を梳すかれているうちに不思議と混乱がわずかにおさまってくる。恐怖も少し薄うすまって稲守の顔を見ることもできた。帰ると言ったのにそれを無視して七緒の上に居座りつづける男は同じヘーゼル色の瞳ひとみを細める。思いきり暴れて拒きよ否ひしたのに、なぜか微笑ほほえんでいた。

「先は長い。急がずともこれから存分にまぐわえる。ならば今こ宵よいは兜かぶと合わせだけとしよう」

「ま、まぐっ……!?　かぶと、あわせって……なんですか」

　とにかくもうそっちの話から離れたくて、苦しまぎれにそう訊たずねた。稲守はまた笑う。

「そなたはまことに初うい々ういしいな。よくぞあんな破廉恥に私の尾を握れたものだ。その貞てい潔けつは白びやつ狐この奥方に相応ふさわしいが……」

　今宵ばかりはちと邪じや魔まだな──そうつぶやきながら、稲守は枕まくら元もとに置いてある漆うるし塗ぬりの丸い膳ぜんに手を伸のばす。

　そこには結けつ婚こん式の三々九度で使うような、朱しゆ色の銚ちよう子しと盃さかずきが載のっていた。それぞれに施ほどこされている美しい蒔まき絵えはまた彼ひ岸がん花ばなだ。ここにはあの朱あかい花ばかりがある。

　稲守が銚子を傾かたむけると、無色透とう明めいの液体がさらさらと盃に溜たまっていく。

　その盃を唇にあてがわれた。飲めということらしいが、七緒は口を結んで首を横に振ふる。

　救ってもらったお礼はきちんと言ったし、それにこの仕打ちはあまりにも酷いと思う。七緒はほんの少し遠えん慮りよをなくして言った。

「なんですかこれ。変なクスリ入ってませんか。飲んだら破廉恥になるクスリとか」

「ずいぶんと警けい戒かいされてしまったものだな……。ただの神酒みきだ。私が先に飲むとしよう」

　そう言って稲守は盃をあおった。空になった盃に酒を注ぎ、七緒の口に持ってくるかと思いきや、また自分が飲む。不思議に思いながら見ていると、酒に濡ぬれた唇が重なってきた。

　開かれた稲守の唇から、とろりとしたものが流れ落ちてくる。

「──!!」

　とてつもなくきつい酒だった。喉のどが灼やけつくようなそれに噎むせかけたが、その隙すきすら与あたえられず舌が奥のほうまで入ってくる。

「ぅ、んんっ……」

　酒の刺し激げきが喉を過ぎてしまえば、甘みやまろみを纏まとう稲守の舌が残るだけになった。

　口こう蓋がいをくすぐられたり舌先を吸われたりしているうちに、酒のせいか頭がぼんやりとして身体が熱くなってくる。

　頃ころ合あいを見計らうように、稲守が手を下げていく。混乱と恐怖に萎なえているそこを、先ほどとはまったく違う手つきであやしてくる。

「あ、あ……」

　後孔と違って性器を直接刺激されれば、男なら誰でも無反応ではいられない。それに性感だって簡単に得てしまう。七緒の茎くきに絡からみついてくる稲守の指は長く、そしてとても骨ばっていて、それが妙にいやらしく感じられた。硬かたくなった茎と指の骨がこすれ合うこりこりとした感触に、先端の孔が恥ずかしくなるほどしたたかに濡れてくる。

「ここはそなたに似て泣き虫だな。ああ、そのように泣かれては拭ぬぐいきれぬではないか」

「う……」

　大おお仰ぎような稲守の言葉にいちいち羞しゆう恥ち心しんを搔かき立てられる。

　父親を亡なくしてから今日まで、七緒はほとんど自己処理をしなかった。もういつしたかも憶おぼえていない。色々なものを溜め込んだまま、酒を飲まされ熱くなった身体からだをいじられると、箍たがが外れたみたいに蜜みつが次々と漏れてきた。

「あっ、あっ……それ、……」

　稲守は宥なだめているつもりなのか、また「よしよし」と言って先端の小孔だけを集中的に撫なでてくる。でもそれは逆効果で、自分でも怖くなるほどあふれてくるばかりになった。

　ずっと独りだった七緒は、誰かの肩かたや手にポンと触ふれたこともなければ、触れられたこともない。それなのに、なにもかもを一足飛びに飛び越こえたこれは、あまりにも刺激が強すぎる。

「ああっ」

　プシュッと勢いよく出たものが先走りなのか精液なのかわからなくて、思わず稲守の腕うでにすがりつき、その着物を握にぎりしめる。稲守はふたたび興奮に息を乱して胸板を膨ふくらませた。

「見ろ。そなたのせいでこんなにも熱り立っておる。早う兜合わせを……」

「え……？」

　頭に大きな手を添そえられて、下か肢しのほうへ視線を促うながされた。自分以外のものを見るのでさえ初めてなのに、そこにあった怒ど張ちように顔がかっと熱くなる。

　確実に、先ほどよりさらに大きくなっていた。七緒の茎とは太さも長さも、色や匂においも違う。

　勃起したその形状さえも違って見え、大量の先走りでてらてらと濡れ光っているそのさまはひどく淫みだらで──。

「あぁ、っ……？　なに、を」

　目を逸そらしたいのに稲守がそれを許してくれない。その光景を見せられる最中、熱く硬く質量のある稲守の陰茎が、七緒の茎に重ねられた。ビクンッと身体がわななく。

　稲守がゆっくりと腰こしを動かし、ぐりぐりと押しつけてきてはまた揺ゆらす。

　ぬる、ぬる、という淫いん猥わいな感かん触しよくに、下肢が激しく震ふるえだした。

「あっあ……いや、だっ……くっつけないで、ください……」

「重ねて言うが、私に交こう尾びをねだってきたのはそなただぞ。煽あおるだけ煽っておいて、まぐわいを拒むとはなんたる殺せつ生しよう。男根が切なくてたまらぬと嘆なげいておるわ。そなたが赤く熟うれたこれを使って慰なぐさめるのが道理であろう」

「む、無理……です、そんなの──、どう、したら」

「めいっぱい腰を振れ。手て伝つどうてやる」

　細い腰を稲守の大きな両手につかまれ、ゆさゆさと揺さぶられた。

　大きさも質量も異なる二本の屹きつ立りつが、粘ねん液えきにまみれながらくっついたり弾はじき合ったりを繰くり返す。二人の陰いん囊のうや白色と蜂はち蜜みつ色の下生えまでも揉もみくちゃになって、感じたことのない、いやらしくて気持ちいい感触がぞわぞわと全身を這はいまわる。

「う、ぁ……ぁ、ん……っ」

　知らなかった。本物の快感というものは恐ろしい。頭の芯しんがとろけたようになってしまって、なにも考えられなくなる。

　やはり酒になにか入っていたのではないだろうか。そうでなければこんなにも感じて乱れるはずがない。激しい揺さぶりを耐たえるために枕まくらの端はしを握り、腰をつかむ稲守の手に自分の手を重ねた七緒は、譫うわ言ごとのように声を漏もらした。

「あっ、あっ、稲守、さまのっ……おっき、……ぃ、から」

　だから少し落ち着かせてほしい。そう言いたかったが息が途と切ぎれて言えなかった。

　稲守はどうしてかとても満足そうにして艶えん冶やに笑う。

「ああ。私のものは大きいな。そなたのものはほっそりとして愛らしい。押し潰つぶしてしまわぬよう気をつけなくてはな……」

　その言葉とは裏腹に、稲守は七緒の腰を揺らしながら己おのれの腰もより激しく上下させてくる。

　二人の重なりから生まれる、熱く濡れた力強い摩ま擦さつが気持ちよくてたまらなかった。

　男性に惹ひかれてしまうことに強い後ろめたさがあり、同性と触れ合うことに抵てい抗こう感かんだってあるのに、稲守が作り出す強きよう烈れつな快感になにもかも吞のみ込まれてゆく。

「だっ、だめだ、こんな、の……、へん、だっ」　>>>♥

「ああ、私も……おかしく、なりそうだ……」

　彼岸花の描えがかれた行灯の中で狐きつね火びが揺れる。ぼんやりと照らされた朱い部屋に、二人のせわしない息づかいと、ぐちゅぐちゅという淫みだらな水音だけが絶え間なく響ひびく。

　経験することなどないと思っていた行こう為いの激しさにどうにかなりそうだった。かつて一度も感じたことのない性的興奮を稲守に引き起こされて、七緒は絶頂へと駆かけ上がっていく。

「あっ、だめ、だめっ。も……でるっ、蒲ふ団とん、汚よごれ──」

「濡らしてもかまわぬ。そなたがどのようにして精を漏らすのか見たい。このまま達いけ……」

「あ、ぁあっ……、いく……ぅ、っ」

　その艶なまめいた声に誘さそわれるように、最高潮を迎むかえる瞬しゆん間かん、七緒はみずから稲守の怒張に茎を思いきりこすりつけた。稲守のそれも快感に震えているのがわかるほどに。

　長いあいだ溜めに溜めたものが、ぴゅう、ぴゅうっ、と間欠泉のように噴ふき出してくる。

「んっ、んっ……、ふ……」

「ああ……、この現うつし世よに、これほどの悦えつ楽らくがあろうとは──」

　七緒が射精しているあいだ稲守はそれをつぶさに見つづける。そして、すべてを出しきって脱だつ力りよくした七緒の腹に大量の精液を撒まいた。

「あつ、ぃ──」

　強烈な刺激を受け止めきれない。火ほ照てったままの身体は汗あせを纏まとい、頭がひどくぼうっとした。

　短い呼吸を繰り返すたび、薄うすい腹の上で二人分の精液が揺れる。そこに稲守の手が伸びてくる。臍へそに溜まった白はく濁だくを搔き出すようにされて、腰がビクンと跳はねた。

「ゃ、あっ」

「初心うぶでありながら、なんという淫らな……この姿を見ていいのは私だけだ。そなたは、たまらなく愛らしくていやらしい。床とこ上手は奥方の誉ほまれと言えよう」

「………」

　さっきからよくわからない独特の〝稲守ワード〟がちらほら挟はさまってくる。七緒はその最たるものを訊たずねた。

「その、オクガタって……、なん、ですか……」

「そなたは知らなすぎる。奥方とは、妻のことだ。寝しん食しよくをともにし、精神も肉体も深く結合させる唯ゆい一いつの者のことを言うのだ」

　朦もう朧ろうとしていてうまく理解できない。どうやら生いけ贄にえという意味ではなく、七緒の認識している「奥方」とまったく同じ意味合いのようだ。それと七緒となんの関係があるのだろう。

　でも今はもう訊きく気力が残っていない──まぶたが閉じかけたそのとき、鼻先が触れ合うほど近くに稲守の整った貌かおが近づいてきた。

　白くふさふさの尻尾しつぽが頰ほおに触れてくる。またうっかり心地ここちいいと思ってしまった。

　七緒の頰をもふもふと撫でながら、稲守は不敵の笑えみを浮うかべる。

「そなたは私の奥方となるのだ」

「へ……？」

「番狐衆頭目の──私の顔を見た人間は娶めとるのがしきたり。人間界へは帰さぬぞ、七緒」

　凜りんとした声でそう言われて、七緒はとうとう気を失った。










　遠くで一いち番ばん鶏どりの鳴く声が聞こえる。

　昨夜、どうやって家に帰り着いたのか記き憶おくにない。しかもベッドではなく板の間で眠ねむりこけてしまったみたいだ。七緒がうつ伏ぶせて寝ねているここはやけにごつごつとしている。おかげでわけのわからない夢をたくさん見てしまった。

　お稲荷いなりさまにお礼を言えたのはよかったけれど、尻尾を握ったから交尾するだの、顔を見たから嫁よめにするだの言われ、ものすごくいかがわしいことまでされた。

　でも夢ならいい。恥はずかしい夢だったが起きて用事をしていればそのうち忘れる──。

「おはよう」

「ひぃ……」

「挨あい拶さつを手て抜ぬきするとは言語道断」

「お、おはよう……ござい、ます……」

　目を覚ましたのに夢が終わらなくて七緒は小さな悲鳴をあげる。そこはベッドでも板の間でもなく、ごつごつとした偉い丈じよう夫ふの胸むな板いたの上だった。最初に目に飛び込んできたのは、真っ白な髪かみに白い三角の耳。白いまつげと眉まゆ毛げ。そして七緒と同じヘーゼル色の瞳ひとみ。

　お稲荷さまではなく、稲守という名の白びやつ狐こは、七緒が挨拶を返すと切れ長の瞳を糸のように細くして満足そうに笑った。そして七緒の腰に腕をまわすと、上体を起こして蒲団に胡坐あぐらをかく。自然、その上に向かい合って座ることになった七緒は二人の格好に目を剝むいた。

「なんで素すっ裸ぱだか!?」

「昨夜そなたは精液まみれのまま眠ってしまったのだ。だから清めておいた」

　その答えになっていない答えに驚きよう愕がくした。あれは夢ではなかったというのか。

　そして、ずっとごつごつしていたということは、全ぜん裸らのまま朝までこの男の上で眠っていたということだろうか。もしそうだとしたらかなりショックでしばらく立ち直れない。

　今すぐ家に帰りたくなった。しかし緋ひ色いろの蒲団のまわりにシャツやデニムは見あたらない。

「俺の服はどこにありますか？　家に帰りますので出してもらえますか」

　七緒がそんなことを口にするとは思ってもいなかったとばかりに、今度は稲守が目を瞠みはる。しかしそのあとすぐ、すっと細くなったヘーゼル色の瞳に睨にらまれた。

「ならん。しきたりに則のつとって七緒は私の奥方になるのだ。帰さぬと言うたであろう」

「な、なんですかそれ？　なんでそんな一方的に決めつけるんです？　たしか……顔を見られちゃったら嫁にする決まりだって言ってましたよね。稲守さまの顔を見たのは俺だけですか？　ほかにも見た人いっぱいいるでしょう？　だったら稲守さまはいっぱい嫁がいるってことじゃないですか。わざわざ俺を嫁にしなくても……そもそも俺、男です」

「私がそんなへまをやらかすはずがなかろう。そなたが男であろうが女であろうがそんなことはどうでもよい、私は七緒を奥方にすると決めたのだ」

　ものすごい気き迫はくでそう言いきられて、不覚にも言葉に詰つまってしまった。冗じよう談だんを言うときの表情や声ではない。また少し混乱しはじめた七緒の顔を見て、稲守が腰にまわしてきている腕うでにぐっと力を込めた。

「そなたを人間界に帰すわけには断じてゆかぬのだ。そなたのことを喰くいたくてしかたない妖あやかしや悪あく霊りようたちが挙こぞってこの土地に集まりつつある。千本鳥居を抜ぬけた途と端たんに喰われるぞ」

「う、噓うそだ」

　話の方向が変わって混乱が上積みされた。しかもその内容は少しも穏おだやかではない。

　嫁とかいう話よりももっと深刻で恐おそろしくて、なにも言い返すことができなかった。

　稲守は七緒の動どう揺ようを的確にとらえてくる。

「自覚がないとは言わせぬ。そなたは妖や霊れい魂こんを視みるだろう？　それはそなたに強い神通力が宿っているからだ。その肉体は妖どもにとって極ごく上じようの餌えさ」

　餌──その生々しい言葉に身体からだが強こわ張ばった。

　昨日つかまれた肩かたや一昨夜絞しめられた首が急に気持ち悪くなる。七緒は霊感と認識していたそれが〝神通力〟と呼ばれることはひどく非日常的で、ますます不安を煽あおられた。

　顔を蒼あおくする七緒とは対照的に稲守は表情を和やわらげ、蘇よみがえってしまった悪あつ鬼きの感かん触しよくを打ち消してくれるみたいに首や肩を撫なで摩さすってくる。

「そのように恐れずともここに──私の神域にいればなんの心配もない」

「………」

「そなたはずいぶんと瘦そう身しんだな。この身体も充じゆう分ぶんに愛らしいが、あと少しばかり肉をつけたほうがよい。昨夜も抱だいただけで折れはしまいかとひやひやしたわ」

「俺、普ふ段だんからあんまり食しよく欲よくないので……」

「それはよくないな。ここは白米だけはしこたまある。しかも素晴らしく旨うまいのだ。存分に食べるとよい。そなたの着物はもう揃そろえてあるぞ」

　そう言って稲守が二間つづきの部屋の隅すみを指さす。

　いつの間に準備したのだろうか、衣い桁こうに煌びやかな朱しゆ色いろの小こ袖そでと錦にしきの帯がかけられていた。そばに置かれている下げ駄たも朱しゆ塗ぬりで鼻はな緒おは緋色、別の衣桁に朱あかい金きん襴らん緞どん子すの打うち掛かけまである。

　なにもかもが朱すぎて目がちかちかした。少し辟へき易えきしてしまった七緒はぼそっとつぶやく。

「自分の服がいいです……」

「ならん。あれは私の神域に相応ふさわしくない。酔すい狂きような格好をしているとちびたちも不思議がる」

「ちびたち？　だったらせめて稲守さまと同じ白の着物をください。これ全部女性用でしょう？　俺は男です。こんな派手な着物で電車なんか乗れません」

　妖や悪鬼に喰われるのは恐ろしくてたまらないし、稲守の厚意はありがたいと思った。

　だからといってずっとここにいるわけにはいかない。引ひっ越こしてきたばかりの古民家は修理も改装もなにひとつ着手できていないし、なにより七緒は人間なのだ。どれだけ霊感が強かったとしても。このような異界が実在していたことすらまだ信じきれないのに、そこで生きるなんて想像もできなかった。

　稲守は三角の耳をピンと張って眉み間けんに深い皺しわを刻む。

「帰さぬと言うておるのがわからぬか？　これは女物ではない。七緒のために揃えたのだ。朱には邪じや気きを撥はね返す力がある。猩しよう々じよう緋ひは退たい魔まの色だ。そなた、一昨夜だけでなく幼少のころから妖や悪霊にちょっかいを出されつづけてきただろう？　朱を纏まとえばましになったものを」

「え、えっ？　……あの、どうしてそんなに俺のこと知ってるんです？　七緒って名前も知ってましたよね？」

　しかしその問いに稲守は答えなかった。一いつ拍ぱくおいて、またしれっと嫁の話をする。

「朱と猩々緋は白狐の奥方だけが纏える色だ。七緒は朱を着て当然なのだ。朱以外は許さぬ」

「ちょ……なんですかそれ！」

　昨夜はまったく嚙かみ合わなかった会話がようやく成立して少し嬉うれしいと思えたのに、また食い違ちがうようなことをわざと言われた気がして、そんな稲守に腹を立ててしまった。

「──おい」

　苛いら立だつ七緒を少しも気にしない稲守が襖ふすまのほうに向かって声をかける。すると二人の少年が襖を開けて入ってきた。

「稲守のあにさま、奥方さま、おはようございます」

「おはよう」

　挨拶を返す稲守と、びっくりする七緒はどちらも全裸で対面座位のままである。七緒は大おお慌あわてで胡坐からズテッと転げ落ちた。

　あらわれたのは昨夜玄げん関かんで会った少年たちだった。歳としは中学生くらいだろうか。

　法はつ被ぴほどの丈たけをした着物に兵へ児こ帯おびを締しめ、脚あしにフィットする股もも引ひきのようなものを穿はき、脛すねには脚きや絆はんを巻いている。当然のようにどれも真っ白で、七緒は着物を着るならあれのほうがいいと思った。

　二人とも稲守に劣おとらない綺き麗れいな貌をしながら、まだあどけなさを残していた。一人は長い髪を無造作に束ね、おくれ毛が揺ゆれている。もう一人はきちんと切り揃えたおかっぱだった。

　どちらも人間の耳は白い髪に隠かくれて見えない──否いな、元から存在しない。稲守と同じように白い三角の耳と長い尻尾があるのに、それがとても自然なことに七緒は驚おどろいた。

　そして気づく。七緒にとって異界であるここが彼らにとっては当然の世界であり、七緒こそが異人そのものであるということに。

　結局、ずっと裸はだかでいるわけにもいかず、少年たちに着付けられる羽目になった。

　朱い小袖を着て錦の帯を締め、重くて煌びやかな打掛を纏えば、瘦やせた身体は完全に着物に負けた。少しも似合っていない。まるで七五三か稚ち児ごのようだ。それなのに稲守はとても満足そうにしている。

「ここのことは弟で子しに聞け。退たい屈くつはせぬ。大きな御お山やまの半分あるからな。朱の着物を纏ってなら私の神域内は自由にしてかまわぬ」

　自身も身支度をしながら稲守はそう言ってきた。そして白地金襴の陣じん羽ば織おりを身につけて太刀たちを佩はき、狐きつね面をつけると部屋の襖を開ける。話は終わっていないのにどこかへ行くつもりだ。

「ちょっと待って稲守さま！　まだ話が──」

　白びやつ狐この面が振ふり返る。その表情はもうわからないが、凜りんとした声には甘かん心しんめいたものが含ふくまれているように聞こえた。

「私に〝さま〟をつける必要はないぞ。奥方だけの特権である。どうしても〝さま〟をつけたいのであれば〝旦だん那なさま〟と呼ぶことを許そう」

「………。稲守って呼びます」

　稲守は部屋を出て行く。そのとき、おかっぱ頭の少年がそばに来て「あの、一いつ緒しよにお見送りしていただけますか」と耳打ちをしてきた。見送りなんてする心持ではなかったが少年の顔が真しん剣けんそのものだったので、七緒も黙だまってついていく。

　廊ろう下かの角を幾いくつか曲がると玄関が見えてきた。昨夜とまた違うその光景に七緒は素直に驚く。

　二人の少年よりもさらに小さな子供が四人と、昨日七緒が受け止めた丸くて白い仔こ犬いぬが二匹ひき、わいわい言いながら団子になって座っていた。しかし稲守が来たことに気づくと、皆みなしゃきっと背筋を伸のばして座り直す。

　稲守が白い高たか下げ駄たを履はくと同時に少年二人は正座して頭を下げた。

「行ってらっしゃいませ」

　ひとまず七緒もそれに倣ならった。四人の子供と二匹の仔犬は耳を劈つんざくような大声で「いってらっしゃいませ!!　いなもりのあにさま!!」と元気よく叫さけぶ。もはや雄お叫たけびに近い。

「恙つつがなく事を為なせ。では行って参る」

　びっくりするくらい大きな声だったのに、毎日こうなのだろうか、慣れきった様子の稲守はしれっとそう答える。そして七緒と少年と子供たちに一礼して玄関を出て行った。

　七緒は立ち上がり、少年は木の大戸を閉めながら言う。

「稲守のあにさまは、ご挨あい拶さつにものすごくうるさいんです。きっちりしないと叱しかられます」

　それだけは得心がいく。稲守は昨夜の騒さわぎの最中でも少年たちに「ただいま戻もどった」や「おやすみ」と言っていたし、七緒は今朝けさ挨拶を手て抜ぬきするなと叱られたばかりだ。

　なかなか会話が嚙み合わないが、悪意はないのかもしれない。むしろ生き真ま面じ目めそうな様子がちらほら見えてくる。

「ほんとになんなんだあの人……」

　そのあとすぐに、人じゃなかったと思い直した。

　どこへなにをしに行ったのかわからないが、稲守はいなくなった。今のうちに行動を起こすこともできる。『千本鳥居を抜ぬけた途と端たんに喰くわれるぞ』──稲守の言葉を思い出す。それはつまり、千本鳥居がここと人間界を繫つなぐ役目を果たしていて、七緒でも自由に行き来できるということだ。

　この朱く派手な着物姿の男子が弥多稲荷大社の御山に突とつ然ぜん出現したら、そこにいる人たちはどう思うだろう。加えて七緒には財布も携けい帯たい電でん話わもない。色々な意味で確実に警察へ行くことになる。そこでなにをどう説明すべきか──。

　しかし、またきゃあきゃあと大おお騒さわぎを始めた仔犬と子供たちに思考を遮さえぎられた。

　落ち着いてよく見ると仔犬ではなく真っ白な仔こ狐ぎつねであることに気がつく。甚じん兵べ衛えを着たり腹はら掛がけをしている子供たちは髪かみが白く、ぶんぶん振っている白い尻尾しつぽと三角の耳があった。

　この元げん気き潑はつ剌らつ・パワー全開のちびっ子たちはいったい何者なのだろう。皆みな白狐なのだろうか。稲守との関係は──そう思う七緒の前に、少年が二人揃って片かた膝ひざをついた。

「改めまして奥方さま、本日よりお世話をさせていただきます。萩はぎ丸まると申します」

　長い髪を束ねた少年が言い、つづいておかっぱ頭の少年が口を開く。

「菊きく丸まると申します。奥方さまには、この神域と我ら白朱番狐衆についてのご説明を──」

　そう挨拶をされてものすごくびっくりした。時代劇に出てきそうな光景だ。

「ちょっ……や、やめてよ、俺、そんなことしてもらう立場の者じゃないから。普ふ通つうに立って説明してよ。ね？　俺は七緒です。よ、よろしく……」

　ここを出て行ったあとのことを考えていたくせに、なにがよろしくだ──己おのれの矛む盾じゆんした思考と行動に困こん惑わくしながら二人を立たせる。確かにここのことはなにひとつ知らないし稲守も多くを語ってくれなかったので、教えてもらえるのはとてもありがたいと思った。

　──ありがたい？　出て行こうとしてる場所の説明をわざわざ聞くのか、俺。

　そう自分に突つっ込んだが、中学生みたいな萩丸と菊丸、それにころころしている仔狐や子供たちを見ていると、幼い彼らの隙すきをついて逃にげ出すのは大人の男として如何いかがなものかという考えが浮うかぶ。ここはおとなしく色々教えてもらおうと思った。

　しかし説明を始めようとする菊丸の耳が突然ピンッと動く。いつの間にかちびっ子たちが集まってきていて、一人が菊丸の尻尾をちょいちょいと引っ張っていた。

「きくまるのあにさま、おれ、はらへった」

「わしも！　あさげ！　あさげくいたい！」

「ちょっと、奥方さまの前だよ、みんな少しでいいからおとなしくしてよ」

　菊丸がそう窘たしなめても子供たちは誰だれ一人言うことをきかずに「あさげー！」と口々に叫ぶ。

　朝あさ餉げ、つまり朝食のことを言っているのだろう。ちびっ子たちを怒おこる萩丸と菊丸に七緒は提案した。

「ええっと……ひとまず朝ご飯にしながら、色々教えてもらおう、かなー、なんて……」

　そう言うと子供たちに手を引っ張られたり尻しりを押されたりしながら、いつも食事をとっているらしき部屋へ連れて行かれた。その大広間の様子に驚く。五十人は収容できそうだった。

「広すぎない？」

「つめしょ、ひろくてでかいよ！　へやは、ひゃっこあるよ！」

「百!?　なんでそんな多い──」

「ななおのあにさま、ここ！　ここすわって！」

　巨きよ大だいな一枚板の座ざ卓たく、その中ほどに座らされる。突然あらわれた人間の男になんの疑問も警けい戒かい心しんも持たないのか、子供たちは七緒のまわりを固めるようにぎゅうぎゅうづめで座った。

　こんなに広い座卓なのになぜ……と思う七緒を放って、くっつきながら互たがいの尻尾を握にぎったりちょっかいを出し合ったりしている。皆とても楽しそうで、「あさげの～、うたぁ～」と言って可笑おかしな歌を歌いだした。

　萩丸が十合炊だきとも思えるような大おお釜がまを、菊丸が煮に物ものの入った鍋なべと食器をそれぞれ運んできたので七緒は配はい膳ぜんを手伝った。

　そうしてようやく朝食が始まったのだが、これもまた一ひと筋すじ縄なわではいかない。力が有り余っているのか、とにかく六人の子供たちが大暴れするのだ。

　子供姿と白い仔狐姿、自在に変化してじゃれ合い、そのあたりをころころと転がる。　>>>♥

　それぞれの器うつわには同じおかずが盛られているのに、なぜか取り合いが始まった。誰かがびーびー泣いて菊丸のところに駆かけ寄っていく。驚きながらそれを見ていると別の子が七緒の胡坐あぐらに乗ってきて「ななおのあにさま、おれにあーんして」と犬歯剝むき出しの口を向けてくる。

　萩丸がきつく叱ってくれたが頑がんとして動かない。そこはさながら戦場だった。

「ひえぇ……みんな怪かい獣じゆう並みに強い……」

　ずっと独りだった七緒はたぶん、子供の扱あつかいが上手うまくない。それでもちびっ子たちは嫌いやがりもしないで、代わる代わる胡坐の上に乗ってくる。

「奥方さま、ちびたちのこと気にしないで食べてくださいね」

「う、うん、ありがとう。いただきます」

　菊丸がそう言ってくれたので、七緒はやっと自分の茶ちや碗わんを手に取った。

　柔やわらかな湯気の揺ゆれる、茶碗いっぱいに盛られた白米は、とても艶つや々つやでふっくらとしている。

　七緒はそのとき初めて自分が空腹感を覚えていることに気づく。

　白米を箸はしで取り、口へ運んだ。

「……！　──美味おいしい……」

　自然とそう声が出た。優しい甘みと豊かな旨うまみが口いっぱいに広がる。

　父親を亡くしてから、なにを食べても味のしない粘ねん土どを食べているみたいだった。

　でも今こうして見知らぬ土地──否いな、見知らぬ異界で食べる白米が、どうしてかとても美味しい。少し泣きそうになるくらいの美味しさだ。

　炊きたてのいい匂においが鼻び腔こうをくすぐる。食べるたびに腹も心も温まってくる。

　温かくて美味しいものを食べるだけでちょっぴり幸せになれることをようやく思い出せた。

『素晴らしく旨いのだ』──稲守がそう言っていたことを思い出す。本当にその通りだ。普ふ段だんなら絶対に食べきれない量だけれど、残さずいただこうと思った。

「あ、そうだ……ここのことやみんなのこと、聞いてもいい？」

　萩丸は先ほどから「じっとしろ！　早く食え！」と怒って子供たちにげんこつを食らわせたり、その大きく開かれた口に白米や煮物を放り込んだりしている。比ひ較かく的落ち着いている菊丸に訊たずねると、色々なことを教えてくれた。

「はい。ぼくたちはみんな稲荷神さまの眷けん族ぞくにあたる白びやつ狐こです。各地の稲荷神社には、眷族で組織された〝番ばん狐こ衆しゆう〟がついています。番狐衆というのは、妖あやかしや悪あく霊りようなどすべての悪あしき存在から稲荷神さまと土地と人を守護する武装集団のことです。その規模はそれぞれの稲荷神社の規模に応じます。全国に二万社ある稲荷神社の総本宮・弥多稲荷大社をお守りするのは〝白朱番狐衆〟で、稲守のあにさまはその頭目でいらっしゃいます」

　かなりスケールの大きな話だと思った。

　菊丸の話通りなら、神社の規模が大きければ大きいほど番狐衆の規模や力も強大になる。

　ということは、全国に二万社ある稲荷神社の総本宮であり、広大な敷しき地ちと御お山やまを保有する弥多稲荷大社の番狐衆は、その規模もトップクラスなのではないだろうか。

　そしてその頭目が稲守──稲荷神でないとはいえ、かなり高い地位にある者だ。

　あの立派な白地金襴の陣じん羽ば織おりや、長い太刀たちで悪あつ鬼きを斃たおす姿、そして神こう々ごうしい霊れい気きからして納得がいく。気安く呼び捨てになんてしてはいけない存在なのだろう。

　でも、あれだけ破は廉れん恥ちでいかがわしいことをされた七緒からすると、その神々しさにも、やや霞かすみがかかる。『旦だん那なさま』とは絶対に言いたくない。本人にも宣言したことだし、思いきって呼び捨てにしてしまおう──。

「そしたら、菊丸や萩丸やこの子たちは稲守の弟？　あにさまって呼んでるよね」

「いえ……ぼくたち八人は稲守のあにさまの弟で子しです。番狐衆には厳しい掟おきてや色々なしきたりがあって、目上のかたを〝あにさま〟と呼ぶのもしきたりのひとつです」

「あっ、そうか。『弟子に聞け』って確かに言ってたな……。稲守は『私の神域内は自由にしてかまわぬ』って言ってたけど、神域ってどんなもの？」

「神域というのは番狐衆が結界を張って特別強固に守護している空間のことです。妖や悪霊は入ってこられませんし、万が一侵しん入にゆうできてもその力は発揮できません。白朱番狐衆の管かん轄かつ区域はものすごく広いのですが、管轄区域のうち稲守のあにさまの結界が張られた〝神域〟は、弥多稲荷大社──つまりこの御山の南西半分です。それだけでもすごく広くて、広い土地に一人で強力な結界を張りつづけることは、誰にでもできることではありません」

　話を聞くほどに稲守がどれだけ強くて有能な白狐なのかを知らされる。それを語る菊丸のヘーゼル色の瞳ひとみはきらきらして、とても綺き麗れいだった。この美しさは尊敬とか憧どう憬けいとか、そういったものから生まれるのだと思う。

　菊丸の話に真しん剣けんに聞き入っていると、もこもこの顔に米こめ粒つぶをいっぱいつけた仔こ狐ぎつねが七緒に乗り上がってきた。

『ねぇねぇ、ななおのあにさまはどこの稲荷いなり神社からきたの？　ここからとおい？』

「んっ？　どこの稲荷神社って、どういうこと？」

　仔狐は質問するだけしておいて、七緒の胡坐にまふっと埋うずまって目を細くする。

　これはたまらなく可愛い。顔についた米粒を取っていると、代わりに菊丸が答えてくれた。

「眷族の半分は、最初はただの野狐なんです。よい行いをすると稲荷神さまが神通力を与あたえてくださって、眷族になれます。あとの半分は位の高い稲荷大神さまが創つくられます。この子たちは弥多稲荷大神さまがお創りになったり、野狐を昇しよう格かくさせたりして生まれました。いずれ各地の稲荷神社へ奉ほう公こうに上がって、そこの番狐衆になって戻もどることはありません。萩丸とぼくは違ちがう土地から奉公に出されて来ました。稲守のあにさまに付いて修行中です。……じつはまだ番狐衆になれてないんですけど」

　すると少し離はなれたところから萩丸が「俺はすぐ番狐衆になってみせるぜ！」と合の手らしきものを入れてきた。

「なるほど……生まれ育った土地の番狐衆になるわけじゃないんだ。全国の稲荷神社で眷族の行き来があるってことか。だから俺もほかの稲荷神社から奉公に来たと思ったんだ？」

『あれ、ちがうの？　うぅーん？』

　仔狐はこんがらがってわからなくなったと言いたげに兄弟子に助けを求めた。菊丸は笑って言う。

「ほかの稲荷神社から来たんじゃないよ。稲守のあにさまがお連れになった奥方さまだよ」

「ねえ、その奥方さまって呼びかたやめようよ。七緒って呼んでほしいな」

「でも、ちゃんとお呼びしないと稲守のあにさまに怒おこられます」

「えぇー。そんなことで怒る師し匠しようなの？　やだなー、なんか小ちっさいなー」

　少しふざけてそう言うと、萩丸は「俺はお呼びできるぜ！　七緒のあにさま！」と元気よく応こたえてくれる。萩丸は快活で誰だれにでも屈くつ託たくなく接するタイプみたいだ。菊丸はしっかりしているが、ちょっと人見知りをするのかもしれない。

　でも、ずいぶんためらったあと、はにかみながら「七緒のあにさま……」と呼んでくれた。自分でも驚おどろくほど胸がズキュンと痛くなる。

　──かっ、可愛いなあ！　弟か従兄弟いとこがいたらこんな感じかな……。

　経験したことのない、とてもそわそわする柔らかな痛みだった。

　話をしているあいだに十合炊きの大釜がすっかり空になっていて驚く。誰がいつの間に食べたのだろう。六人の子供たちは相変わらず騒さわいだり歌ったり笑ったりしている。

「あ、あのさ、いつもこうなの？」

「稲守のあにさまがいるときは、じっとできるんですけど……いないときはだいたいいつもこんな感じです」

「これは、大変だあ……」

　三人で散らばった食器を重ねて片づけを始めたとき、菊丸の小さな声が座卓に落ちた。

「でも、弟子が八人ってすごく少ないです。黒くろ鉄がねのあにさまのところには五十人以上いて、それが当然で──」

「えっ、黒鉄のあにさまって誰？　五十人ってなに……？」

　思いもよらない言葉にひどく驚いた。稲守のほかに〝あにさま〟がもう一人いる。

　しかし訊ねた途と端たん、二人は「しまった」というような表情をして視線を交かわすだけになった。明らかに訊きいてはいけないその雰ふん囲い気きに七緒は戸と惑まどう。

　一いつ瞬しゆんしんとなってしまったところに、子供たちがわらわらとやってきた。

「きくまるのあにさま、ごはんおかわりー」

「おめぇらが全部食っちまったから、一ひと粒つぶも残ってない！　おら、仕事行くぞ！」

「えー。はぎまるのあにさま、けちー。けちのおこりんぼー」

　ほんの一瞬だけ重たくなった空気を萩丸の声が打ち破る。二人を困らせたくないと思った七緒はそれ以上訊くのをやめて、子供たちに手を引っ張られるまま大戸を開けて外へ出た。

「広い、な……」

　昨夜はわからなかった御山の全ぜん貌ぼうがあきらかになる。大門の向こうには雲ひとつない青空が広がっていた。どこまでもつづく鮮あざやかな若草色や常磐ときわ色の木々で護まもられた、神域と呼ばれるこの場所には、不思議な心地ここちよさがある。

　御山を吹ふき渡わたる初夏の風はとても澄すんでいて、重い打うち掛かけを着ていても暑くなかった。

『山の空気は美味うまい』と表現されるけれど、それとは違う。空気が浄じよう化かされているとでも言うべきか──これが稲守の力によるものだということが、霊れい感かんのある七緒には鮮せん明めいに感じとれる。

　七緒に危害を与える場所では決してない。それがよくわかった。

　振ふり向いて仰あおぎ見れば、装そう飾しよく豊かな唐から破は風ふの二重屋根がある。陽ひの光を浴びる彫ちよう刻こく群と繧うん繝げん彩さい色しきは昨夜とはまた異なる美び麗れいさを呈ていしていて、七緒はふたたび目を奪うばわれた。

「本当に素晴らしい造りだね」

「きれいじゃろ。みんなで毎日ぴかぴかにおそうじするんじゃ」

　左右それぞれ子供と手を繫つなぎ、大門をくぐって石いし燈どう籠ろうの連なる道を歩いていく。

　朱しゆ塗ぬりの下げ駄たに踏ふまれて、白い玉砂利がしゃらしゃらと綺き麗れいな音を奏かなでる。うしろからもその音が聞こえてきて、ほかの六人も追いついたことがわかった。

　やがて見えてきた千本鳥居を七緒は複雑な心持で眺ながめる。

　あれを抜ぬけたら人間界に戻ることができる。でも、簡単に抜けられそうになかった。

　大急ぎで追いついてきた萩丸と菊丸の様子を見て思う。二人は稲守から七緒の世話と同時に監かん視しも言いつけられているに違いない。今ここで七緒が千本鳥居を抜けて人間界に戻ったら、彼らにはきつい咎とがめがあるのだろう。よくしてくれる二人に嫌いやな思いはさせたくない。

　勝手に出て行くのではなく、稲守を説得する必要がある。

　自分の家に戻ることを諦あきらめるわけではないけれど、稲守を説得できるまではおとなしくしているべきだと思った。説得できるのが今夜なのか、一週間後になるのかは見当もつかないが。

　どちらにせよここにいるあいだ、ぼうっと過ごすのだけは絶対に嫌だった。

　じっと稲守の帰りを待つなんてできないし、なにかしているほうが気も紛まぎれる。

　七緒は手を繫いでいる弥や太た郎ろうという名の子供に訊ねた。

「ねえ、仕事ってなにがある？　俺にも手伝えることがあれば教えてほしいな」

「いっぱいあるぞ。おそうじ、けっかいやぶれてるの見つける、稲荷神さまにさしあげる米づくりと酒づくり。あと、しゅぎょう」

「修行？」

「そう。いなもりのあにさまに、けいこつけてもらう。でも、いなもりのあにさま、びっくりするくらいつよくて怖こわいんじゃ。わし、たまに、しぬーっておもうときあるもん」

「はは、稲守は容よう赦しやないなあ……しぬーってなるのは怖いなあ」

「うん。でもりっぱなばんこしゅうになるには、しゅぎょうは欠かせないのじゃ」

「なるほど。確かにそうだ」

　そんな話をしながら神域内を皆みなで歩いていると、鼓こ膜まくに強い痛みが走った。

「──ッ。……なん、だろ？　ここだけ耳鳴りがする……痛いくらいだ」

「あーっ！　結界が破れちまってる！　しかもでかい！」

　近寄れないほど耳が痛い。萩丸が代わりに確認してくれたそこは、結界に大きな穴が開いていたようだ。しゃがむ萩丸の背に乗りかかるようにして結界の破れを見る菊丸がつぶやく。

「七緒のあにさま、すごい……こんな簡単に見つけられるなんて」

「でもこれどうするの？　見つけるだけで、俺はなんにもできないよ……」

「小さな破れだったら今すぐ直すんですけど、この大きさは萩丸もぼくも直せないので、稲守のあにさまに報告して結界を張り直してもらうんです」

　そうして神域内を巡めぐりながら結界の破れを幾いくつか発見し、皆で掃そう除じをして、また戦場のような昼食を終える。そのあとは一日のうちで最も時間を取られる米作りが控ひかえていた。

　ちょうど田植えを始める時期である。菊丸は七緒が泥どろだらけになるのが心配らしい。

「奥方さまにそんなことさせられません」

「稲守に、神域内は自由にしていいって言われたよ。俺、ずっと米作りしたいって思ってたんだ。教えてもらえたらすごく嬉うれしいな」

「わぁい、ななおのあにさまもいっしょにするー」

　常に大暴れしている姿からは想像できないほど子供たちは仕事熱心で、元気よく歌を歌いながら、とても速く上手に苗なえを植えつけていく。

　一人出で遅おくれた七緒は弥太郎に「へっぴり腰ごしじゃ」と叱しかられながらも、なんとか与えられたノルマを達成した。
















　その深夜。七緒は一人で広い玄げん関かんの式台に座っていた。

　白朱番狐衆の詰つめ所しよと呼ばれるこの場所は、本当に大きくて立派な造りをしている。

　一通り案内してもらったが、確かに一階と二階合わせて百近い部屋があるようだった。台所のある土間も広く、風ふ呂ろも大きい。数十人が団体で生活できる造りとなっていた。

　そんなところに子供と少年が八人しかいないからか、少々がらんとしているように感じる。七緒が今ぽつんと座っている玄関もまた然しかりで、父親と一いつ緒しよに暮らしていた家の七緒の部屋よりも広い。落ち着かなくて、稲守はまだ帰ってこないのかと気が急せいた。

　稲守が帰る時間は定まっていないと教えられた。夕刻のときもあれば深夜になったり、ときには戻らない夜もあるらしい。

『朝はみんなでお見送りしますが夜は起きているときだけお迎むかえします。寝ねていて挨あい拶さつしなくても大だい丈じよう夫ぶです。稲守のあにさまもそれはさすがに怒おこりませんから、七緒のあにさまも早く寝てくださいね』──そう教えてくれた菊丸たちは、とうに眠ねむっている。七緒はなんとか今夜じゅうに稲守を説得したくてその帰りを待っていた。

　携けい帯たい電でん話わも没ぼつ収しゆうされているので正確な時間はわからないが、それにしても遅おそい。胡坐あぐらをかいてうとうとと舟ふねを漕こぎかけたとき、稲守の霊れい気きが揺ゆらめくのを感じた。

　ギ……と音を立てて大戸が開く。

　七緒は菊丸に習った通り、正座をして頭を下げた。

「お帰りなさい」

「ただいま戻もどった」

　昨夜稲守と萩丸たちがしていたやりとりを、今夜は稲守と七緒でしていることが不思議でならない。そんなことを少しも気にしていない稲守は、判で押したような挨拶と一礼をして白い高たか下げ駄たを脱ぬぐ。その顔には、まだ狐きつね面があった。

　廊ろう下かを進んで部屋に入ると、そうすることが当然のように脱いだ陣じん羽ば織おりや袴はかま、臑すね鎧よろいまで渡された。衣い桁こうにかけろということらしい。その横おう柄へいな態度に少しむっとしてしまったが、これから説得するのに機き嫌げんを損そこねるのは得策ではないと思い、ひとまずきちんと片づける。

　着流し姿になった稲守は床とこの間まにある刀とう架かに太刀たちをかけ、そのそばに狐面を置くと、早々に蒲ふ団とんにごろりと横たわる。ここまで二人は挨拶をしただけで、あとはひたすら無言だった。

「………」

　機嫌を損ねるどうこうの話ではなかった。

　それ以前に、稲守はものすごく機嫌が悪い。口をきかないのはそのせいだろう。

　このまますぐ眠ってしまうように見えた。早く話を切り出さなくては眠い目をこすって起きていた意味がなくなってしまう。七緒は焦あせって蒲団のすぐそばに座った。

「あの……。色々考えたんですけど、俺やっぱり家に帰──」

「次、出て行くと口にしたらこの部屋に閉じ込める。神域を自由に歩くことすら禁じる」

　低い声に容赦なく言葉を遮さえぎられた。その神こう々ごうしい気き迫はくには恐おそろしさすらあって、本当になにも言い返すことができない。

　でも、これはあまりにも酷ひどいと思う。最後まで語ることくらい許してくれてもいいだろうに。

　説得できないなら話す必要もなくなって、七緒は黙だまってしまった。ただでさえ機嫌が悪かったのに今のやりとりで不機嫌の極きわみに至っただろう稲守も言葉を発しない。

　二間つづきの広い部屋に長く重い沈ちん黙もくが漂ただよう。

　彼ひ岸がん花ばなが描えがかれた行あん灯どんの中で、朱あかい狐火がチリッ……と音を立てる。

　やがて稲守が短くつぶやいた。

「上に乗れ」

　不機嫌極まりないくせにいやらしいことだけはしっかりするのか。そう思うと腹が立った。

　先ほどの稲守に負けないくらいの低い声を出す。

「跨またがれってことですか」

　そう言うと稲守はやっと笑った。それにどこか安心してしまった自分に戸と惑まどう。

「尾おを握にぎってくることといい、そなたは思いのほか大だい胆たんだな」

「う……」

「そなたを上に乗せて眠るのが心地ここちよいのだ。早はよう来い」

　長い腕うでが伸のびてくる。腰こしを取られ、仰ぎよう臥がした大きな身体からだの上に乗せられた。

　稲守はまぶたを閉じる。切れ長の瞳ひとみが糸のように細くなって、白いまつげが揺れた。

　稲守が大きく息を吸うと、七緒を乗せた逞たくましい胸むな板いたがぐうっと膨ふくらむ。

　深く息をつきながら「七緒……」と名を呼ばれて、なぜかほんの少しどきりとしてしまった。

　そして気づく。ただ機嫌が悪いというわけではない。稲守は、ひどく疲つかれている。

　間近で見る整った貌には翳かげりすらあるようだった。

　朝早く出て行き、皆が眠る深夜に疲れ果てて帰ってきたその原因はなんなのだろう。

　菊丸に教えてもらった『妖あやかしや悪あく霊りようなどすべての悪あしき存在から稲荷いなり神さまと土地と人を守護する』に関係していると察することはできても、具体的なことはなにひとつわからない。

「稲守は、今日はずっと外でなにをしてたんですか？」

「私にも御お役やく目めがある。しかしそれはそなたが気に病むことではない」

　それは静かで、でもはっきりと拒きよ絶ぜつを示す声こわ色いろだった。怒おこられたほうが幾らかましだと思うような、冷たい声。

　早く上に乗れと言っておきながら撥はねつけて、稲守はなにがしたいのだろう。そんなよくない心情を抱いだいてしまった自分自身が嫌いやになり、それを消すための動きをする。

「疲れてますね。もうおります」

　そうして蒲団のほうへずれようとしたとき、腰にあてがわれていた大きな手に力が込められた。びっくりして稲守を見ると、閉じられていたはずのヘーゼル色の瞳がそこにある。

　結局抱き直されてしまって、身体の上に乗ったまま、先ほどより密着度は増した気がした。

　稲守は翳りを表情の奥へ隠かくしてふっと笑う。

「愛ういな。朱しゆの着物もよう似に合おうておる。今日、ここで過ごして不便はなかったか？　なにか望みはないのか。千本鳥居を抜ぬけること以外なら、なんでも言うといい」

「………」

　帰ることができないのなら、それ以外に望みなんかない。そう乱暴に言いかけたのをやめて、七緒は自分と人間界を繫つなぐ唯ゆい一いつの存在を思い出し、それを所しよ望もうした。

「俺のスマホ、返してほしいです」

「んん？　すまほ、とは？　──ああ、あの老ろう若にやく男なん女によ問わず持ち歩いて四六時中熱心にのぞき込んでいる小窓のことか。あれはいったいなんなのだ？　近年になって急増したものだろう？　返してやってもよいが、あのようなもの神域ではなんの役にも立たぬぞ？」

「えっ？　なんで？　御山には電波届いてないんですか？」

「でんぱ、とは」

「………」

　七緒の日常が、さらに遠のく。ひどく落らく胆たんして厚い胸板に顔を伏ふせた。その落ち込みぶりに、たぶん稲守は勘かんづいている。長く骨ばった指が蜂はち蜜みつ色の髪かみを梳すきはじめた。やめてくれと言うのすら億おつ劫くうでしばらくされるままになる。

「美しい髪だな。実り豊かな稲いな穂ほのようだ。太陽の匂においもする。今日は長く外にいたのか？」

「………。田植え、教えてもらいました。──あっ。白ご飯、すごく美味おいしかったです」

「そうかそうか。それはなにより。よく食べよく働く、それが番狐衆の玉条である」

　七緒まで番狐衆に入れられているように聞こえたが、あえてそこには触ふれなかった。

　そして七緒は、ごく自然に誰だれかと他愛たわいのない話をしている自分に驚おどろく。今までほとんど経験していないことだった。

　こんなふうに触れられるのも初めてで、どうしても戸惑いが先行してしまうけれど、稲守の丁てい寧ねいな指の動きが不思議と心地よくなってくる。

　七緒はまぶたを閉じて思いを巡めぐらせた。

　尻尾しつぽを握ったために犯おかされかけて、顔を見たばかりに嫁よめにすると言われ、異界に閉じ込められている──そのことだけで頭がいっぱいになっていたが、そうではない。

　思い起こせば稲守は妖たちから七緒を救ってくれたのだ。漆しつ黒こくの闇やみと恐きよう怖ふを覚えるほどの孤こ独どくからも。

　一昨夜、なぜ稲守は七緒のところへ来てくれたのだろう。頭目という高い地位にいる彼が、しがない人間である七緒を助け、妖たちから匿かくまう理由が思いつかない。稲守の管かん轄かつ区域に住む人間だからと言うならまだわかるが、七緒はあの日に余所よそから引ひっ越こしてきたばかりだった。

　わからないことはまだたくさんある。菊丸が言っていた『黒鉄のあにさま』と『弟子は五十人以上いて当然』も気になってしかたなかった。黒鉄とは、いったい誰なのか。稲守たちとどんな関係なのだろうか。

　最も有名で大規模な弥多稲荷大社、それを守護する番狐衆は力もあり規模も大きいはずだ。それなのに、その頭目である稲守の弟子が極きよく端たんに少ないのはどうして──しかし少年たちの表情や先ほどの拒絶を示す声こわ色いろを思い出すと、今それを稲守に訊きくことができない。訊いてはいけない気がした。

　訊けない代わりに、なにもない頼たのみごとを無理やり考えて捻ひねり出す。

　我ながらすごくいいことを思いついて、がばっと顔を上げた。稲守は少しびっくりして、でもそのあとすぐ「なんぞ望みを思いついたか？」と嬉うれしそうに訊たずねてくる。

「白い着物！　みんなと同じ白い着物が欲しいです！」

「なんだそれは。なんとも小さな望みだな。つまらぬ。もっとこう……」

「つまらなくないです、白い着物が欲しい！　萩丸たちと同じもの！　欲しいです！」

「わかった、わかったから静かにせい」

　大きな声を出していると、伸びてきた長い尻尾に、ぽふ、と口を押さえられた。

　そのままぽふぽふと何度もされる。さりさりと頰ほおを摩さすられ、顎あごの下を撫なでられた。

「く、っ……」

　悔くやしいがたまらなく気持ちいい。わかる、これは誘ゆう導どうされているのだ。稲守は、七緒のほうから尻尾に手を伸ばすまでもふもふ攻こう撃げきをつづけるに違ちがいない。

　そうわかっているのに、顔を伏せても衿えりの隙すき間まからうなじをくすぐられ、耳をこちょこちょといじられて、我が慢まんできずに白く柔やわらかなそれをぎゅうっと握ってしまった。

　──あれ、……？

　今あらためて自分の意思で触れた稲守の尻尾に、なぜか強い既き視し感かんを覚えた。

　昔、これと同じふわふわしたものを抱だきしめたことがあるような──しかし稲守の巧たくみな誘さそいに邪じや魔まされてちゃんと思い出せない。

「はっ」

　もう手て遅おくれだった。七緒の手の中で、ふさふさだった尻尾がもこもこになってビーンと硬かたくなる。やってしまった。見つめた稲守の顔には先ほどまであった翳りなど欠片かけらもなく、ヘーゼル色の瞳は妖あやしくぎらついている。　>>>♥

「よいぞ七緒……このまま白びやつ狐この奥方として床とこのつとめを果たせ」

「無理、絶対むり！　今のは卑ひ怯きようでしょう……あっ、いや、やめ──」

　朱しゆ色いろの着物の裾すそから、骨ばった大きな手がするすると入ってくる。尻しりの丸みを撫で、割れ目に指を這はわせようとする稲守がいきなり驚きの声をあげた。

「なっ、な、七緒！」

「え？」

「そなた、なにもつけておらんではないか！　褌ふんどしはどこへやった？　まさかこれで一日過ごしておったのか!?」

「あっ！　……ち、違います。いや、違わなくて、あの、これには──」

　そう指し摘てきされて、ぱっと顔が赤くなる。不覚にも下着をつけていないことを忘れていた。

　稲守は煌びやかな着物や下げ駄たと一いつ緒しよに下着も用意してくれたが、その時代を遡さかのぼりすぎた形状の下着を、七緒はどうしても正しくつけることができなかった。

　すうすうして落ち着かないので昼間はそれを腰にきつく巻いていたが、風ふ呂ろに入ってからはほったらかしになっている。

「ななな、なんという……猥わい褻せつな！　私の奥方は貞てい淑しゆくと見せかけてこのような助すけ平べなことを、私を誘ゆう惑わくするために、なんという、破は廉れん恥ちな……その質たちの悪い愛らしさが憎にくい……」

「ちょっ……やめてください、言ってることめちゃくちゃですよ。あんな真っ赤のなんて絶対むりです！　というか、ふ、ふん……ど、し……」

　その言い慣れない単語からして恥はずかしい。稲守はとんでもなく大きな思い違いをしているし、これはいったいなんの罰ばつなのだろう。

　涙なみだ目めになる七緒をよそに、稲守は合が点てんがいったという表情をした。

「もしや締しめかたを知らぬのか？　ならば私が毎朝締めてやろう。そして毎夜外してやる」

「なんですかそのプレイ……遠えん慮りよします」

「んん？　ぷれい、とは？　そなたはときどき奇き妙みよう奇き天て烈れつな言葉を使うな」

　自分の言葉にまた恥ずかしくなった。完全に自じ滅めつしている。今度こそ稲守の上からおりようとしたが、尻をがっちりつかまれて動けなかった。そのままぐにぐにと揉もみしだかれる。

「あっ、放してくださ、い」

「この白く可か憐れんな尻に朱の褌はよう映はえると思うたが……しかしいつでも私とまぐわえるようにしておきたいという奥方の健けな気げな心持、察すること敵かなわず相すまなかった」

「ぜんぜんちがう……。も、お願いですから、そっとしといて……。──あ、あっ？」

　いきなり下か肢しが浮ういて驚く。隆りゆう々りゆうと盛り上がった稲守の雄おすに下腹を持ち上げられていた。

　不覚にもまた「でかっ……」と口走ってしまい、稲守は艶えん冶やに笑って己おのれの下着をほどく。

　すぐ密接した二人の腰こしのあいだは、すでに熱く濡ぬれていた。

「着物の最大の利点は、このように脱ぬがずともすぐさま行こう為いに及およべるところだ」

「な、なに、それ……いや、だ、怖こわ──」

「私の男根がまだ怖いか？　ならば口くち惜おしいが挿そう入にゆうは持ち越そう。しかし昨夜のように手伝いはせぬ。七緒、今こ宵よいこそそなたが腰を振ふれ」

「そんな……、あっ……ん、ぁっ」

　脚あしを開かされて、硬くそそり立つ陰いん茎けいの上に跨またがる羽目になった。昨夜とは身体からだの位置が逆の状態で尻の丸みを鷲わしづかみにされ、腰を前後に振らされ、もっと大きくまわせと叱しかられる。

　白い着物を所望したのは早とちりだった。こんなにも大おお恥はじをかくとわかっていたら、恥ついでにパンツ買ってきてくださいって言ったのに──七緒はそう激しく後こう悔かいしながら、昨夜以上の熱と快感に吞のみ込まれていった。










　一いち番ばん鶏どりが鳴いても起きる気になれない。ひどい寝ね不ぶ足そくだった。

　七緒が眠ねむるベッドは相変わらず硬いが、今日は硬いだけではなく、なんだろう、なにか柔らかいものがある。ふさふさとしたそれがとても心地ここちいいのが、起きたくない最大の理由で──。

「おはよう」

「も、普ふ通つうに、蒲ふ団とんで寝たい」

「挨あい拶さつを手て抜ぬきするとは言語道断」

「おはようございます……」

　またごつごつとした胸むな板いたの上で目が覚めた。しかも全ぜん裸らである。そしてまた挨拶しないで叱られた。昨日の朝となにひとつ変わらないその光景に、七緒は目覚めて早々心の中で唸うなり声ごえをあげる。

　七緒が挨拶を返すと稲守は腰に腕うでをまわしてきて、上体を起こし蒲団に胡坐あぐらをかく。

　昨夜帰ってきたときの疲ひ労ろう困こん憊ぱいが噓うそのように、ずいぶんと上じよう機き嫌げんだった。

「私は一度おろそうとしたぞ。それを嫌いやがったのは七緒ではないか」

「うう噓うそだっ。そんなはずは……」

「噓ではない。よう見てみろ。腕をほどこうとしてもいやいやと言うて放さなかったのだ」

　稲守がなぜか自じ慢まんげに七緒の腹のあたりを指さしてくる。視線を落とすと、組んだ自分の腕の中に長くてふさふさの尻尾があった。

「わ」

「そなたはまこと私を惑まどわせる天才だ。夜すがら私の尾おを抱だき枕まくらのようにし、柔くすべらかな腿ももで挟はさみ、生温かな股また座ぐらをこすりつけ……あの艶なまめいた寝姿の、なんと罪深く悩なやましい──」

　話の途と中ちゆうでぱっと尻尾しつぽから手を放すと、嬉き々きとしていた稲守は「あぁ」と情けない声を出して三角の耳もへたるほど残念そうにした。しかし彼は昨夜の約束をきちんと果たすべく、気を取り直して二間つづきの部屋の隅すみを指さす。

「白地の着物を用意したぞ。ほかにも色々と、奥方の暮らしに必要なものを揃そろえておいた」

「えっ、ほんとですか？　ほかって？」

　もしかしてパンツも出してくれたのだろうか。思わず胸を弾はずませて振り向く。そして隣となりの部屋いっぱいに置かれたそれらを、七緒は瞳ひとみを半開きにして見つめた。

　螺ら鈿でん細工があしらわれた大きな簞たん笥すと長持。紫し檀たんで作られた段だん違ちがいの飾かざり棚だな。飾り棚には漆うるし塗ぬりの針箱や小物入れ、香こう炉ろらしきものまである。そのほか、美しい蒔まき絵えが入った丸まる盆ぼんに水差しと茶器一揃い。そして煌びやかな絵が描えがかれた伊い万ま里り焼やきのような火ひ鉢ばちがふたつ。

　贅ぜいを極きわめた豪ごう華か絢けん爛らんな嫁よめ入いり道具一式のように見える。形や絵え柄がらは多少異なるが、それらはすべて彼ひ岸がん花ばなの紋もん様ようで統一されていた。

　たぶん、いや、絶対、七緒には必要ない。

「なにあれ」

「御お山やまの冬は殊こと更さらに寒いのでな。なに、夜は私の肌はだや被ひ毛もうで温めてやるので心配無用だ。ただ昼間はそうはゆかぬ。火鉢がふたつあればこの部屋も七緒の細身も充じゆう分ぶんに暖まるであろう」

「今から夏です……」

　この男は七緒が真冬もここにいると本気で思っているのだろうか。七緒はそれにまったく賛同できない。二間つづきの広い部屋は物が少なくてすっきりとした印象だったのに、無む駄だに幅はばを取る派手な調度品のせいで今は圧あつ迫ぱく感かんを覚えるほどになっている。

　そして、せっかく昂こう揚ようした七緒の気持ちを下げたその最たるもの──衣い桁こうにかけられた小こ袖そでと金きん襴らん緞どん子すの打うち掛かけは確かに白地だったが、これでもかと朱色の彼岸花が刺し繡しゆうされていた。

　びっしり埋うめられた彼岸花のせいで白地がほとんど見えない。

　朱あかい花ばかり、もううんざりした。

「天てん蓋がい花ばな紋もんは我ら白朱番狐衆の定じよう紋もんである。ちびたちの着物ですら必ず定紋が入っているのだ、私の奥方なら身につけるのが当然」

「くっ……」

　悔くやしさのあまり言葉にならない七緒を見つめて満足気に笑うと、稲守はその定紋が刺繡された陣じん羽ば織おりを纏まとい狐きつね面をつけて出かけていった。残された七緒はしぶしぶ、白と称しようされた朱い打掛を着る。

　そして今日も萩丸、菊丸、六人の子供たちと大おお騒さわぎで食事をとり、掃そう除じをして神域内を見てまわった。昼下がりからは田植えだったが、水田に入ると金襴緞子の打掛が泥どろだらけになる。それがなんとも心苦しかった。

「どうにかできないかなあ。植えにくいったらないよ。汚よごれるのも気になる……」

「襷たすきを帯代わりにして縛しばって、端折はしよっちまうのはどうです？　七緒のあにさまが気にしてらっしゃる女おな子ごっぽさも少しは減るんじゃないですか」

　萩丸が手て際ぎわよく兵へ児こ帯おびを結び、裾すそを端折ってくれた。ついでに襷がけもしてもらうと、昨日より作業の進みが格段に速くなる。弥太郎に「へっぴり腰ごしじゃ」と叱られずに済んだ。

「わあ、萩丸、これすごくいいよ。かなり動きやすくなった。ありがとう」

　以降、金襴緞子の打掛に兵児帯と襷がけというスタイルが定番になった。少々乱暴ではあるが七緒はとても気に入っている。

　西の空が茜あかね色に染まるころ、ようやく今日の分の苗なえを植え終えた。七緒は二人の子供と手を繫つないで畦あぜ道みちを歩いていく。ここから番狐衆の詰つめ所しよへは歩いて十五分ほどかかった。

　稲守が一人で守護する神域は本当に広い。そしてどこに行っても必ず彼の霊れい気きが漂ただよっている。

　今もその強く澄すんだ霊気を感じていると、ふいに視界の端はしに漆しつ黒こくの塊かたまりが映った。

　──なんだあれ……！　鴉からす!?

　それは目を瞠みはるほど黒く大きな塊だった。鴉と呼ぶにはあまりにも大きすぎる。

　しかし見えたのは一いつ瞬しゆんで、すぐに美しい茜色の空が広がるばかりになった。

　七緒は油断していた。稲守の強い霊気に守られた場所でそんな不気味なものを見るとは思いもしない。しかし妖あやかしたちが近づいたときに起きる頭痛や息苦しさはまったくなかった。

　菊丸も『妖や悪あく霊りようは入ってこられません』と言っていた。ということは、一瞬だけ見えた漆黒の塊は妖の類たぐいではなかったということだろうか。

　ひどく気になるそれを見たのは七緒だけのようだった。手を繫いでいる弥太郎はそんなことに気づきもしないで、七緒をじっと見上げて話しだす。

「ななおのあにさま、かみのいろ、わしらとちがうな？　目のいろは同じなのにふしぎだな」

「あ……。うん、そうだね……」

　髪かみの色を指し摘てきされてどきりとした。激変した環かん境きようにしばらく忘れていたけれど、この蜂はち蜜みつ色の髪とヘーゼル色の瞳は七緒が独りになった原因のひとつだった。

　好こう奇きの目で見られ指をさされた過去を思い出してしまい、心が重くなる。

　そんなことを知る由よしもない弥太郎はにっこりと笑った。

「すごくきれいじゃね。あのいろに似とるよ。ええ、と……そだ、べっこうあめ。ななおのあにさまはべっこうあめ知っとる？」

「鼈べつ甲こう飴あめ？　この神域に鼈甲飴なんかあるの？」

「いなもりのあにさまが、いっかいだけくれた」

「ええっ！　稲守が？　なんで？　どういうこと……」

「えっとな、秋のおまつり行きたいっておねがいしたら、いなもりのあにさまがダメって言うたんじゃ。みんな行きたくてびーびー泣いとった。そしたら、いなもりのあにさまがおまつりでべっこうあめ買こうてきてくれてな、それがびっくりするくらいきれいであまいんじゃ。ななおのあにさまの、きれいなかみのいろ見てたら、おもいだした。また食べたいなー」

　弥太郎の混じり気のない言葉に心がほっこりとした。

　七緒が好きになれないこの髪を、稲守も子供たちも綺き麗れいだと言ってくれる。それだけで少し救われた気になるのだから、自分は案外単純なのかもしれない。

　弥太郎の話に出てきた稲守を想像した。秋祭りくらい行かせてやればいいのにと思うけれど、番狐衆の頭目という立場上、安易に承しよう諾だくできないとも考えられる。

　稲守はどうやって鼈甲飴を買ったのだろう。耳や尻尾は？　顔を見られてはいけないし、それにお金は？　数多くある露ろ店てんから、どうして飴屋を選んだのだろう。

　あの堅かた物ぶつで生き真ま面じ目めそうな男が弟子たちに菓か子しを買うなんて、ものすごく意外だった。もしかしたら六人のちびっ子にたいそう泣かれて困り果てた末の行動だったのかもしれない。そう考えると微笑ほほえましくなる。

「鼈甲飴か。たしか、簡単に作れるはずなんだよなあ。ここには砂糖あったっけ？」

「え!!　ななおのあにさま作れるのか!?　すごいの！　じんつうりきで作るのか!?」

「じ、神通力じゃないよ、鍋なべで溶とかすだけ……。あ、でも、菊丸に訊きいてからにしよう。勝手したらだめだもんな」

「きくまるのあにさまは、いいよって言ってくれる！　ぜったいぃー！」

　もう片方の手を繫いでいる白はく多た賀かが鼻息も荒あらく自信満々で言う。

「そう？　菊丸はしっかりしてるもんなあ。『甘いものはだめです』って叱しかられるかも」

「そんなことないよ！　だって、すっごくやさしいもん。おいら、きくまるのあにさま大好き。はぎまるのあにさまにげんこつされて泣いてたら、たんこぶなでなでして治してくれたんよー。でもおいら、はぎまるのあにさまも好きだよ。いなもりのあにさまは、ちょっとこわいけど、好き。ねえ、ななおのあにさまのことも好きになっていい？」

「それは……すごく嬉うれしいな。ありがとう」

　またズキュンと胸を柔やわく抉えぐられた。どうしたらこんなまっさらな心に育つのだろう。白多賀の穢けがれないきらきらした瞳は、七緒には眩まぶしすぎる。

　弥太郎も負けじと手をぐいぐい引っ張ってきた。

「わしはもう好きになっちゃった。ななおのあにさまは？　わしらのこと好きか」

　ここから逃にげ出すことばかり考えている七緒はその言葉に怯ひるんだ。弥太郎の強くまっすぐな瞳に見み透すかされたような気持ちになる。

　しかし自宅のことと異界のこと、自分は人間で相手は白びやつ狐こであることなどを抜ぬきにして考えると、元気潑はつ剌らつで純じゆん粋すいでひたむきに働く子供たちのことを、七緒は好きだと思った。

「──うん」

「じゃ、抱だっこして」

「えっ」

　弥太郎には独特のペースがあって、七緒はそれをつかみきれない。子供姿から、ぽん、と不思議な音を立てて白い仔こ狐ぎつね姿になると、弥太郎は打掛をよじ登ってきて、七緒の腕うでにおさまった。それを白多賀がひどく羨うらやましそうに、じぃーっと見つめてくる。

『ななおのあにさま、はくたかも抱っこしてやって。はくたか、びゃっこになれ』

　弥太郎の言葉に白多賀はウンとうなずいて仔狐になり、ころ、と畦道に転がった。

　拾い上げてやると、二匹ひきの仔狐は七緒の腕の中をぐるぐると動きまわってじゃれ合う。やがてベストポジションが定まったのか、一匹の仔狐が兄弟弟で子しの腹に、まふっと顔を埋めて眠ねむりだした。身み悶もだえするほど可愛い。しかし彼らを落としてはならないので悶えるのは我が慢まんする。

　白くてもこもこした兄弟弟子はそっくりで、弥太郎と白多賀の区別がつかなくなってしまった。喋しやべりかたが違ちがうので、どちらかが口をきいてくれるとありがたいのだが。

「兄弟弟子はみんな仲よしだな」

『うん。でもわしら、いつかはばらばらになって、ちがう稲荷いなり神さまにおつかえするんじゃ』

「そうだった……。弥太郎は、みんなと離はなれて知らない土地へ行くのは寂さびしくない？」

『だいじょうぶ。はなれてもきょうだい弟子なのは、ずっとかわらん。いなもりのあにさまが教えてくれた。わしのししょうは、いなもりのあにさまだけじゃ。でも、さみしくないけど、わしらがいなくなっても、ななおのあにさま、おぼえててな。わしもぜったい、わすれんよ』

「う、ん……わかった」

　七緒の返事を聞くと弥太郎は目を糸のように細くして、『るー』と鳴いて眠ってしまった。

　こんなに幼いのに、ちゃんと覚かく悟ごをしている。定められた運命に向き合って、逃げもしない。

　自分は、いったいどれだけのことから逃げてきただろう。

　そしてこれからも逃げつづけるのだろうか。稲守の神域から逃げて、人間界に戻もどれば妖や悪霊たちから逃げる。もしふたたび好奇の視線を向けられたら、それからも逃げるのだろうか。

　そんな生きかたは、もう終わりにしたかった。

　逃げないで生きるにはどうしたらいいのだろう。その答えを探すためにこの土地に来たと思っても許されるだろうか。

　逃げずに、目の前で起こり得うるすべてのことにきちんと向き合いたい。すぐには変われなくても、少しずつ変わっていきたいと思った。

　七緒の腕の中で眠る仔狐たちの、まだ短く柔らかな被ひ毛もうが茜色に染まっていく。

　今朝くどいほどの朱しゆ色いろにうんざりしたばかりなのに。

　御お山やまに沈しずんでいく夕陽の朱が、とても綺麗に見えた。










　全国に二万社ある稲荷神社の総本宮・弥多稲荷大社。その番狐衆頭目である稲守は、判で押したような暮らしをしている。それが少しずつわかってきた。

　その生活はいつも「おはよう」から始まる。もちろんきちんと返事をするから叱られることはなくなった。

　作業をして汚よごれるのが嫌いやだと七緒が訴うつたえても、それを聞く稲守はとても満足そうにして「よく食べ、よく働くべし」と、毎朝新しい小こ袖そでと煌びやかな打うち掛かけを揃そろえる。

　そして白地金襴の陣じん羽ば織おりを纏まとって太刀たちを佩はき、狐面をつけて出かけていく。

　深夜になると帰ってくるが、必ず疲つかれ果てて不ふ機き嫌げんだった。

　疲ひ労ろうは日を追うごとに増していくように見える。七緒はそれが気になってしかたないのに、外界でどのようなことをしているのか訊たずねても必ずはぐらかされてしまう。

　ただ、最初に訊いたときのようにきつく拒きよ絶ぜつされるわけではなく、もっと別の話をしたいようだった。そんな稲守はどれだけ疲れていても毎晩七緒を上に乗せたがる。他愛たわいのない話をしていると笑うようになる。誰だれかと取り留めのない話をすることに慣れていなかった七緒も、毎夜つづくとぎこちなさが薄うすくなっていった。

　稲守は毎夜必ず「不便はないか。望みはないか」と訊いてくる。強く抱きしめてきて、やたらと愛めでてくる。ごくたまに「やっとだ……」と、よくわからないことをつぶやく。

　そのまま七緒を乗せて眠ってしまうが、抑おさえがきかなくなるときがあって、そうなると「奥方のつとめを果たせ」と言われていやらしいことをされた。七緒が本気で怒おこるとそれを宥なだめるために稲守は大きな白狐の姿になる。そして美しい獣じゆう毛もうで全身を包んでくれた。

　身体からだの奥をいじられて怒ったあと、もこもこの被毛に顔をうずめて眠る。そんな夜が次し第だいに増えていった。しかし稲守はいつの間にか人の姿に戻っていて、朝にはごつごつした胸板の上で七緒は目を覚ます。

　そしてまた「おはよう」から一日が始まるのだ。

　七緒といえば、千本鳥居から目が離せなくなるときがある。あそこは特別な異空間のようで、昼も夜も関係なく明るく、季節を問わず若葉が朱あかい鳥居の連なりを覆おおっているそうだ。しかし目が離せなくなることはあっても、足を向けるまでには至らない。そうなるより前に子供たちに手を引っ張られて次の作業場へ行くことがほとんどだった。

　あの派手で大きな調度品も適所に配置すれば圧あつ迫ぱく感かんなどなくなって、ずいぶん過ごしやすい部屋になったように思う。

　掃そう除じするときに初めて開けた障子の先が坪つぼ庭にわだったことには驚おどろいた。そこは瑞みず々みずしい苔こけが敷しかれ、小さな石いし燈どう籠ろうと手水ちようず鉢ばち、そして一本の楓かえでの樹きがあるだけの簡素な小庭である。しかしその静かで奥ゆかしい空間に惹ひかれた七緒は、夕刻になるとみずからの手で石燈籠に灯ひを入れるようになった。

　そうして自宅に戻る話ができないうちに、神域での過ごしかたに慣れはじめ、三週間ほどが経たったある日──七緒はふと些さ細さいなことに気がついた。

　ここの住人は毎日三食、白米と野菜だけを食べている。狐は肉食寄りの雑食というイメージがあるが、大きな座ざ卓たくに並べられる副食は野菜の煮に物ものか御お浸ひたしのみで、バリエーションも少ない。食の細い七緒はそれで充じゆう分ぶんすぎるほどだが、育ち盛ざかりでしかもよく働く子供たちはどう思っているのだろう。

　夕食のあとの片づけをしながら、菊丸に訊ねた。

「罪なき生き物の殺せつ生しようは禁じられているのでみんな我慢してます。料理もあまり知らなくて」

「殺生か。そう聞くとすごく納なつ得とくできるなあ。……あ、でも生き物がからんでなけりゃいいんだ？　たとえば豆とう腐ふとか、植物油や小麦粉とかはどう？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　これはありがたいと思った。植物系の食材を増やせるなら、それだけ作れる料理も増える。豆腐と人にん参じん、大根、大葉と醬しよう油ゆがあれば和風ハンバーグだってできてしまう。

　みんなに美味おいしくておなかいっぱいになるものを食べてもらいたい──久々に心が弾はずむ感じがした。そしてずっと菊丸に訊きたかったことも思いきって訊ねてみる。

「お菓か子しとかは、どうだろ？　だめっぽい？　鼈べつ甲こう飴あめとかパンケーキとか、そういうの」

「えっ。……ぱ、ぱんけーき」

　菊丸の耳がピンッと立ち、尻尾しつぽがそわそわと動く。お菓子はだめです、と言われるだろうと思っていたが、ヘーゼル色の瞳ひとみまできらきらしだしたので七緒は笑った。

「一いつ緒しよに色々試ためしながら作ろうよ。俺もお菓子はほとんど作ったことないんだ」










　その夜も稲守は帰りが遅おそく、ひどく疲れて不機嫌だった。

　でもやはり蒲ふ団とんに仰ぎよう臥がしてその上に七緒を乗せる。そしていつものあれを言う。

「七緒。不便はなかったか。なんぞ望みはないのか」

「不便はないですけど望みはあります。みっつほど……」

「ほう、まことか」

　毎夜訊きかれるたび「ないです」と答えてきた。今夜も同じ返事があると思っていたのだろう、稲守は一いつ瞬しゆんだけ目を見開き「みっつもあるのか」とやけに嬉うれしそうにする。

「どれ、最初のひとつを言うてみろ」

「はい。ハンバーグやお菓子を作りたいです。いいですか？　菊丸に、生き物はだめだけど植物系の食材なら大丈夫って聞きました。肉や魚は使わないので作らせてほしいです」

「んん？　はんばーぐ、とは？　それは食せるものなのか？　無益な殺生をしないのならよいだろう。して、ふたつめは？」

　予想より些さ細さいな望みだと思ったのだろうか、稲守は少しつまらなそうに先を促うながす。

　ふたつめは言いにくい。上手うまく言わないと稲守を怒らせることになる。

「あの……、料理を作るのに、どうしても欲しい食材や調味料があって。小麦粉とか胡こ椒しようとか、ソースやココアパウダーなんかもあれば嬉しいです。それで──」

「ここあぱうだー？　そーす？　そのようなもの神域にはなかろう？　出してやりたいが私も実体を知らぬから出してやれぬ」

「はい。それで……スーパーに、買いに行けたらな、って……」

「んん？　すーぱー、とは？　──ああ、市場のような、あれか。七緒がそこへ行くと言うのか？　私がそのようなことを許すと思うか」

　やはり神域を出ることに少しでも触ふれると稲守は途と端たんに怖こわくなる。スーパーに行くと言って外に出て、そのまま帰らないと思われているのが悲しかった。

　信用されていないのだろうか──そう考えて、稲守に信用されたいのかと自問する。いつからそんなことを思うようになったのか、七緒自身もよくわからない。

　確かにここに来たばかりの七緒なら、もし上手く言いくるめて外に出られた場合、そのまま自宅に帰っていた。でも今はそうではなくて、萩丸か菊丸に買いに行ってもらうことができるかを訊こう──そう考える自分に七緒はひどく驚く。

　出て行くことばかり考えていたはずなのに、自分はどうしてしまったのだろう。黙だまって考えを巡めぐらせていると、稲守の短い声がした。

「萩丸に買いに行かせろ」

「えっ、いいんですか？　でもあの格好だとすごく目立つんです。耳と尻尾と、白い着物も……どうしたらいいですか？」

「萩丸は耳も尾おも隠かくす神通力を持っておる。衣服は……そなたがここに来たときに身につけていたものでよいだろう。あれは菊丸が管理しておる」

「ありがとうございます！　明日あしたさっそく買いに行ってもらいます」

　望んでいた通りにしてもらえて嬉しかったが少し心配なことがあった。

　果たして萩丸は七緒の服が入るだろうか。あどけない顔をしているけれど、その身長は成人男子の七緒よりわずかに高く、体たい軀くに関しては比べるのが失礼すぎるほど隆りゆう々りゆうだ。

　あんな中学生、どこにもいないと思う。それとも七緒が勝手に子供だと思い込んでいるだけだろうか。

「あの、今さらなんですけど、萩丸や菊丸って何歳ですか？　中学生？」

「あやつらは白びやつ狐こになって三十年ほどではなかったかな」

「え！　俺より年上っ？」

　びっくりすると稲守はふっと笑う。上に乗っている七緒も一緒になってわずかに揺ゆれた。

「人間と白狐の年ねん齢れいは合がつ致ちせぬ。寿じゆ命みようが違ちがうからな。まあ、あやつらは人間で言うなら十四、五あたりだろう」

「………」

　寿命が違う──そんな当たり前のことに、どうしてか七緒は動どう揺ようしてしまった。

　少年と思っていた二人が、自分より長く生きている。

　それなら、稲守はもっともっと長く生きている。

　稲守はどれくらい生きているのだろう。そしてあとどのくらい生きるのだろう。

　今までまったく気にしていなかったことが、急に気になってたまらなくなる。

　知るのが怖いという思いと、どうしても知りたいという思いが拮きつ抗こうする。短いあいだ強く逡しゆん巡じゆんした末に、七緒は唇くちびるを動かした。

「稲守は……、何歳ですか？」

「私か？　はて、幾いくつであったかな。二百と少しか。白狐になったのは徳とく川がわ家いえ斉なり公の御み世よか、それとも家いえ慶よし公であったか……そのあたりだ」

「徳川って、江え戸ど時代!?　……あの、白狐の寿命ってどれくらいですか？　もしかして不老不死？」

「不老不死とはゆかぬ。老いもすればいずれ死にもする。仙せん狐こともなれば千年、二千年と生きるが番狐衆は持って三百年ほどだ」

「どうして番狐衆だけそんなに短いんですか？」

　短いことはない。二千年などと聞かされて、七緒は完全に歳月の感覚が麻ま痺ひしていた。

　稲守はよいしょと七緒を抱だき直しながら、その重い番狐衆の宿命を極きわめてさらりと言う。

「番狐衆のおおかたは妖あやかしや悪あく霊りようとの戦せん闘とうで命を落とす。そうでなくても稲荷いなり神と土地と人間を守護するために日々神通力を激しく消しよう耗もうするのでな、おのずと短命になるのだ。神通力が底をつくと疲ひ弊へいや怪け我がの回復もままならなくなりやがて実体が消しよう滅めつする」

「そん、な……」

　凜りんとした声で紡つむがれたその内容に七緒は衝しよう撃げきを隠しきれなかった。

　生き真ま面じ目めな稲守の、判で押したような暮らし。

　朝早くに陣じん羽ば織おりを纏まとい太刀たちを佩はいて出かけ、深夜に必ず疲つかれ果てて帰ってくる。

　なぜそんなに疲れて不ふ機き嫌げんなのだろうと思ったときもあったけれど、今ようやくわかった気がする。それは七緒の知らない場所で、命を削けずって妖たちと戦っているからだ。

　七緒が悪あつ鬼きたちに襲おそわれることなく過ごすこの神域も、稲守の強力な神通力で守護されている。しかしその神通力はいつか底をつく。そうしたら稲守は──。

　神さまと土地と人間のために戦闘に明け暮れ、その果てに消滅するなんて、そんなのあんまりだ──七緒はさっきまでの喜びも忘れて眉み間けんに皺しわを刻み、稲守の着物をぎゅうっと握にぎった。

　暗い表情をする七緒の蜂はち蜜みつ色の髪かみに、長い指がゆっくりとからんでくる。

「至って自然なことである。死や消滅を恐おそれる者に番狐衆はつとまらぬ。皆みな覚かく悟ごを持って稲荷神の御み手てより出いずるのだ。そのような顔をするな、七緒」

「………」

　仰ぎよう臥がする稲守と、その上に伏ふく臥がする七緒。ぴたりとくっつく二人のあいだに、いったいどれほどの隔へだたりがあるのだろう。

　それは人間と人ならざるものとか、寿命とかいう明確なものだけではないように思う。

　生きかたとか覚かく悟ごであるとか、そういった見えないものにも大きな差異があって、七緒はそれをとても寂さびしいと感じた。

　そのあとすぐ、そう感じている自分に戸と惑まどう。肌はだはこんなにもしっかりと触れ合っているのに、なぜ形のおぼろげな隔たりばかりを気にして、それを寂しく感じているのだろう。

　身体からだではなく心で稲守に近づきたいと思っているからだろうか──。

　惑まどう七緒の髪を梳すきながら、稲守は話が逸それてしまったなと言って笑う。

「──して、みっつめは？　もう少し張りのある望みがよいのだが」

「みっつめは、やっぱりいいです。ふたつ聞いてもらえただけで充じゆう分ぶんです」

　七緒は心からそう言う。みっつめの望みは、お菓子に卵を使えたらいいなという七緒の個人的な望みだった。

　卵がなくてもパンケーキはできるが、やはり入れたほうがふわふわ感が増すと思う。いつも頑がん張ばっている子供たちにより美味おいしいものを食べてもらいたかった。

　でもそれは浅せん慮りよだったかもしれない。先ほど稲守も言っていた通り、やはり無益な殺生は御ご法はつ度となのだ。生真面目な稲守は掟おきてや決まりを破るなんて考えたこともないだろう。卵くださいなどと言ったら怒おこるに決まっている。

　でも結局「早はよう言え、早う」と急き立てられ、言わされてしまった。

「………」

　七緒に無理やり言わせておきながら稲守は押し黙る。それはそうだろう。怒らせたくないし困らせたくないから言わないでおいたのに。

　やがて稲守は七緒の腰こしに腕うでをまわし、起き上がって胡坐あぐらをかいた。その上に座らされることも毎日つづくと抵てい抗こう感もなくなってくる。

　稲守は七緒を抱いたまま、もう片方の腕を着物の袂たもとに入れる。なにやらごそごそとして、ふたたび袂から腕を出した。その手にあったものを見た七緒は思わず感かん嘆たんの声を出す。

「わ……」

　鶏にわとりの卵だった。白色がふたつと、桜色がひとつ。どれも大きくて殻からにざらざらのある、新しん鮮せんな卵だった。稲守の片手におさまるそれらを七緒は両手で受け取る。

「どうして……殺生はだめだって」

「これは無益な殺生ではなく一種の御み贄にえなのだ。我ら番狐衆は御お山やまに棲せい息そくする獣けものたちをも守護する。獣たちは食うて精をつけてくれと、みずからこれらを差し出してくるのだ。おおかたは突つき返すのだが、中には知らぬ間に置いていく獣もいる。これはその一部だ」

「……みんな食べても掟破りになりませんか？」

「問題はない。腐くさらせるのも忍しのびないからな。ただひとつ頼たのみがある。深く頭こうべを垂れ地に額ぬかずいて、尊い命をよく敬い、いただくことを私に約束してくれ。そしていただいた命の分、より働くこと。神域内で行う諸事は、巡り巡って御山の獣たちを守護することにも繫つながるのだ」

　やはり稲守はどこまでも堅かた物ぶつで生真面目で、そして真しん摯しだ。その過ぎるほどのまっすぐさも、七緒にとっては心地ここちいい。ときどき困ることもあるけれど。

　七緒は微笑ほほえんでしっかりとうなずいた。

「はい。必ずそうします。俺も、萩丸も菊丸も、ちびっ子たちも」

「うむ。七緒は嬉うれしいか」

「うん、嬉しいです。すごく、嬉しい……」

　卵をもらえたこともだが、なにより稲守の中にある獣たちへの思いやりや御贄への真摯さを見せてもらえたことが嬉しくて、素す直なおにそう言った。

　すると稲守は「そうかそうか」と、切れ長の瞳ひとみを糸のように細くしてほくほくする。白い三角の耳をピンと立て、長く綺き麗れいな尻尾しつぽをふぁさふぁさと揺らす。

　白狐なのに、ちょっと犬みたい──七緒は神域に来てからふたたび見なくなったあの夢の犬を久しぶりに思い出す。

　稲守は七緒が笑顔になって喜んでいることがよほど嬉しいのだろうか、七緒が「も、もう充分です」と焦あせって止めるくらいに次から次へと卵を出してきた。

　秋祭りに行かせなかったり弟で子したちが死を覚えるほどのきつい修行をしたり、あんな幼い子供たちにもひどく厳しいのに、七緒にはばかみたいに甘くて優やさしい。

　それは嬉しいけれど胸が高鳴って落ち着かなくもなるから、正直なところ少し困っている。

　蒲ふ団とんの近くにあった美しい蒔まき絵えの丸まる盆ぼんを引き寄せ、そこに卵を載のせていくと、その様子を見ていた稲守がまた少し不服そうな声を出した。

「そなた、自分の望みはないのか」

「え？　今もう聞いてもらいましたよ？　みっつも。ありがとうございます」

「これらは七緒自身の望みではないだろう？　みな弟子たちのためではないか。私は七緒の望みを叶かなえたいのだ。なんぞないのか」

「………」

　帰ることができないのなら、それ以外に望みなんかない。そう思ったときもあった。

　でも今は、そんな卑ひ小しような思いではなく本当にないのだ。それに──。

「子供たちにハンバーグやお菓か子しを食べてもらいたいというのは、俺の望みです。あと、できたら……稲守にも、食べてほしい、です」

　なんだか変だ。菊丸たちには至って普ふ通つうに「食べてほしいな」と言ったのに、稲守に言うだけで胸が大きく鳴った。顔も熱いし、こんなのはおかしい。

　ただの料理ではないか。七緒が作り稲守が食べる。それだけなのに、意識しすぎている自分がたまらなく恥はずかしかった。

「七緒」

　名を呼ばれたが逃にげるように胡坐からおり、蒲団から少し離はなれたところまで腕を伸のばして丸盆を置く。稲守に背を向ける格好になり、赤くなった顔を見られずに済んだ。

「あ、っ……!?」

　視界から外れたところで稲守が動く。うしろからいきなり腿ももをつかまれ、びくんと身体が揺ゆれて危うく卵を割りそうになった。丸盆から離した手を畳たたみにつくとそのままずるずると引き寄せられる。着物の裾すそを捲まくられて、なにもつけていない下半身が外気にさらされた。

「いや、だっ……。昨夜と、一昨夜も、した……っ」

「三日前も、その前もした。なにがいけない？」

「──っ」

　実直な稲守の、判で押したような暮らし。シンプルなそれの中に行動がひとつだけ追加されている。いったい、いつから──その事実に気づいた七緒はぞくっと肌を震ふるわせた。

　指や舌で身体からだの奥をいじられても稲守自身に入ってこられたことは一度もない。

　それでも、過去ほんのわずかな触ふれ合いさえ経験のなかった身体は、稲守の過ぎた愛あい撫ぶを享きよう受じゆするまでに変えられてしまった。夜ごと挿そう入にゆうを拒こばむほどに、稲守の熱情が籠こもったそれは激しく濃のう密みつになっていく。

「……ぅ、あぁ……ん、っ」

　四よつん這ばいにさせられて尻しりの丸みを開かれる。稲守は狭はざ間まに顔をうずめると後こう孔こうに何度も接せつ吻ぷんし舌先でくじり、尾び骨こつまで舐なめ上げたり陰いん囊のうをねぶったりを繰くり返した。ぴちゃぴちゃと下か肢しに響ひびく水音と、羞しゆう恥ちにまみれた感かん触しよくと体勢に、身体も頭も燃え上がるような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「あっ、あ、やめ……あぅっ」

「七緒、七緒っ……私は──」

　切羽詰つまった声で名を呼ぶ稲守に、火ほ照てった身体を軽々と持ち上げられる。また対面座位にさせられたそこには、先走りでしとどに濡ぬれた長大な肉にく竿ざおが突き立っていた。

　その魁かい偉いなさまに慄おののく間もなく、しゅる、と帯がほどかれる。着物のはだけた下腹に、硬かたく重いそれをごりごりと押し当てられた。

「いや、熱……っ」

「私は知らなかったのだ。そなたとの性愛行こう為いがこれほど心身を打ち震わせるものだとは」

「せっ、せいあ……!?　ちょっと、待っ、て──」

　あまりにもまっすぐで包み隠かくすことを知らない稲守の、その直ちよく截せつな言葉に七緒はまた翻ほん弄ろうされた。いつも鷹おう揚ようで落ち着いているのに、稲守は行為が始まると途と端たんに余よ裕ゆうをなくす。その性急さは少し怖こわくなるほどだった。

　長い時間を生きてきた稲守は、過去にも七緒とは違ちがう誰だれかにこうして迫せまり、狂くるおしいほどの愛撫をしたのだろうか。行為に及およぶ稲守が怖いと思うくせに、そう考えただけで胸がしくしくと痛みだす。矛む盾じゆんしたこれをなんと呼べばいいのか七緒はわからなかった。

「七緒──」

「ああっ、……！」

　腰を撫なでた手が尻の割れ目をいやらしくなぞって、その奥まったところへ潜もぐっていく。

　後孔に纏まとわりつく唾だ液えきをぬるぬると塗ぬり込んで入ってくる稲守の指は、急せいていながらも慣れた感じがする。

　一度考えてしまうと、自分でも嫌いやになるくらい思考を止められなかった。稲守が二百年も生きていると知ったせいかもしれない。

　この長い指は、誰かの身体の奥にも触れたのだろうか。そうあってほしくないと思う自分はひどくみじめで身勝手だ。でも、どうしても気になる。稲守は本当のことを教えてくれるだろうか。またはぐらかすのだろうか。もし、何人もいたと言われたら、この部屋を飛び出してしまうかもしれない──。

　ぐっ、ぐっ、と指で内ない壁へきを突かれながら七緒は譫うわ言ごとのように口走る。

「あっあ、い、稲守は、っ──今まで、奥方……いなかっ、た？　恋こい、びとはっ……」

　普ふ段だんの彼ならゆるゆると笑い、「私の過去が気になるか？」などと言って揶や揄ゆしそうなものを、七緒との行為に夢中になっている稲守は首筋や耳じ朶だを舐めながらやけに口早に喋しやべってくる。

「奥方も情人も愛あい妾しようも誰一人としておらぬ。私は人間の前で狐きつね面を外したことがなかった。彼らは守護すべき対象であって恋しく想おもう存在ではない。太古は番狐衆付きの夜よ伽とぎ衆がいたそうだが、そのような因習は私が生まれるより先に廃すたれた」

「うそ、だ……二百年も生きて、てっ……ひとり、も？　──あ、あっ！」

　せわしなく指がもう一本増やされる。体内で、じゅぷ、と唾液と空気の混ざる音がする。

「噓うそではない。骨と皮だけになった私を白びやつ狐ことして蘇そ生せいしてくださった弥多稲荷大神に、私はすべてを捧ささげてきたのだ。色しき欲よくに翻弄されるなどありえぬ。一いつ瞬しゆんたりとてなかった。それなのに、七緒、そなただけが私をおかしくさせる」

「なに、それ。もう──」

　もう、わけがわからなかった。骨と皮だけとはなんだ。稲守にそんな過去があるなんて絶対に嫌だ、悲しすぎる。それこそ怖くて訊きくことができない。

「や、ぁ……！　くる、し……っ」

　間をおかず指を三本に増やされて圧あつ迫ぱく感かんが一気に増した。知らないうちに立ち上がっていた茎くきを稲守の肉竿とまとめて握にぎられ、滅め茶ちや苦茶にこすり合わされる。この男の怒ど張ちようはどうしてこうも強く熱いのだろう。どくどくと脈打つさまが生々しく伝わってくる。

「あ、ぁ、熱……」

　下肢が、たまらなく熱い。ぐちゅぐちゅといやらしい音を立ててばかりいる。このまま溶とけてしまわないかひどく心配になって、大事なことが考えられなくなった。

　ときどき見み蕩とれてしまう稲守の長い指。その骨ばった部分が孔あなのふちを一層拡ひろげ、内壁をこりこりと刺し激げきしてくる。屹きつ立りつで突つき上げたときの感覚を教え込むように三本の指を激しく抽ちゆう挿そうされた。

「あっ、あぁ、……んっ！　あっ」

「もう充じゆう分ぶんに柔やわくほぐれている。私の男根が欲しいときゅうきゅう切なげに締しめてもくる。まこと素す直なおで愛い孔だ……今すぐ挿入してよいな？　これでもまだ怖いと言うのか、七緒？」

「──っ！」

　確かにとても恐おそろしい。一瞬とはいえ、七緒は挿入されてもいいと思ってしまった。

　同性と触れ合うなど現実味がまるでない。そう思っていた自分はいったいどこへ行ってしまったのだろう。今の七緒は、あのときの自分からはおよそ想像のつかない嬌きよう態たいをさらしている。

　今夜は色々なことが少しずつ違っていて、それがひどく危あやうい。

　稲守に信用されたいと思ったり、番狐衆の宿命を知って心が痛んだり、話してもらえたことは嬉うれしかったのに隔へだたりを感じてしまった。存在もしなかった稲守の過去の連れ合いを勝手に想像して勝手にやきもきした。それらが綯ない交ぜになって七緒を襲おそう。

　自じ滅めつ的な混乱に陥っている自分が嫌になる。挿入されて滅茶苦茶に揺さぶられたら、そのあいだだけでも混乱が解消されるのではないか──そんな浅せん慮りよに駆かられてしまった。

「こわ、い……です。怖──」

　でも結局、稲守の切願に七緒は首を横に振ふった。

　捻ねじ込まれたら死ぬと恐れていた稲守の陰いん茎けいを、七緒はもう受け入れることができる。

　太くて大きいけれど、圧迫感に苛さいなまれても死んだりはしない。

　でも怖い。繫つながってしまったら、きっと元いた世界には完全に戻もどれなくなる。

　覚かく悟ごが足りない。七緒はこうなってもまだ意気地がない。

　でも、あと少しでなにかが変わりそうな気がする。きちんと向き合って、覚悟を決められるときが──できるだけ早くおとずれてほしいと願った。否いな、自分の意志で手た繰ぐり寄せようと思った。

　七緒の言葉を聞いた稲守は白い柳りゆう眉びを悩なやましげにひそめて唸うなる。

「まだ怖いか……。私も早はよう七緒の中に入りたいが、入るのが恐ろしくもある。ひとたび繫がってしまえばそなたを解放してやれなくなると、今すでにわかるのだ。されど七緒、そなたはあまりにも殺せつ生しようで、意地悪だ。私の男根をどれほど切なく悶もだえさせたら気が済む？」

「稲、守……ごめ……」

「許しがたい。ここまで苛いじめられようとは。意地悪で返したくなる」

「え？　……あっ。なに、するんです……！」

　少し機き嫌げんの悪そうに微び笑しようした稲守の、白く長い尻尾しつぽがするすると下腹を這はってくる。

　尻尾の先で臍へそを執しつ拗ようにくすぐられ、身み悶もだえる肢し体たいから力が抜ぬけていく。

「ひ、……ぁ、ん、くすぐっ、た……いっ」

「よいぞ七緒……もっといやらしく腰こしを振ってみせろ」

　脇わき腹ばらを撫でられると腰がくねって、腰がくねるたび後孔に埋うめられたままの指が勝手に出入りした。稲守の手で握られている茎と茎がわずかにこすれ合い、もどかしさだけが生まれてしまう。もう解放されたいのに、稲守の仕返しはまだ終わらない。脇腹を撫でていた尻尾がさらに這い上がってくる。

「ひ、……」

　平たい胸にひっそりと息づく小さな突とつ起きが、ふさふさの獣じゆう毛もうに覆おおわれた。稲守の尻尾が巧たくみな強弱をつけて、さりさりと乳首を摩さすってくる。その動きはたまらなくいやらしい。やめてほしいのに気持ちがいい。硬くなったところを細い毛先でつんつんと突つつかれ、こそばゆくて淫みだらな感触に全身を覆われて、堪たえられなくなった七緒は声をあげた。

「あっ！　あっ！　も、いや！」

「尾おで触ふれただけで硬くするとは、七緒の乳首はずいぶんとはしたないな。ああ、左右で色にも形にも差ができてしまった。これはよくない。もう片方はいつものように吸うてやろう」

　まだ芯しんのないそこに、興奮を孕はらんだ吐と息いきがかかる。その熱さに身体が跳はねた。　>>>♥

「稲守、おねがい、です、もう、やめ──あぁ、ぁ」

　舌先で乳輪をくるりと一周なぞられてすぐに、きつく吸引された。

　同時に赤く凝しこった乳首を獣毛でくすぐられる。骨ばった指で孔を突かれながら屹立を激しくこすられて、射精感が一気に膨ふくれ上がった。身体の色々なところがぐちゃぐちゃになって、気持ちいいのがだんだん怖くなってくる。

「いやだぁっ、全部、は、だめ……！　へんに、な、──あ！　あっ、あ」

「七緒……っ」

　ひどく息を乱した稲守が唇くちびるに嚙かみついてくる。熱く滑ぬめった舌が奥まで入ってきて、口こう蓋がいを舐なめられ舌を搦からめとられた。激しいそれに翻弄されながら七緒は絶頂へ駆け上がっていく。

「んっ、ん……く、ぅ……っ」

「七緒。私は」

　ちゅう、と唇を吸われて深い口づけが終わる。至近距きよ離りで同じ色の瞳ひとみがからみ合う。

　濡ぬれる唇と唇を触れ合わせたままで、稲守がささやいた。

「七緒と愛あい欲よくにもっと耽たん溺できしたい──」

「あ！　もういくっ」

　稲守の艶なまめいた声にビクビクッと腰が大きく跳ねる。絶対に射出したと思ったのに、稲守の指で根元をぎゅうと縛いましめられていた。

「あ、あぁっ？　なんで……放し、て」

　後こう孔こうから指が抜かれ、かろうじて腕うでに引っかかっていた着物を剝はぎ取られる。全ぜん裸らになってすぐに限界まで開かい脚きやくを強しいられた。稲守は緋ひ色いろの蒲ふ団とんに背をつけて仰ぎよう臥がする。

　その大きな手に腰をつかまれ引き寄せられて、顔の真上に跨またがるという、消えたくなるほど恥はずかしい体勢をとらされた。

「いやだ！　なにこれっ」

「そなたの愛欲の証あかしを──精を私によこせ。今こ宵よいはそれで許してやろう」

「う、ぁ、──」

　稲守が屹立を吞のみ込んでいく。生温かな粘ねん膜まくにくるまれた茎が快感に打ち震ふるえながら次々と蜜みつをこぼす。稲守がごくんと喉のど仏ぼとけを上下させた感かん触しよくが伝わってきて、七緒は涙なみだ目になって首を振った。

「やめて、いやだ、放してください！　俺そんなの、できないっ」

　今まで口こう淫いんをされたことはあっても、口内射精は絶対にしたくなくて抗あらがってきた。口の中に体液を漏もらすなんてできない。そう訴うつたえても今夜の稲守はまったく聞いてくれなかった。

　ふたたび後孔に挿そう入にゆうされた指を曲げられ、そこにある凝しこりをこりこりと押し潰つぶすようにされる。制せい御ぎよなんて一瞬もできなかった。びゅうびゅうと漏れ出す精に泣きじゃくりそうになる。

「ひ、ぃ、──っ、……！」

　凄すさまじい背徳感と解放感に、下か肢しがぶるぶると震えた。背や尻しりに熱い液体がかかってきて、七緒の白はく濁だくを嚥えん下かする稲守も勢い激しく放出したことを知る。

「ああ、七緒、そなたの精はたまらなく旨うまい。これは……病やみつきになる──」

「……あ、……ぅ」

　仕返しと称しようして酷ひどいことをされた。嫌いやだと言ったのに。滅茶苦茶に怒おこってやりたいけれどその気力がまったく残っていない。

　稲守は枕まくら元もとにある薄うす紙がみを取ると、ぐったりと横たわる七緒の汗あせと体液を拭ぬぐい、朱あかい小こ袖そでを着せて帯を結ぶ。

　そしてみずから白びやつ狐この姿になった。いつもは七緒が怒らないと変化しないのに。

　七緒よりもずっと大きな身体からだをした白狐は緋色の蒲団の上を、ぐる、ぐる、と三回ほどまわり、スッと四し肢しを折って座る。尻尾の先を顎あごの下に滑り込ませて丸まった。

　三角の耳を寝ねかせ、目を糸のように細くして、フーッと長い息をつく。

『人の形なりをしていると、無理やりにでも挿入してしまいそうだ……。来い、七緒』

「ん……」

　あの胴どうと尻尾のあいだにできた丸いくぼみが、魅み惑わくのもふもふスポットなのである。

　へなへなで立てない七緒は、その白く柔らかな被ひ毛もうのベッドまでのろのろと這っていく。

　そのときうっかり、ぎゅう、と尻尾を押し潰すようにしてしまった。

『──ッ！　……今ばかりは尾に触れてくれるな。後生だ……』

「あ。ごめんなさいー」

　気持ちの籠こもっていない謝罪をした七緒は、白いもこもこの被毛でできたくぼみへ、まふっと全身を埋めた。これだけで稲守の無体をちゃらにできる自分は単純だと思う。

　ゆるやかに上下する、白く大きな身体。稲守の呼吸に合わせて、弾だん力りよくのある被毛も七緒もわずかに揺ゆれるのが心地ここちいい。

　うっすらとまぶたを開いて、白狐姿の稲守を見つめた。美しいヘーゼル色の瞳は、さっきもらった大きな卵ぐらいあり、長く豊かなまつげに覆われている。

　近づいて、よくよく見てわかる。全身真っ白い稲守だけれど、目元にほんの少しだけ朱しゆ色の獣毛が生えていた。その隈くま取どりのように刷はかれた朱に、そっと指を伸のばして触れてみる。

　すると稲守は、ちろ、と足の指を舐めてきた。

『眠ねむらぬのであれば今すぐ人の形に戻ってつづきをするが、よいか？』

「おやすみなさい」

　真しん剣けんそのもので訊たずねてくる稲守に、苦笑交じりの返事をする。そしてまぶたを閉じた。

　まどろみはすぐにやってきた。意識を手放しそうなぎりぎりのところで七緒は考える。

　今夜だけで稲守のことをたくさん知ることができた。

　歳は二百と少し。寿じゆ命みようは約三百年。

　神さまと土地と人、そして獣けものたちを守るために毎日戦っている。

　奥方も恋こい人びともいなかった。自分を蘇そ生せいしてくれた弥多稲荷大神にすべてを捧ささげている。

　蘇生される前は──骨と皮だけになった。

「………」

　たくさん知れても、知らないことのほうがもっとずっと多い。

　稲守の過去に、いったいなにがあったのだろう。こんなにも大きくて逞たくましい稲守が、なぜそんな悲しく痛ましい姿になってしまったのか。皆みながほかの稲荷神社へ奉ほう公こうに上がる中、どうして稲守は生まれ育った土地から離はなれないのだろう。

　誰だれにも訊きけていない『黒鉄のあにさま』と『弟子は五十人以上いて当然』も、ずっと引っかかったままだった。

　七緒にとことん甘くて優やさしい稲守。

　身体の隅すみ々ずみまで執拗に愛あい撫ぶされて、たぶん触れられていない場所はない。夜ごと繫つながりたいと熱心に口説いてきて、今夜は七緒もぐらついた。七緒の意気地なさがだめにしてしまったけれど、もし首を縦に振ふっていたら、きっと今でも深く繫がっているのだろう。

　でも、繫げるのであれば、やはり心がいい。

　心が見えていなくては、見せてもらえなくては、身体だけを繫げても意味がないと思う。

　稲守は、まだ七緒に伝えてくれていない。生き真ま面じ目めでまっすぐな心の、その奥底にしまっているものがたくさんある。

　言いたくないことや触れられたくないことを無理やり聞き出すのだけは、絶対に嫌だ。

　稲守が七緒になら伝えてもいいと、そう思ってもらうにはどうすればいいのだろう──。

　近くて遠い稲守。その美しく柔やわらかな獣じゆう毛もうに頰ほおをすり寄せる。

　また今夜も寝ね不ぶ足そくだが、明日は萩丸に買い物に行ってもらったり、お菓か子しやおかずを作るから早く起きたい気分だった。

　稲守はどんな料理が好きなんだろう。やっぱり和食？　美味おいしく食べてもらえたら本当に嬉うれしい。甘いものを食べる姿は想像できないけれど──七緒は白狐のもこもこした身体に完全に顔をうずめて、すとんと眠りの淵ふちに落ちていった。










　翌朝菊丸が出してきた服は、悪あつ鬼きから逃にげたときに破れたシャツも稲守が裂さいたデニムも綺き麗れいに直されていた。

　七緒がここに来たころの菊丸は人見知りのうえに、稲守から七緒の監かん視しを言い渡わたされていたせいで警けい戒かい心しんもプラスされていた。そのときの彼だったら七緒の前に服を出さなかったと思う。心境に変化があるのは七緒だけではないようだった。

　七緒は七緒で、目の前にある服を奪うばい着てここを立ち去ろうという気にならないのが不思議でしかたない。服や財さい布ふと一いつ緒しよに保管されていた携けい帯たい電でん話わは電源が落ちていた。持っていても意味がないので引きつづき菊丸に保管をお願いしておく。

　七緒は財布に入っている金を使うつもりでいたが、起きたときに稲守から一万円札を渡されてひどく驚おどろいた。その出で処どころは不明である。

　怪あやしく思いながら光にかざすと、ちゃんと透すかしがあった。子供たちはそれに興きよう味み津しん々しんで、弥太郎など「にんげんが出てきよったぞ。じんつうりきじゃ」と鼻息を荒あらくしていた。

　服が入るか心配していたのは杞き憂ゆうだった。萩丸は服を必要以上に着こなして、七緒の心境はやや複雑になる。瘦そう身しんの七緒が着ると貧ひん相そうにしか見えないのに萩丸はものすごく格好がいい。

　耳と尻尾しつぽがなくて奇き妙みような服を着ている萩丸に子供たちが距きよ離りをおきだす。七緒のうしろに隠かくれる子供もいた。そしてなぜか菊丸は頰ほおを赤くして尻尾をピーンと立てている。

　七緒はスカウトされたらどうしようという妙みような親心が発生して、萩丸に注意を促うながした。

「知らないおっさんに白くて四角くて小さい厚紙を渡されても絶対ついていっちゃだめだぞ」

「わっかりました！　んじゃ、行ってきます！」

　張り切って出て行った萩丸はメモ通りの食材や調味料を買って帰ってきたが、なぜかその表情が少し硬かたくなっていた。しかしすぐにいつもの萩丸に戻もどったのでなにも訊かずに料理作りを始める。

　今日は試作ということで、豆とう腐ふと人にん参じんのハンバーグ・豆乳と卵のパンケーキ・鼈べつ甲こう飴あめの三種類にした。七緒は料理そのものより昔ながらのかまどの使いかたに難なん儀ぎしてしまう。

　それでもなんとか想像に近いものが作れて一安心した。皆で縁えん側がわに並んで座り、いただいた卵へお礼を言っておやつを食べる。

「ななおのあにさま、すごーい。これ、あまくてふわふわだー」

　いつも大暴れしているちびっ子たちも、このときばかりは少し可笑おかしく思ってしまうくらいおとなしかった。熱心にパンケーキのふわふわ具合を見つめたり、鼈甲飴を太陽にかざして、そのきらきら光るさまを楽しんだりする。

　すると太郎次が意を決したようにキッと眉まゆ毛げをつり上げて言いだした。

「おれ、べっこうあめ食べない。たからばこに入れとく。よる、お月さまのひかりにあてて、もっとぴかぴかにするんだ」

「でもべたべたに溶とけちゃうよ？　今は暑いから特に溶けやすいかも。食べちゃいなよ」

　七緒は考えなしに軽い気持ちで言ったが、太郎次は「えぇー……」と、この世の終わりが来たような悲ひ愴そうな顔をした。大きな瞳ひとみからぽろっと涙なみだが落ちる。

「わ。泣かなくていいよ、また作るからさ。ね？　ほら、食べなよ」

「またって、いつ？　あした？　それとも、らいしゅう？」

「………。──そうだね、じゃあ来週。だからそれは食べてくれたら嬉しいな」

　そう言うと太郎次は泣くのをやめて飴を口に放り込み、その甘さに頰をぽっと赤くした。

　一いつ瞬しゆんだけ子供たちのお守もりから解放された萩丸と菊丸は、二枚のパンケーキが載のった皿を手に「萩ちゃんどっち食べる？」「でかいほう菊が食え」などと話しているようだ。

　人間で言うなら十四、五歳と聞かされて、やはりそれがしっくりとくる。普ふ段だんしっかり者の二人が少しだけ七緒に見せてくれた年相応のやりとりは、とても微笑ほほえましかった。

　稲守の神通力に守られた神域はただただ穏おだやかで、心地いい静けさがある。

　来週、自分はどこでなにをしているだろう。短いあいだ、まぶたを閉じて想像する。

　あの古民家に戻って、壁かべ土つちを塗ぬり直したり床ゆか板いたを張はり替かえたりしているだろうか。それともまた鼈甲飴を作って、縁側に並んで座って食べる子供たちの様子を見ているだろうか。

「………」

　──たぶん、鼈甲飴だろうな。

　七日後も鍋なべで砂糖を溶かして鼈甲飴を作っている。そんな自分の姿は容易に想像がつく。

　頑がん張ばってかまどの火を駆く使しできるようになろうなんて、そんなことまで思っている。

　一方で古民家のことは、少しおぼろげになっていた。どこがどう傷いたんでいるのか、穴の開いた場所などをちゃんと憶おぼえていたのに。

　古民家への執しゆう着ちやくが薄うすれていることに気づいて、はっとまぶたを開いた。

　それはつまり、元いた世界への執着が薄れているということで──。

「おらー、酒さか蔵ぐら行くぞー」

　おやつの時間が終わって萩丸が号令を出す。七緒はひとまず考えるのをやめた。

　皆で手を繫いで酒蔵まで歩き、長い時間をかけて神酒みきの仕込みをする。

　子供たちは匂においだけで酔よってしまうのか、酒造りの帰りは必ずくったりとして眠ってしまう。

　茜あかね色の空には灰色の雲がぽつぽつと浮うかんでいた。あの雲は雨を呼んでくるかもしれない。七緒は仔こ狐ぎつね姿の弥太郎を打うち掛かけの懐ふところに無理やり押し込み、子供姿の太郎次をおぶって詰つめ所しよへの道を歩いていく。そのとき、雲の浮かぶ夕焼け空をなにかが横切った。

　──また、だ。

　それは七緒が神域に来て数日後の夕方に見た、あの漆しつ黒こくの大きな塊かたまりだった。

　翼つばさを広げた鴉からすにも見えなくはない。でも鴉にしては大きすぎるそれを、七緒はこの三週間で四度見ていた。妖あやかしの類たぐいではないことは、もうわかっている。

　しかし一瞬すぎてその正体がなんなのかわからない。黒い塊は、萩丸や菊丸がそばにいないときや今のように子供が寝ねているときによくあらわれた。

　ただ横切るだけで、なにもしてこない。でも不気味だ。次つぎ見たら稲守に相談しようと思っていたので、今夜必ず話すことを決めた。

　毎回戦場と化す食事にもすっかり慣れた。夕食は豆腐と人参のハンバーグを食べる。

「ななおのあにさま、おかわりー」

「おれも、はんばーぐ、にこ」

「も、もうおしまい……っ」

　翌日も食べられるようにと、菊丸と頑張って三十個も作ったのに、残り二個になって衝しよう撃げきを受ける。この二個は稲守の分なのだ。なにがなんでも死守せねばならない。

　子供たちが眠ねむる深夜に七緒一人で稲守を迎むかえることも、だんだんと馴な染じんだ風景になっていく。どれだけ疲つかれ果てていても不ふ機き嫌げんでも、判で押したような挨あい拶さつと一礼をする稲守が、七緒はとても好きだった。

　今夜も遅おそくに帰ってくるだろう。疲れていてもハンバーグを食べてくれるだろうか。待っているあいだに玄げん関かんで居い眠ねむりをしないよう気をつけなくてはいけない。

　しかしその夜、稲守は帰ってこなかった。

　稲守の帰る時間はまちまちで、戻らない夜もあると菊丸たちから聞いてはいたが、実際に戻らないのは初めてのことだった。これまではどれだけ遅くなっても必ず帰ってきていたのに。

　稲守が今夜帰らないことは霊れい気きの漂ただよいかたでおのずと知れた。重い足取りで部屋に戻り、自分で行あん灯どんに火を入れる。稲守の狐火と違ちがって油皿の灯ともし火びはひどく心こころ許もとない。久しぶりに横たわる緋ひ色いろの蒲ふ団とんは冷たく、柔らかすぎてだめだった。

　弾だん力りよくのあるもこもこの被ひ毛もうに包まれて眠り、硬く逞たくましい胸板の上で目が覚めることに身体からだが慣れきっている。そのことに気づいてしまうとますます蒲団の柔らかさが遣やりきれなかった。

　でも寝不足のせいもあって眠ねむ気けはすぐにおとずれた。七緒はまぶたを閉じ、眠りに落ちるまで思いを巡めぐらせる。

　ここには七緒が強い霊れい感かんを持っていても気味悪がる者は誰だれ一人としていない。七緒だけが異なる外見をしているのにそれを指さしてくることもなく、素す敵てきだと誉ほめてさえくれた。

　同性に惹ひかれる自分を嫌けん悪おしつづけてきた七緒をよそに、稲守は夜ごと情熱的に七緒を愛めで、甘やかし、優やさしくしてくれる。萩丸と菊丸と六人の子供たちも可愛らしく、彼らとともに働くことや育っていく稲いな穂ほに確かな喜びを感じていた。

　夢に見ては諦あきらめてきた家族の姿がここにあるのでは──そう思わせてくれるほどだった。

　だから今ここに七緒を苛さいなんできた孤こ独どくはない。

　白朱番狐衆の詰所には、子供たちの存在をしっかりと感じとることができる。もちろん暗くら闇やみもなかった。大門の外には屈くつ強きような石いし燈どう籠ろうの連なりがあり、大おお提ぢよう灯ちんがあり、詰所内の廊ろう下かもこの部屋も朱しゆ色や橙だいだい色の明かりで満たされている。

　それでも寂さびしかった。

　これは孤独が齎もたらす寂しさではない。稲守と出会ったあの夜、初めて知った寂しさだ。

　誰かが──稲守がいなくて初めて覚える寂しさだった。

「稲守」

　自然とその名が唇くちびるからこぼれ落ちる。返事がなくて、いないことを再認識して切なさだけが募つのる。自じ滅めつ行こう為いをしている自分を七緒は笑う。

　なぜだかわからないけれど無む性しように会いたかった。

　それが恋こいしいということだとか、恋れん慕ぼの情なのだと誰かが教えてくれたなら、七緒は素直にそれを聞き入れるのに。

　明日の夜には帰ってきてくれるだろうか。帰ってきたらまた七緒を上に乗せて「望みはないのか」と訊きくだろう。でも明日は訊いてほしくなかった。訊かれたら「どれだけ遅くてもいいから絶対帰ってきてほしい」などという血迷ったことを言ってしまいそうになる。そんな身勝手極きわまりないことで稲守を困らせるのは絶対に嫌いやだった。でも次、稲守の顔を見たら切なさに負けて言ってしまいそうな気がする。

　外は夏の雨夜のようだ。雨が坪つぼ庭にわの楓かえでの葉を強く打つ音が絶え間なく聞こえてくる。

　こんな雨の降りしきる中、稲守はどこでなにをしているのだろう。あの綺き麗れいな髪かみやふさふさの尻尾が、雨に濡ぬれていないといいけれど──眠たいのに眠れない七緒は、緋色の蒲団に染しみついた白びやつ狐この残のこり香がを匂においながら、いつまでもその雨音に耳を傾かたむけていた。










　一いち番ばん鶏どりの鳴く声が聞こえて、七緒は緋色の蒲団で一人、目を覚ます。雨はやんでいなかった。

　それどころか昨夜より雨あま脚あしが激しくなっている。朝とは思えない暗さだった。

　六人の子供たちは空模様など気にせず大おお騒さわぎで食事をしていたが、萩丸と菊丸が少しおとなしいのが気にかかった。特に菊丸のほうは、いつにも増して物静かだ。昨夜稲守が帰ってこなかったこととなにか関係があるのだろうか。

　どれだけ悪天候でも毎日欠かさず掃そう除じをして、結界の破れがないか神域内を見てまわる。

　七緒たちは番ばん傘がさをさし、子供たちは各おの々おの蓑みのを纏まとって菅すげ笠がさをかぶった。小こ径みちにできた水溜たまりでバシャバシャと遊ぶ弥太郎たちに、七緒はたびたび見る夢の中の自分を重ねる。

　そういえば、あの夢をずっと見ていない──。

　そのとき、雨雲の垂れ込める空が朱あかく光った。間をおかずゴロゴロ……と雷らい鳴めいが重く轟とどろく。

「わぁ、こわい。ひとのなりしてると毛がないからおへそ取られちゃう」

「はぎまるのあにさま、つめしょに戻もどらんの？　わし、びしょびしょじゃ」

「雷かみなりが怖こわくて番狐衆がつとまるかよ。弥太郎が濡れたのは自分のせいだろ。なにしたらそんな濡れんだよ？　風邪かぜひいて稲守のあにさまに怒おこられても知らねぇからな」

　萩丸がそう言うあいだにもまた何本もの朱い稲いな妻ずまが走る。バリバリッと大気を裂さくような轟ごう音おんが神域内まで響ひびいてきて、七緒は思わず肩かたをすくめた。

　稲妻は本来もっと白いだろうに、ここから見えるものは皆みな朱い。神域独特のものだろうか──そう思いながら空を見上げていると、菊丸がぽつりとつぶやいた。

「これ……、稲守のあにさまが放ってる稲妻だ」

「えっ？　どういうこと？　なんで稲守が雷なんか……」

「力のある眷けん族ぞくは雷を操あやつることができるんです。稲守のあにさまは稲妻を放って妖たちと戦っているんだと思います。弥多稲荷大社の周辺は、大昔からずっと激戦区域なんです。一歩外界に出たら、そこはもういくさ場です。妖や悪あく霊りようがいっぱいいて……それを追い払はらったり消しよう滅めつさせたりするのが番狐衆の──稲守のあにさまの御お役やく目めです」

　そう教えられてふたたび仰あおぎ見たそこに、目を開けていられないほど鮮せん烈れつな朱い閃せん光こうが走った。太く大きな稲妻はまるで空を分かつ巨きよ大だいなひびのようだ。近くに落ちたのか、雨に濡れる地面がびりびりと震ふるえた。

　絶え間なく走る稲妻に七緒は強い不安を覚える。稲守がこんなにも力を出さなくてはならないほど、妖たちも強大なのではないだろうか。

　萩丸も空を見上げる。その表情は、昨日外界から帰ってきたときと同じ硬かたさをしていた。

「昨日、買い物に出たら、ものすごい数の妖や悪あつ鬼きがいたんだ。空が真っ黒になるくらい……あんなの初めて見た。いくらなんでも多すぎる。あいつら、躍やつ起きになってなにかを捜さがしてた。いったいなにを──」

　その言葉に心臓が跳はねた。

　稲守は昨夜もきっと帰るつもりでいた。でも帰れないほど妖たちが増強しているに違いない。そして、その妖たちを呼び寄せているのは──七緒だ。

『そなたのことを喰くいたくてしかたない妖や悪霊たちが挙こぞってこの土地に集まりつつある』

『そなたに強い神通力が宿っているからだ。その肉体は妖どもにとって極ごく上じようの餌えさ』──ここに連れてこられたその翌朝、稲守から聞いた言葉を思い出す。

　七緒が神域でのらりくらりと過ごしているあいだにも妖たちは増えつづけ、それらと戦う稲守は、毎晩のように疲れ果てて帰ってきて──。

　──最悪だ。

　今さらながら気づく。神通力を消しよう耗もうする稲守、帰って休むことができない稲守。今も、雷を生むほどの力を使っている。おそらく寿じゆ命みようを縮めてまで──全部、七緒のせいではないか。

　また空が朱く光って、雷鳴が轟く。番傘を打つ雨の音が激しさを増す。

　朝から元気がなかった菊丸は、ずっとそのことを考えていたのだろうか、意を決したように七緒と萩丸に言った。

「ぼく、黒鉄のあにさまのところへ行って加勢のお願いをしてくる」

「やめとけっ。あの人が稲守のあにさまを助けるわけないだろ」

「でも、萩丸が見たことないくらい多いんでしょう？　稲守のあにさまお一人じゃ無理だよ」

「ちょ、ちょっと待って……黒鉄さん、て？　──や、それより、なんで稲守は一人なの？　一いつ緒しよに戦える番狐衆いないの？」

「白朱番狐衆は稲守のあにさまお一人です。ほかにはいません」

　そんなのどう考えたっておかしい。

『衆』とは『大勢・複数』を意味する。菊丸も、眷族で組織された武装集団と言っていたではないか。なぜ一人なのに複数をあらわす称しよう号ごうを掲かかげている？　ほかの眷族はどこに──。

「一人って、なんで？　五十人くらいいて普ふ通つうだって、菊丸言ってたよね？」

「それは稲守のあにさまが──」

「菊丸っ、やめとけ」

　萩丸がその言葉を遮さえぎった。雷は鳴りやまない。いつの間にか子供たちも番傘の下に集まって、七緒の打うち掛かけをつかんだり、互たがいの尻尾しつぽを握にぎり合ったりしている。

　菊丸も、萩丸の長い尻尾をぎゅっと握って言った。

「ぼく、七緒のあにさまに聞いてもらいたい。だめ？」

「………。俺たちが言ったってこと、稲守のあにさまに内ない緒しよにするなら。あと、稲守のあにさまの悪口は絶対だめだからな」

　悪口なんて言わないよ、と菊丸はほんの少し笑う。

　稲守が白朱番狐衆の名を一人で背負って戦う理由。

　それは、七緒の想像を遥はるかに超こえるものだった。

「……稲守のあにさまには噂うわさがあるんです。番狐衆の厳しい掟おきてを破った、っていう──」

「え……!!」

「番狐衆の最大の禁きん忌きは、稲荷神さまの許可なく土地を離はなれることです。守るべき稲荷神さまと土地に背を向けることは、番狐衆として絶対にあってはならないことなんです。でも稲守のあにさまは昔、その掟を破って一日だけどこかへ姿を消した、って……」

「な、なんで？　稲守がそんな勝手するなんて、変だよ。ちゃんと理由があるんだよね？」

「理由や目的は誰だれも知らないんです。だから余計に不信感ばっかりになって……白朱番狐衆の頭目が最大の禁忌を犯おかしたことは、近年で最も大きな事変だと言われています」

「なに、それ」

　あまりの衝しよう撃げきと驚きよう愕がくに、声が詰つまって出なかった。

　生き真ま面じ目めな稲守。弥多稲荷大神にすべてを捧ささげてきたという、堅かた物ぶつで実直な白狐。

　挨あい拶さつに厳しくもあり、判で押したような日々を粛しゆく々しゆくと送っていく。

　そんな稲守が掟や決まりを破るなんて考えたこともないだろうと七緒は思っていた。

　でも違ちがった。知りたいと願い、会いたいと想おもった稲守が、また遠ざかっていく。

　激しい動どう揺ようを隠かくしきれない七緒を見た菊丸が悲しげに眉まゆをひそめて言葉を紡つむいだ。

「でも、事変とまで言われたのになんのお咎とがめもなくて、弥多稲荷大神さまは稲守のあにさまを頭目のままにされた。どうしてかわかりませんが稲守のあにさまは禁忌を犯した理由を絶対に言いませんし、謝罪もなくて……結果、そのとき百人近くいた弟子たちはみんな暇いとま乞ごいをして、元いた稲荷神社に帰ったそうです。これは〝出戻り〟と言って、眷族にとってこれ以上不ふ名めい誉よなことはありません」

　びしょびしょに濡れた弥太郎の顔を自分の着物で拭ふいてやりながら萩丸がつづける。

「俺たちは奉ほう公こうに上がる稲荷神社が決まったとき、生みの親の稲荷神さまに誓ちかいを立てるんですよ。創つくり育ててくれたことへの感謝と、あとは、二度と戻らずにその土地の番狐衆として戦い果てることを誓うんです」

　二度と戻らないと誓ったそれを破り、のこのこと戻ることほど不名誉なことはないだろう。

　しかしその不名誉を被こうむってでも、弟子たちは稲守から離れることを選せん択たくした。

「今も掟破りの噂は消えていなくて、稲守のあにさまに付きたいという弟で子しがいません。稲荷神さまたちも白朱番狐衆へ奉公に出すことを嫌いやがるそうです。出戻りをさせるような頭目のもとへは行かせられない、って。……当時、最大最強を誇ほこっていた白朱番狐衆は事実上解散となり、稲守のあにさまはものすごく広い管かん轄かつ区域を今はお一人で守護なさっています」

　きり、と胸が痛む。手にしている番傘の柄えを、爪つめの先が白くなるほど強く握る。

　最大の禁忌を犯した稲守。その理由も語らず謝罪もしない。だから弟子が付きたがらず、稲荷神も可愛い眷族をやりたくない。だから稲守は一人。

　実際に起きたことだけを聞いた者は皆みな、稲守に咎とががあると思うだろう。一人であることも自じ業ごう自得だと言う者がいるかもしれない。

　でもどうしてか七緒は、一人で白朱番狐衆の名を背負い、広い管轄区域を黙もく々もくと守護しつづける稲守が理り不ふ尽じんに思えてならなかった。

「ちょっと待って……じゃあなんで萩丸と菊丸はここにいて稲守の弟子をしてるの？　ほかの稲荷神社から来たんだったよね？　どのくらいここにいるの？」

「俺たち、弥多稲荷大神さまのご兄弟にあたる真ま篤とく稲荷いなり大おお神かみさまに創られたんです。真篤稲荷大神さまが、ご兄弟の番狐衆の現状があまりにも不ふ憫びんだとおっしゃって、俺たちが奉公に出ることになったんです。絶対嫌だって、めちゃくちゃ逆らったし抵てい抗こうしましたけどね。ここにきて一年ほどです。ちびたちは、俺たちが来てすぐに弥多稲荷大神さまの御み手てから出てきました。白びやつ狐こってのは創られてから十年間、稲荷神さまの御手の中で育つんですよ」

　いったい稲守はどのくらい一人でいたのだろうか。今の七緒には想像もつかない。

　稲守のことを知りたいと思うほどに、わからないことが、知らないことが増えていく。混乱するばかりになる。会いたいと想うのに、色々な想いや感情が綯ない交ぜになってしまって、今夜はきっと帰ってくる稲守をどんな心持で迎むかえたらいいのかわからなくなってきた。

　硬かたく暗い表情をする七緒に、萩丸と菊丸はひどく焦あせりだす。

「ぼくも稲守のあにさまに付くのは嫌だった。でも実際に付きはじめてわかったの。稲守のあにさまは、誰よりもご自分を律していなさる。ぼくたちだけじゃなくてちびたちにも厳しいし、あんまり笑ってもくれないけど、それでいいの。昔なにがあったのか、それはわからないけど、でもたぶんきっと、掟を破らないとどうしようもなかったんだ。きっと……。ぼくが七緒のあにさまに聞いてほしかったのは、噂なんか関係なく師し匠しようを尊敬してるってことです」

「俺も弟子になってよかった。稲守のあにさまになら、どれだけ厳しく叱しかられてもちゃんと聞こうって思うし、きつい修行を受けるのも平気なんだ。俺、稲守のあにさまみたいに強くなりたいから、ずっとついていく。そんでもって、いつか追い抜ぬかしてやるんだ！」

　二人は敬語を忘れる勢いで懸けん命めいに語ってくれた。それに気づいた萩丸がピン、と耳を立てる。

「あっ、まずい、ばれたら稲守のあにさまに怒おこられる。これも内緒でお願いしますよ」

　でも七緒はそれが嬉うれしかった。ちょっと泣きそうになるくらい嬉しい。硬い表情をしていた三人はやっと笑い合う。

　稲守のところへ来てくれたのが萩丸と菊丸で本当によかった──七緒はこの世界の人間ではないのだけれど、そんなことを心の中でひっそりと思った。

　稲守が帰るまで時間はまだある。そのあいだに考えを整理して気持ちを落ち着かせよう。

　そう決めた七緒は笑顔で少年たちに言った。

「厳しいけど優しいところもあるよね。お菓か子しを作るのも許してくれたし。あと卵もくれた」

「それは七緒のあにさまだから──」

　そのとき神域が一いつ瞬しゆんぐにゃりと歪ゆがみ、激しく揺ゆれた。

「──っ！　……な、にっ？」

　恐きよう怖ふを覚える間もなく、ドゴォン……という爆ばく音おんと地鳴りがして子供たちが小さな悲鳴をあげる。稲守の雷かみなりが落ちた音ではない。重い湿しつ気けを伝ってなにかの焦こげる臭においがしてくる。

　獣けものの焼ける臭いに似ているそれは、ひどく危険で不安を駆かり立てる厭いやな臭いだった。

　七緒は恐おそろしくてしかたないのに、番ばん傘がさを放ってその臭いのするほうへ駆けだしていた。

「みんな詰つめ所しよに戻もどれ！　早く！　弥太郎、戻ったら点呼取れ！　絶対詰所から出るなっ」

　萩丸が叫さけぶ。子供たちは言うことを聞いてすぐに走りだす。

　七緒は皆を置いて一人駆けていく。土ど砂しや降りの雨の中、薄うすい煙けむりが立ち上っているのが見えてくる。その出で処どころを見た七緒は戦せん慄りつに肌はだを粟あわ立だてた。

「うそだ……！　いやだっ、稲守！　稲守っ」

　そこにぐったりと横たわる白狐にしがみつく。いつも美しい純白の毛並みが雨に濡ぬれて平たくなり、あちこちが黒く汚よごれ、血の色に染まっていた。

　空に大きな穴が開いていて、結界がびりびりに破れているように視える。稲守はここから落ちてきたようだった。

「──!!」

　穴の向こうに悪あつ鬼きの巨きよ大だいな手が視えた。叫び声をあげそうになるのを必死で耐たえる。

　頭痛や耳鳴りはしていない、否いな、しているのだろうが感知できないほど七緒は混乱していた。稲守と七緒を捕とらえようとする大きな手が伸のびてくる。無力な七緒は白狐の頭を搔かき抱いだいて守ることしかできない。

　するといつも一瞬だけあらわれる、あの大きな漆しつ黒こくの塊かたまりが悪鬼を連れ去っていった。結界が破れてできた穴も消えていく。

「今の、なんだ……!?」

　刹せつ那なのできごとに目と脳が追いつかなかった。滅め茶ちや苦茶に混乱する七緒の耳に、声が届く。

　──ひとつ、貸しだ。代だい償しようは必ずもらおう──。

「え!?」

　漆黒の塊が初めて口をきいたようだった。でもとうにその姿はなく、稲守のことで頭がいっぱいの七緒はそれをすぐに忘れてしまう。

「稲守、稲守っ！　しっかりして！」

『寄るな七緒……食らった邪じや気きが抜けておらぬ。──……禊みそぎを』

　それだけを言って稲守はまぶたを閉じてしまった。深く裂さけた口から、ごぷ、と音を立てて真っ赤な体液があふれてくる。朱しゆ色いろの打うち掛かけがそれを吸ってこれ以上ないほど赤くなる。

「いやだ、血が、血がこんなに……！　どうしよう、どうしたら」

「七緒のあにさまっ、こっち！　命みよう婦ぶの滝たきに連れて行く！」

　追いついてきた萩丸が叫ぶ。気を失った大きな白狐は恐ろしく重かった。菊丸と三人で担かつぎ、どうにか命婦の滝へたどりつく。この滝と流れ落ちてくる水でできた池は、東北に棲すむ龍りゆう神じんが弥多稲荷大神に贈おくったもので、浄じよう化かと再生の力がある──そう聞いていた。

「どうすんの!?　水かけたらいい!?」

「かけるだけじゃ間に合いませんっ、このまま池に入れないと！」

　七緒は一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく池に足を踏ふみ入れた。打掛が水を吸って一気に重くなる。しかしそんなことは少しもかまわずに、ざぶざぶと音を立てて稲守を池の真ん中へ引っ張っていく。

　雨に打たれる池の水面みなもが鮮あざやかな赤に染まった。その恐ろしい光景に身体からだががたがたと震ふるえだす。夏だというのに七緒の身体は冷えていて、細い指先は自分でも驚おどろくほど蒼あお白じろかった。

　その震える手で池の水を稲守の顔にかけ、届く限りの獣じゆう毛もうを撫なでる。稲守は何度か唸うなり声ごえをあげたが、やがて顔や身体にできた幾いくつもの小さな傷口が、少しずつ塞ふさがっていくのが見えた。

　七緒はかたくまぶたを閉じる白狐をしっかりと抱き直し、傷が消えて見えなくなるまでその場を動かないでいた。










　小さな傷口はほとんど消えたが、稲守を苦しめる深く大きな傷は塞がる気配を見せない。

　池の水を含ふくんだ白狐はさらに重みを増し、七緒たちは引きずるようにして稲守を緋ひ色いろの蒲ふ団とんに横たわらせた。

　意識の戻らない稲守が身体を振ふって水気を飛ばすことなどできるわけもなく、七緒と八人の弟子たちは詰所にある手ぬぐいや布地を搔き集め、懸命にその獣毛を拭ふいていく。

　ふいに、稲守の身体を拭いていた菊丸が手ぬぐいを置いて部屋を飛び出した。萩丸がすぐさまそれを追いかける。

「あにさまたち、どこいったの？」

「俺、見てくる。すぐ戻るからこのまま拭いてあげてて」

　不安そうにする子供たちに笑顔でそう頼たのみ、七緒も二人を追って部屋の外に出た。

　長い廊ろう下かの真ん中に、二人は立ち尽つくしている。菊丸は萩丸の尻尾しつぽを握にぎりしめながら、首が折れそうなほどうなだれていた。萩丸は少し困った様子をしている。

　七緒が近づいて肩かたに触ふれると、菊丸は顔を上げた。その綺き麗れいな瞳ひとみには涙なみだが浮うかんでいる。

「稲守のあにさまはお強いのに、あんな大おお怪け我がなんかしたことないのに」

「菊丸？」

「稲守のあにさま、このまま死んじゃったらどうしよう……っ」

　いつも穏おだやかでしっかりしている菊丸が、わぁ、と声をあげて泣きだしたので、ひどく焦った七緒は力任せに抱だきしめた。目の前で三角の耳がみるみるへたっていく。

　七緒は自分のことでいっぱいで気づいてやれなかった己おのれの腑ふ甲が斐いなさを恨うらんだ。

　長いあいだつらい思いをしてきたのは、萩丸と菊丸ではないか。

　頭目みずからが禁きん忌きを犯おかし、事実上解散となった白朱番狐衆。皆みなが忌いみ嫌きらうそこへ、望まない奉ほう公こうに出された。同じ境きよう遇ぐうの兄弟弟で子しは萩丸と菊丸、互たがいに一人だけ。

　距きよ離りをおく頭目の稲守。番狐衆と呼べないほどの弱小集団。そして増えつづける妖あやかしたち。

　いつも気き丈じようにふるまう二人だけれど、ずっと不安だったに違ちがいない。

　菊丸の着物の背に咲さく、朱あかく美しい天てん蓋がい花ばな紋もん。その背を撫でて七緒は言う。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だよ、死んだりしない。お、俺がどうにかする。どう、にか……そうだ、俺の持ってる神通力を稲守に渡わたすよ。そしたらすぐ元気になると思う」

「ほんと……？　すぐ元気になる？　神通力はどうやってお渡しするの……？」

「俺はわからない。でも稲守なら知ってると思うんだ。絶対元気になる、泣かなくていいよ」

　七緒たちのその様子をこっそり見ている子供がいる。菊丸のことが大好きだと言っていた白多賀だった。

「きくまるのあにさま、なんで泣きよるん？」

　泣いている菊丸を見てしまった白多賀は、己の尻尾を股またに挟はさみ、その先をぎゅう、と握っていた。子供たちが叱られて落ち込んだときによくする仕草だ。白多賀は不安げにしながらも、大好きな兄あに弟子でしを思いやる。床ゆかにつくほど垂れてしまっている菊丸の尻尾を撫でて言った。

「ねえ、おいらのおやつ、はんぶんあげるから泣くのはおよしよ」

「菊丸は泣いてなんかねぇっ、じろじろ見るなっ」

　萩丸がうしろから目め隠かくしをする。白多賀はじたばたしながら「えー。はぎまるのあにさまが泣かしたのー、さいていー」と応戦する。そのやりとりを見て菊丸もようやく笑う。

　そのとき太郎次が部屋から転げ出てきた。

「いなもりのあにさま、おきたよ！」










　目を覚ました稲守がすぐに人ひと払ばらいをしたので、八人の弟子たちは全員部屋を去った。

　七緒は茶ちや碗わんが載のった丸まる盆ぼんと着物を寄せ、ようやく乾かわいてきた獣毛をさらに拭きながら訊きく。

「薬やく湯とうを飲みますか？　菊丸が作ってくれたんです。人の形に戻って着物を──」

『いらぬ。──七緒、近ちこう、……』

　稲守が前まえ脚あしを伸ばすような仕草をする。七緒は磨すり膝ひざで近づき、腿ももに白びやつ狐この頭を乗せた。

　後頭部から背にかけてゆっくりと撫でる。柔やわらかさを取り戻した獣毛、その下にある皮ひ膚ふの熱さに七緒は目を瞠みはった。怪け我がによる発熱であることは容易に知れた。おそらく、稲守は人の形に戻らないのではない。自分の意思で変化できないほど力を消しよう耗もうしてしまっている。

　それでも生き真ま面じ目めな稲守は、いつも変わらない彼の在りかたを貫つらぬく。

『挨あい拶さつがまだであった……ただいま戻もどった』

「はい。……お帰りなさい」

　稲守に、やっと会えた。嬉うれしいはずなのに、思い描えがいていたどの場面とも異なるこの状じよう況きようが悲しい。昨夜会いたいと想おもっていたときは、まさかこんなふうになるなんて考えもしなかった。

　さっきは菊丸に「大丈夫だよ」と言えたのに、今は七緒がだめになる。

　鼻の奥がツンとした。ぐす、と鼻を鳴らしながら獣毛を握ってしまう。

「稲守、死んだりしませんよね？　そんなの絶対いやだ」

　すると稲守はふっと笑った。深く裂けた口の端はしがほんの少しだけ上がる。白狐の微び笑しように七緒はまた泣きそうになる。

『死ぬものか。これしきのことで』

　稲守は深い傷の痛みに耐えるように眉まゆをひそめながらも、七緒が丁てい寧ねいに身体を撫でるとその苦しい表情の合間に安あん堵どのようなものを浮かべた。

　そんな顔をされるのはたまらなくつらい。こうなってしまったのは七緒のせいなのに。

「稲守の管かん轄かつ区域に妖たちが急に増えたのは、俺のせいでしょう。稲守が手に負えないくらい増えつづけてる。あいつらは俺の神通力を喰くうために、俺を捜さがしてるんだ。そうでしょう？」

『違う。これは我ら番狐衆と妖たちの問題だ。余計な思案などせずに、七緒は私の神域にいればよい』

　七緒のことを喰いたい妖や悪あく霊りようが挙こぞって集まりつつある──初めそう言っていた稲守は、今は番狐衆と妖の問題であって七緒は関係ないと言う。一人で戦っているのはもう知れたことなのに、それでも稲守は番狐衆の名を貫く。

　相変わらず稲守の真意は見えない。稲守のことを知りたいと思うほどに、わからないことや知らないことが増えていく。それを再認識させられて胸がしくしくと痛んだ。

　なにから訊けばいいか迷った末に、七緒はここに来てすぐに思ったことを訊たずねた。

「なんであの夜、俺の家に来てくれたんですか。今も、こんな大怪我までして妖たちから俺を守ってくれるのはどうして……俺に神通力が宿っているから？」

『否いな、神通力など、どうでも……、──』

　そこで言葉は途と切ぎれてしまった。勇気を振り絞しぼって訊ねても、こうして稲守は肝かん心じんなことになると途と端たんに口を閉とざす。七緒は諦あきらめて質問を変えた。

「俺、霊れい感かんはものすごく強くて、妖や悪霊は視みえるけど、ただそれだけで特別なことはなにもできないんです。それでも俺の神通力というのは、強いですか？　自分ではわからない」

『途と方ほうもなく強い。妖たちも、我ら稲荷神の眷けん族ぞくすらも羨うらやむほどに』

「でも、持ってても俺には使いこなせない。俺、この神通力を稲守に渡したいんです。どうしたらいいですか？　俺の肉を食べる以外の方法があれば助かるなあって、思ってます」

　すると稲守はまた口を噤つぐむ。しかしすぐ近くにあるヘーゼル色の瞳には、狐きつね火びみたいに熱く揺ゆらめくなにかがあった。

　人の姿のときとは大きさも瞳どう孔こうの形も異なる獣けものの瞳。見慣れているはずのそれに、少しどきどきしている自分を不思議に思いながら獣じゆう毛もうを撫なでつづける。

　ふいに、長い尻尾が腰こしのあたりに触れてきた。狐火が宿ったような熱い視線にとらえられる。

『まぐわうと繫つながったところから七緒の神通力は私に流れ込んでくる』

「え、っ……」

　獣毛を撫でる手を止めてしまった。触れているその身体からだはまだとても熱く、荒あらい呼吸のせいでせわしなく上下している。苦しそうな稲守が噓うそをついているとは到とう底てい思えなかった。

　夜ごと交合を望んできた稲守。七緒を守るために大怪我をしてしまった。七緒は神通力を稲守に渡したい。傷を癒いやし、痛みを打ち消したい。

　あとはもう、七緒の想いひとつなのだろう。けれど……でも、ひどく恐おそろしい──。

　七緒は一昨夜も稲守の挿そう入にゆうを拒こばんでしまった。しかしそれは元いた世界に対する欠片かけらのような執しゆう着ちやく心しんが、悪わる足あ搔がきのように邪じや魔まをしてきただけということに、今はもう気づいている。

　昨夜帰ってこなかった稲守をあれほど恋こいしく想い、いないことを寂さびしく感じた七緒は、もし今夜、いつも通り疲つかれ果てて帰ってきた稲守が挿入を望んできたとしたら、それに応じていたと思う。

　でも、今の稲守の言葉は次元がまったく違う。身体を許し、身体以上に心を切望してやまない相手でも、その姿は白狐であり、自分よりも大きな体たい軀くの、獣──。

　獣の性器を体内に受け入れるという果てしない未知と恐きよう怖ふ。禁断と背徳の境地に足を踏ふみ入れてしまったその先の自分が想像できない。今までと同じ七緒でいられるのだろうか。恐ろしさのあまり胃の中で消化液が暴れだし、また指先が色を失なくしていく。

　七緒のきつい動どう揺ようを見み透すかすように、稲守が静かにつぶやいた。

『獣の私と交わるのは恐ろしかろう。それは道義より外れた姦かん淫いん。畜ちく生しよう道どう同然だ』

「………」

　こんなにも揺れ惑まどう日が来るなど夢にも思わなかった。でも、恐ろしくてしかたないけれど、どうしても稲守に神通力を渡したい。七緒のせいで苦しみながら痛みに耐たえる稲守を少しでも早く楽にしたい。そして白狐の強さを取り戻してほしかった。

　神通力が底をつくと疲ひ弊へいや怪我が回復しなくなり実体が消しよう滅めつすると教えられた。

　浄じよう化かと再生の力がある命婦の滝に入ったにもかかわらず、今も自在に変化することすらままならない稲守は、その状態に近づいているのではないだろうか。

　もし今ここで稲守が消えてしまったら……それこそ怖こわくて恐ろしくて絶対に耐えられない。そうなるくらいなら、獣と交わるほうがまだ耐えられる。その凄すさまじい戦せん慄りつに耐えられると思うのは、相手がほかならぬ稲守だからだ。

　でも怖い。すぐそう考えてしまう自分が情けなかった。逃にげずに、目の前で起こり得るすべてのことにきちんと向き合いたい──美しい御お山やまを朱く染める夕ゆう陽ひにそう強く願ったのに、いつまで経たっても意気地がない己おのれを七緒は恨む。

　人の姿だったら今ごろもうとっくに繫がって、神通力をいっぱい渡して、稲守は回復しているのに──。

　逡しゆん巡じゆんし混迷するばかりになった。表情を硬かたくする七緒に稲守は優やさしく笑う。わかる、獣の姿なのに、よくわかる。どうして痛くて苦しいのに、そんなに優しく笑えるのだろう。

『そなたの神通力など欲しいと思わぬ。私が欲しいのは七緒自身だ。そなたを抱だきたい。しかし心も伴ともなわねば意味がないのだ。心のないまま繫がっても神通力は流れ込みはすまい。否、それ以前に、そなたを抱く悦よろこびなど欠片も生まれぬ……』

「ちがう、それは……、稲守こ、そ──」

　心を見せてくれないのはどっちだよ。そう文句を言いたくなった。

　稲守は心のうちも過去になにがあったかも、なにひとつ伝えてくれないくせに、七緒の心も身体も寄よ越こせと言う。そんなのあんまりだ。

　自分のことはなにも見せないくせして、夜ごと情熱的に七緒を求めてくるのは狡ずるくないだろうか。今だって、七緒は神通力を渡わたしたいと言っているのにそれを無視して生真面目に七緒が欲しいと言う。稲守は本当に酷ひどい男だ。

　でも少しも憎にくめない。それがまた腹立たしい。そう思う自分が可笑おかしくて七緒は笑う。

　笑った拍ひよう子しに、心に痞つかえていたなにかが、すとん、と落ちた気がした。

　痞えをなくすことができた心に少しずつ、満ちてくるものがある。なんだろう。形はおぼろげだけれど、強くて熱いものだ。あるいはそれは七緒が手た繰ぐり寄せたいと切望していた覚かく悟ごであったかもしれない。

　七緒は白い三角の耳を撫でる。その手は自分でも笑ってしまうくらい、かたかたと震ふるえていた。腿ももの上に乗せている大きな白びやつ狐この顔を、滅め茶ちや苦茶に抱きしめる。

『七緒？』

　顔の被ひ毛もうをぐしゃぐしゃにされた稲守が不思議そうな声で呼ぶ。ぱちぱちとまばたきをする白狐の長いまつげが、さらさらと頰ほおを掠かすめる。七緒は、稲守の額に額を重ねて言った。

「俺の神通力を、稲守にあげる……」

『七、緒っ、そなた──』

「で、でも俺、正直すごく怖くて。だから、怖いって言うの我が慢まんできないかも、だけど……やめないで……つづけてほしい、です」

『──わかった。私は決して七緒を傷つけぬ。恐怖に陥おちいるときは諸もろ共ともに』

　稲守は一度だけ深くうなずいて、のそりと巨きよ軀くを起こした。震える手でどうにか帯をほどくと、あとは白狐の口がすべてを剝はぎ取っていく。

　緋ひ色いろの蒲ふ団とんの上、裸はだかの七緒は促うながされるまま四よつん這ばいにならされた。脚あしを大きく開かされ、稲守の前まえ脚あしで背を反るほどに押される。その拍子に肘ひじも顔も蒲団につけてしまい、腰と尻しりだけを高く上げるというひどく恥はずかしい姿になってしまった。

　四し肢し動物の交こう尾びそのままの体勢をとらされ、肌はだがざわめく。

「あ、……や、っ」

　開かい脚きやくしているせいで完全に露ろ出しゆつした後こう孔こうや陰いん囊のうを稲守がぴちゃぴちゃとねぶりだす。

　白狐の舌は熱くて重たくて、獣特有のざらつきがあった。意思を持った生き物のようなそれが尻の割れ目をぬるぬると這はいまわる感かん触しよくは、人の形をした稲守の愛あい撫ぶとは違ちがう。獣に秘部をいじられていると感知した身体が熾おき火びに炙あぶられたように熱くなった。

『ようほぐさねば入らぬからな……』

「え……、あっ、あ！　……あぅ、……あぁぅ」

　ぬぷぷ……と奥まで入ってきた太い舌に、陰いん茎けいを挿入された錯さつ覚かくを起こした。舌でこの質量ならば、あの器官はどれほどなのだろうとまた恐ろしさが募つのる。

　稲守は怖がる七緒を宥なだめるように舌をゆっくりと抜ぬき挿さしした。身体は強こわ張ばっていても、夜ごと稲守の指を受け入れてきた孔あなは唾だ液えきのぬるつきも合わさって少しずつほころんでいく。

「あ……、あ……」

『ああ、七緒、すぐ柔やわくなるようになったな。早はよう……、早う入りたい……だが傷つけてはならぬ、あと少しばかり慣らそう』

　言葉とは裏腹にきつい興奮を見せはじめた稲守は後脚だけで座り、前脚を使ってさらに尻を押し開く。突とつ然ぜんせわしなく舌を抽ちゆう挿そうされ、びくっと腰が揺れた。

「──ぅ、っ」

　背後から獣の匂においが漂ただよってくる。思わず見てしまったそこに、七緒は戦慄の声を漏もらした。

　勃ぼつ起きした白狐の性器は、太さもあるがやけに長い。先せん端たんに張り出しはなく、茎くきには毛細血管のようなものが目立つ。全身が長い獣毛で覆おおわれている中、色素の薄うすい肉にく竿ざおだけがつるりとしていて、それが妙みように生々しい。そして、すでに達しているのではないかと思うほど大量の先走りを射出しつづけていた。

『もうよいだろう、ああ、ようやく、七緒のなかに──』

「い、稲、守……待っ、て……あ、あっ」

　七緒の裸ら体たいに影かげが落ちてくる。覆いかぶさってくる白狐の身体は本当に大きい。

　汗あせを纏まとう七緒の背が柔らかな被毛で包まれる。蒲団についている両肩かたの真横に前脚が置かれた。耳元でハッハッと短い獣けものの呼吸がする。

　恐る恐る顔を上げると、すぐそこに稲守がいて、頰をぺろりと舐なめられた。

「いな、もり」

　深手を負っても苦しくても、きりりとした美しい白狐の貌かお。見み蕩とれたのも束つかの間ま、後孔にびしゃびしゃと熱い先走りをかけられて、獣の四肢に囲われた細い身体がぞくぞくと総毛立つ。

　逃げる隙すき間まなどどこにもなく、ぴたりと重ねられた後脚によって尻を下げることもできない。

　つぷ、と窄すぼまりに先端の引っかかる感触があった。じわじわと孔が拡ひろげられていく。

「あ！　──こ、怖い、いやだ、こわ、いっ……！」

『七緒、七緒、つかまれ、どれだけ握にぎっても毟むしってもかまわぬぞ』

　蒲団を搔かき毟る手に、稲守がすぐさま長い尻尾しつぽを寄せてくる。七緒はそれに無我夢中ですがり、もう片方の手で稲守の前脚をつかむ。

　後あと戻もどりの許されない、獣との姦淫。迫せまりくる未知の恐怖に七緒は一人で耐えるのではない。この大きくて逞たくましい白狐がついている──。

「うぁ、あ、──稲守っ、いなもり、怖いっ……あ、あぁっ！」

『大だい丈じよう夫ぶだ、もう入る。ほら、もう……ああ、七緒──』

　張り出しのない陰茎はさして抵てい抗こうもなく、ぬらりと中に入ってくる。しかし腹の皮を思いきり引き伸ばされるような凄まじい膨ぼう張ちよう感かんに、大量の汗が一気に噴ふき出てきた。七緒はぎりぎりと尻尾を握りしめ、稲守は背や首筋を流れる夥おびただしい汗を懸けん命めいに舐め取っていく。

「おなか、が……！　くる、しぃ……っ、くぅ──」

　どくんどくんと体内で激しく脈打つものが、自分の心臓なのか白狐の怒ど張ちようなのかわからなくなる。喘あえぐ七緒を舌で宥めながらも、稲守は腰こしを揺ゆらすことをやめない。

　猛たけ々だけしい獣の楔くさびに身体からだの奥を拓ひらかれていく。　>>>♥

『痛いか、苦しいか、七緒、私が恐おそろしいか。許せ、止めてやれぬ……』

「んんっ……！　ふ、──」

　稲守のほうがよほど痛くて苦しい思いをしているのに、と可笑しくなってしまった。そのとき不思議と恐きよう怖ふが少しだけ薄まって、身体の力をふっと抜くことができた。

　ゆるんだ身体が、白狐の長大な陰茎の根元までをゆっくりと吞のみ込んでいく。

「あ、……あ──、稲、守……、なか、すごく、入っ、て……」

『ああ。そなたのなかに私が奥深くまで入っている。七緒は苦しくないか。恐ろしくないか』

　ひっ、ひっ、と短い呼吸をしながら首を捻ひねって見上げると、ひどく心配そうにのぞき込んでくる白狐と目が合った。そうなると恐怖がさらに遠ざかる。拡がりきった後孔はじんじんしているし腹も膨ふくれたままで、七緒の茎は兆きざしてもいないけれど、それでかまわなかった。

「ぅ、ん……、もう、だい、じょうぶ」

　繫つながるまでは恐ろしかったけれど、繫がってしまえば怖こわさよりも稲守の回復を願う思いが強くなった。快感を得るまではさすがにいかないが、腹の中の凄すさまじい存在感が、少しずつ馴な染じんでくるように思う。

　七緒の返事を聞いた稲守は、切れ長の瞳ひとみをすうっと糸のように細くする。すりすりと頰ずりをしてくるその仕草はとても優やさしかったが、大きな白狐の抽挿はとても重いものだった。

　ズッ、ズッ、と鈍にぶい水音を立てて長い陰茎が出たり入ったりを繰くり返す。

「あっ、あっ、強い、ぃ……、つよ、いっ……」

『ああ、七緒、たまらぬ……そなたとの、交尾、は……、たまらなく愛いとしい、七緒──』

　稲守の恍こう惚こつとした声。それを聞いて初めて、七緒は自分を孤こ独どくへ追いやった不思議な力を好きになれた。この力を憎みはしなかったが煩わずらわしいとは思っていたし、好きになることなど絶対にできなかった。でも今は持っていてよかったと心から思う。

　そう思いながら見つめた稲守は、獣なのにわかりやすいほど幸せに満ちた顔をしていた。

　くすんでいた獣じゆう毛もうが艶つやと煌きらめきを取り戻もどしていく。稲守の身体が回復していく。繫がったところから、そう感じとれた。

　──よかった。ちゃんと届いてる。

　七緒には神通力がなんなのか、その正体を知る術すべはないけれど、たとえば想おもいであるとか、心であったりすることを願った。それが稲守に流れていくことで彼が少しでも強さを取り戻せるなら、いくらでも流れていけと思う。

『いい……深いほどよう流れてくる……』

「あ……。それ、なら……もっと、おく、……きて」

『七緒っ──』

「は、……ぁ、あっ、あっ！」

　白狐の巨軀がさらに重く乗ってくる。少しの身動きも取れなくなった七緒の中に、ひどく興奮した稲守が熱いきり立つ雄おすを何度も何度も突つき入れてくる。

『七緒、私の七緒っ。そなたは、清い心と、この、愛うい身体……獣の陰茎にすら、甘くからみついてくる、まこと白びやつ狐この奥方に相応ふさわしき──』

「んっ、んぅ……あぅ、……っ」

　力を取り戻した稲守の激しい抽挿は獣の交尾そのままで、くらくらと眩暈めまいがした。

　まぶたを閉じてその強い律動を受け止める。七緒まで獣になったような錯覚に陥って言葉にならない声が漏れる。

　全身を柔らかな獣毛で覆われ、腹の中を白狐の長大な性器でいっぱいにされた。身体の外側からも内側からも強く抱だかれているみたいになって、身体だけではなく心までも熱くなる。

　ふいに、伸のしかかってくるものが少しだけ軽くなり七緒はまぶたを開いた。

「あ。稲守。姿が──」

　白く長い獣毛が、少しずつ短くなっていく。白狐の前脚が五本の指に分かれてゆく。

　完全な回復を果たした稲守が人の姿を取り戻してくれた。その逞しい体たい軀くに深い傷きず跡あとはどこにも見あたらない。大きな安あん堵どに泣きそうになる。

　稲守は一度繫がりをほどいて七緒を仰あお向むけに寝ねかせた。すぐに覆いかぶさってきて、ふたたび中に入ってくる。

「あぁ……、ん……」

　自然と甘い声が漏れた。内ない壁へきを撫なでられることでこんなにも快感が呼び起こされるとは思いもしなかった。安堵したからだろうか、それとも人の姿をした稲守の陰茎だからだろうか。

　ずっと萎なえたままだった茎に熱が宿り、硬かたくなっていく。

「七緒、よう頑がん張ばってくれたな。もう恐ろしい思いはさせぬ」

　優しく微笑ほほえむ稲守が、汗で濡ぬれた七緒の髪かみを丁てい寧ねいに梳すいてくる。

　綺き麗れいな白い髪と、三角の耳。ときどき見蕩れてしまう、骨ばった長い指。ヘーゼル色の瞳が輝かがやく、整った貌。たった一日半見ていないだけなのに、とても懐なつかしく感じてしまった。

「俺……稲守に、会いたかった、です。やっと、会えて……よかった」

　涙なみだ交じりの声でそう伝えると唇くちびるを塞ふさがれた。深く甘い口づけに酔よい痴しれていると稲守の腰が動いて、さらに奥へと入ってきた雄が、ぐうっと膨らんだ。

「ぁ、あっ、……すごいっ、おっき、く……な、──ぁ、んぅ」

　感じたままを口にしたら、長くふさふさの尻尾が伸びてきて、ぽふ、と押さえられた。

「あまりいやらしいことを言うてくれるな。本当にそなたをどうにかしてしまう……」

　稲守が苦笑交じりにつぶやく。赤くなった顔を見られたくなくて、七緒は尻尾をぎゅっと抱きしめて顔をうずめた。逞しい腰が大きく揺れはじめる。

「七緒……、七緒──」

「あっ、あっ、あっ……、きもち、い……」

　そこから長くつづいた抽ちゆう挿そうの果て、腹の中に熱いものを感じた七緒は稲守が精を撒まいたことを知る。放つ瞬しゆん間かんの、稲守の苦しくも愛あい欲よくに満ちた表情はぞくぞくするほど美しい。

　それを見つめる七緒は尻尾を抱いたまま、茎くきの先せん端たんから白い蜜みつをたらたらと漏もらした。

　重なりつづけている稲守の長ちよう軀くは、白狐のときよりもずっと熱い。でも怪け我がによる発熱ではなくなっていた。狂くるおしいほどに七緒を求める稲守の熱だった。熱すぎるそれに、七緒はわずかに身をすくませる。

「もう神通力は要いらぬ。このまま朝までまぐわいつづけ、存分に七緒を貪むさぼり愛するのだ。片時も繫がりをほどかぬぞ」

「え、え……っ？　うそ、でしょ……、まだ夕方、……」

「もう夕刻か。口くち惜おしい。丸一日交まじわっていても足りぬほどなのに」

「ちょっと、待って……おねがい、です。俺、稲守に訊ききたいことが──」

　そう懇こん願がんしたが聞き入れてもらえなかった。否いな、稲守は七緒との行こう為いに夢中になり、聞こえていないようだった。息を荒あらくしながら乳首に吸いついてくる。そこをぴちゃぴちゃとねぶり、熱い吐と息いきをつく。

「中に入っておれる時間の、なんと短いことよ。まあよい、早う祝しゆう言げんを挙げ、夜ごとまぐわうとしよう。そなたは私だけのものだ。心も身体も、なにもかもすべて。もう二度と離はなれはせぬ。放さぬぞ七緒。私の奥方……」

「あ！　いや……稲守っ。待って、ほし──、あぁ……ん、あっ、あっ……！」

　白狐のときと変わらない激しい腰使いを稲守は延々と繰り返した。

　やっと近づけたと思ったのに──がくがくと揺さぶられながら、七緒はまた近くて遠い存在になってしまった稲守を見つめる。

　弟で子しが付かないばかりに、広い管かん轄かつ区域をたった一人で守護しつづけている稲守。

『誰だれよりもご自分を律していなさる』──菊丸のその言葉に噓うそはないと思う。生き真ま面じ目めで実直なその様子は、近くで見ていて痛いほどよくわかる。

　それならなぜ、稲守は最大の禁きん忌きを犯したのだろう──。

　すべてを捧ささげてきた弥多稲荷大神を裏切るような行為でもある。

　当時、最大最強を誇ほこっていたという白朱番狐衆。その事実上の解散は、稲守にとって汚お名めいであり、眷けん族ぞくの助力なく一人で白朱番狐衆の名を背負うことは、屈くつ辱じよくとも言えるのではないだろうか。

　そんなことに陥おちいってまで、稲守はなにを守ろうとしているのだろう。

　狂おしく七緒を求める一方で、おそらくその存在は、今も稲守の心をつかんで放さない。

　稲守はその強きよう[image: 靭]じんな肉体と心のうちに、なにを秘ひめているのだろう。

　知りたいと思うけれど、肝かん心じんなところは口を閉とざす稲守に、訊くことを拒こばまれていると感じてなにも訊くことができない。それはとても寂さびしい。

　寂しいと同時に、どろどろとした思いが──それはおそらく嫉しつ妬とのようなものが──七緒の心に巣くう。そんなことを考えている自分が嫌いやでたまらなくなった。

　訊けない寂しさも、稲守の心をとらえつづける存在への嫉妬も、なにもかも忘れ去りたくて、七緒は稲守が繰り出す激しい抽挿と強きよう烈れつな快楽に身を投じていった。
















「いってらっしゃいませ!!　いなもりのあにさま!!」

　翌朝も子供たちの雄お叫たけびが玄げん関かんに響ひびき渡わたった。

　一番うしろに座る七緒は「行っでらっじゃいまぜ……」としわがれ声でつぶやく。

　本当に一いち番ばん鶏どりが鳴くまで怒ど濤とうのような交合をつづけられ、啼なかされ喘あえがされて、声が潰つぶれてしまった。稲守といえば、完治・全快を通り越こして絶好調である。まるで昨日の大おお怪け我ががなかったかのように、いつも通り白地金きん襴らんの陣じん羽ば織おりを纏まとい太刀たちを佩はく。

「恙つつがなく事を為なせ。では行って参る」

　狐きつね面をつけた稲守は、寸分狂わぬ所作で七緒と弟子たちに一礼すると玄関を出て行った。

「七緒のあにさま、ありがとうございます！」

　大戸を閉めた菊丸が、ぎゅう、と抱きついてくる。三角の耳は昨日と違ちがって元気よくピンと立っていた。それを見た七緒も本当に嬉うれしかったが、菊丸の質問に身体からだが硬こう直ちよくした。

「どうやって稲守のあにさまに神通力をお渡しになったんですか？　声がガラガラですけど、お歌を歌ってお渡しになったとか？　お身体の具合は悪くないですか？　神通力が減っちゃったら疲つかれるでしょう？　おやすみになりますか？」

「や……大だい丈じよう夫ぶ。俺、元気だから。神通力はその……握あく手しゆの延長、みたいな感じ、かなー？」

「あくしゅのえんちょう……」

　なにも知らない無む垢くな菊丸の、清らかできらきらの瞳ひとみに見つめられて、なんだかつらい。

　そうかと思えば、頰ほおを紅潮させた萩丸は気まずさ満まん載さいで目も合わさない。

　──は、萩丸のやろう……。知ってるなら上手うまく説明しとけよ……！

　同じ稲荷大神に創つくられ育てられて、今だって各おの々おの個人部屋を持っていながら同じ部屋で寝るくらい四六時中一いつ緒しよのくせに、なぜその知識だけ差ができるのか。

　どちらかに統一してほしかった。おかげさまで謎なぞの二重苦である。凄すさまじい葛かつ藤とうまでしてあんなにも頑張ったというのに、報むくわれない自分が可哀かわい想そうでならない。

　昨日の荒こう天てんが噓のように、今日は快晴だった。

　稲守の素す晴ばらしい回復ぶりと、この燦さん々さんと降りそそぐ夏の陽ひも相あい俟まって、昨日のできごとの深刻さがやや霞かすんで見える。萩丸と菊丸、六人の子供たちも七緒と同様のようだった。

　特に七緒は、初めて口をきいたあの漆しつ黒こくの塊かたまりの存在すら頭から抜ぬけてしまっていた。

　大おお騒さわぎの朝食を終えて掃そう除じと見まわりをする。

　昼食はお弁当を作り、それぞれちりめんの小こ風ぶ呂ろ敷しきに包んであげた。畑まで持っていき、皆みなでそれを食べる。子供たちは小判型の箱にぎゅうぎゅうに詰つめられた白米や彩いろどり豊かなおかずが嬉しくてしかたないらしい。暴れはしなかったけれど、雄叫びをあげて食べていた。

　夏特有の、熱と水気を帯びた風が吹ふき抜けてゆく。逞たくましく育った稲いな穂ほがきらきらと輝きながら揺ゆれ、青い波を形づくる。真っ青な空に綿わた菓が子しのような雲がもくもくと立っていた。

　昔ながらの田園風景に、七緒は心を洗われるようだった。昨夜の寂しさも、どろどろとした気持ちも、御お山やまを渡る熱い風が攫さらっていってくれる。

　お弁当を食べ終えて畑仕事を始めた。皆それぞれ散らばって草むしりや肥料やりに勤いそしむ。七緒も流れ落ちてくる汗あせを手ぬぐいで拭ふきつつ雑草を摘つんでいく。

　そのとき、頭の中に声が響いた。

　──奥方みずから畑仕事とは。まあ、最弱最小の白朱番狐衆ならばしかたあるまい──。

「え……!?」

　青い稲穂に大きくて真っ黒な影かげが走った。

　あいつだ。あの漆黒の塊。昨日口をきいた──そう思ったとき、七緒の身体が宙に浮ういた。

「う、わぁっ……！　なん、だっ!?」

　今まで七緒が一人のときに一いつ瞬しゆんだけあらわれていた漆黒の塊。それが昨日口をきき、今日ついに正体を見せた。鴉からすじゃない、人間だ──その姿に七緒は驚きよう愕がくする。

　着物も、陣羽織や袴はかま、臑すね鎧よろいや高たか下げ駄たまでも、すべてが黒だった。長軀に見合う漆黒の太刀を佩き、そして顔には黒い狐面。黄金色の眼まなこのまわりは隈くま取どりのように刷はかれた青があった。

　長い黒くろ髪かみには黒い三角の耳。ゆらゆらと揺れる真っ黒の尻尾しつぽは稲守と同じくらい長い。

　陣羽織姿の稲守を、丸々墨ぼく汁じゆうに浸ひたしたような男。その男に七緒は抱だき上げられてしまった。

「は、放せ！　いきなりなにするんだよっ！　あんた誰だっ？」

「おうおう、なかなか威い勢せいのよい奥方ではないか」

　七緒は力任せに男を殴なぐりつけたが、嗤わらわれただけでびくともしない。攫われそうな七緒を見て、瞬しゆん時じに白狐姿になった萩丸が駆かけてきてくれた。

　しかし近づいたそこで脚あしを止めてしまった。萩丸は困こん惑わくに満ちた声を出す。

『おやめください黒鉄のあにさま！　なんで七緒のあにさまを攫うんです？　妖あやかしでもないのに！』

「え!?　今、なんて──」

　この男が、稲守とそっくりの格好をしたこの黒ずくめの男が、黒鉄だと言うのか。

　七緒がここに来た翌日耳にした『黒鉄のあにさま』。

　稲守のほかに〝あにさま〟がもう一人いる──そう思って、ずっと気になっていたまま訊けずにいた存在。

　硬直する七緒を抱いたまま、黒鉄と呼ばれた狐面の男が嗤う。

「昨日、稲守にひとつ貸しを作ったのだ。その借りを返してもらおうと思ってな」

『どういうことです？　それと七緒のあにさまとなんの関係がありますか!?』

「それは稲守に訊くとよかろう」

　萩丸に奪うばい返す隙すきも与あたえず、そう短く言った黒鉄は七緒を抱いて神域を去った。










　滅め茶ちや苦茶に暴れすぎたのが裏目に出た。

　黒鉄が目的地につくまでのあいだに、額をトンと突ついてくる。それだけで身体に力が入れられなくなった。かろうじて口は動く。でも身体の自由がきかなくなったことで恐きよう怖ふ心が芽生えてしまった。ここで喚わめくと言葉まで封ふうじられそうなので黙だまっておき、脱だつ出しゆつの機会をうかがう。

　やがて玉砂利が敷しかれた道と石いし燈どう籠ろうの連なりが見えてくる。

　その先には荘そう厳ごんな大門がそびえ立ち、大門の両りよう脇わきには大おお提ぢよう灯ちんが掲かかげられていた。

　左の大提灯には〝黒こく青せい番ばん狐こ衆しゆう〟の文字。右の大提灯には桔き梗きようを図案化した紋もんが入っている。

　大門をくぐると、豊かな彫ちよう刻こくの施ほどこされた唐から破は風ふの二重屋根が姿をあらわす。

　黒鉄が大戸を開け長い廊ろう下かを曲がり、奥まった部屋の襖ふすまを開けた。七緒がおろされたその場所は、まるで鏡に映したかのように稲守の神域と同じ様子をしている。

　違ったことといえば提灯に入れられた文字と定じよう紋もんくらいだろうか。

　おろされた部屋の畳たたみを這はって、七緒は黒鉄とできるだけ距きよ離りを置き、キッと睨にらみつける。

　黒い狐面をつけた男は愉ゆ快かいだとばかりに肩かたを揺らして嗤った。さっき萩丸が呼んだことによって知っただろうその名を馴なれ馴れしく口にする。

「七緒よ、まあそう怖こわい顔をするな。取って食いはせん。──今はな」

　その含ふくみのある言いかたに嫌けん悪お感かんと恐怖が増した。できるだけ低い声を出して訊たずねる。

「妖……じゃない。いったい誰なんだ」

「稲守から聞いておらんのか？　おれは弥多稲荷大社の黒青番狐衆頭目だ。名は黒鉄」

「え!?　弥多稲荷大社の番狐衆!?　どういうこと？　番狐衆頭目は稲守でしょう」

「はっ！　あやつはいつまでも一人の分際で番狐衆の名を騙かたる愚おろか者よ。聞かされておらんのなら教えてやろう。高位の稲荷いなり大おお神かみには黒こく狐こと白びやつ狐こ、ふたつの番狐衆がつくのだ」

　ものすごく感じの悪い言いかたで、ひどく嫌な気持ちになった。

　ここに連れてこられるまでのあいだ、なぜ稲守や萩丸や菊丸は黒鉄のことを早い段階で教えてくれなかったのだろうと考えていたが、今なんとなく納なつ得とくできた。勝手に攫ってきて稲守のことを悪く言うなんて、同じ番狐衆でも好きになれる要素がまったくない。

　腹が立ったおかげで恐怖が薄うすくなる。そうすると少しだけ冷静に物事を見ることができた。全身真っ黒の黒鉄。黒い狐面には青の隈取。そして黒地金襴の陣羽織には青あお紫むらさきの桔き梗きよう紋もん。

　七緒は思い出す。朱しゆ色いろと青あお丹にと金で彩られた色いろ鮮あざやかな弥多稲荷大社の楼ろう門もん。その両脇に鎮ちん座ざするのは、朱あかい鍵かぎを銜くわえる白狐と、青い宝ほう珠じゆを銜える黒狐──。

「──もしかして、楼門に立つ狐像の片方が、あなたってことですか？」

「ほう、おまえ阿あ呆ほうではないようだな。そうだ、おれと稲守は楼門に立つ狐像の化身だ」

　いちいち癇かんに障さわる言いかたをする男だ。この場所も似ていると思ったがまったく違う。

　今すぐ稲守の神域に帰りたい。否いな、絶対に帰ってみせる。

　幸い額を突かれたことによる全身の痺しびれのようなものは解けてきていた。とはいえ、もう少し力が戻もどらないと全速力で駆けることができない。

　七緒は時間稼ぎと黒鉄を油断させるつもりで質問を重ねた。

「なぜ稲守のことを悪く言ったり、俺を攫ったりするんです？　一対の狐像なら弥多稲荷大神さまのために協力するのが普ふ通つうでしょう？」

「一対だからこそ憎にくいのだ。奴やつは昔、大神の許可なくこの地を離はなれた。それだけではない、大事な神通力を半分にして戻ってきたのだ。この地を守り、弥多稲荷大神を守護奉たてまつるための神通力だぞ？　なにをしたらそうなるのだ。たわけの極きわみであろう。だが稲守に罰ばつはなく、大神は頭目としておれと同等に扱あつかう。しかたあるまい、あれは弥多稲荷大神の寵ちよう児じだからな。許しがたきは稲守がそれにかまけて傲ごう慢まんであることだ。同じ眷けん族ぞくのおれたちにひとつの弁明も謝罪の言葉もない。それが気に食わんのだ」

「そんな……」

　時間稼ぎのつもりが思いもよらぬ話になってしまい七緒は困惑した。

　稲守が過去に犯おかした最大の禁きん忌き。それがこんなところにまで強く影えい響きようしてしまっている。

　黒鉄のことはあまり好きになれないが、それでも彼の言い分はわからなくもない。

　どんな理由があるにせよ、稲守は当時の弟で子したちと一対である黒鉄だけにはきちんと事情を説明し、謝るべきではなかっただろうか。そうしていたら今ほど非難を浴びることもなかっただろうに。生き真ま面じ目めで礼節を重んじる稲守がとる行動とは思えなかった。

　そして最も気になるのは、稲守が神通力を半分にして戻ってきたということだ。黒鉄の言う通り、どうしてそんな事態になってしまったのだろう。

　眷族の命とも言える神通力を半分失ったということは、それだけ寿じゆ命みようが短くなっているということだ。ただでさえ日々神通力を激しく消しよう耗もうしている稲守が、急に消えてしまうのではないかという強きよう烈れつな不安に襲おそわれる。

　最大の禁忌を犯し寿命を縮め、一人になって非難を浴びてまで、稲守は頑かたくなに、いったいなにを守ろうとしている──？

　またわからないことが増える。知らない稲守ばかりになって、嫌いやでたまらなくなる。

　七緒の心は限界に近づいていた。

　そんな心情など知る由よしもない黒鉄が苛いら立だちを見せはじめる。黒い狐面の、鋭するどくつり上がった黄金色の眼に睨みつけられた。

「おまけにこの数週間で妖どもが爆ばく発はつ的に増えたのは、あやつがおまえをこの地に呼んだからであろう。勝手なことばかりしおって。おれとて神通力がいくらあっても足りんわ」

「稲守が俺をここに呼んだ？　それは違ちがいます。俺が家を見つけて引ひっ越こしてきたんです」

「そんなくだらんことはどうでもよい」

「!!」

　鼻先が触ふれるほど近くに、黒い狐面が迫せまる。その一瞬のできごとに心臓が跳はねた。

　どうして、たった今までかなりの距離を稼いでいたのに。

「お、俺に近づくなっ……」

　薄い狐面一枚を隔へだてて、黒鉄が鼻を鳴らす。見慣れた狐面が黒いだけでこんなにも怖い。

「人間の身でありながら、ずいぶんと上質な神通力を持っておるな。妖どもが挙こぞって集まるのも無理はない。この肉体は、さぞや旨うまかろう。その精もな」

「くっ……、あっ、なに、する！」

　やっと意思通りに動かせた足で蹴けりつけたが、その足首に巻きついてきた黒くふさふさの尻尾しつぽに動きを阻はばまれた。同じ獣じゆう毛もうでも感かん触しよくがまったく違う。ぞっと粟あわ立だつ脚を広げられる。

　無防備になった股また座ぐらの匂においを確かめるように、狐面の黒い鼻先が近づけられた。

「やめろっ」

「ふん、交こう尾びは済ませたのか。つまらん。だが祝しゆう言げんは挙げておらんだろう。まだ弥多稲荷大神に御お披ひ露ろ目めが済んでおらんな？　ではおれが娶めとる。夜通しまぐわって、おまえの持つ神通力をすべておれのものにしてやる。昨日稲守にやった貸しは、おまえが身体からだで返すのだ」

「ふざけたこと言うな！　誰だれがそんなことするものかっ。……あ、ぁっ！」

　押し倒たおされてすぐに黒鉄が馬乗りになってくる。両手首をまとめてつかまれ、畳に押しつけられた。黒鉄のもう片方の手が、狐きつね面にかかる。

　番狐衆頭目の顔を見た人間は娶るのがしきたり──稲守の言葉を思い出し、総毛立つ。

　黒鉄は、みずから狐面を外すつもりだ。

「いやだ、見せるなっ、あんたの──頭目の顔なんか見たくない！」

「は？　なんだその時代遅おくれの世よ迷まい言ごとは」

　黒鉄が狐面を外した。それを懐ふところにしまい、空いた手で顎あごをつかんでくる。

　限界まで逸そらしていた顔を無理やり正面に向けさせられた。必死でまぶたを閉じ、叫さけぶ。

「う、ぁ……、いやだ……！　い、稲守──！」

　そのとき、朱い狐火がボウッと音を立ててあらわれ、七緒を守るように、また黒鉄を威い嚇かくするように揺ゆれた。黒鉄は驚おどろきもせず「もう来よったか」と掌てのひらから青い炎ほのおの玉を出す。

　朱い狐火と青い狐火は互たがいにぶつかり合って消えてしまった。

　やがて廊下のほうから騒さわがしい足音と何人かの入り乱れた声が聞こえてきた。

　──お下がりください稲守のあにさま！

　──無礼ですぞ、お下がりをっ。

　──ええい、退のけ！　無礼なのはどちらか！　余所よその奥方をかどわかすなど言語道断!!

　ものすごく乱暴な音を立てて襖が開かれる。そこにあらわれた全身白ずくめの男だけを七緒は見つめた。黒鉄が立ち上がった隙すきに畳を這うようにして逃のがれると、駆かけ寄ってきた稲守が強く抱だきしめてくれた。

「七緒っ、許せ、大事ないか」

「う、ん。稲守、ありがと、──」

　いつもの厚い胸板に顔をうずめた。黒鉄の顔を見ずに済んで心から安あん堵どする。

　稲守が来てくれて嬉うれしかった。自分の力で神域へ帰るつもりでいたけれど、不安や恐おそろしさはずっとついてまわっていた。

　情けないが震ふるえてしまっている身体を、白く柔やわらかな尻尾が摩さすってくれる。やはり黒鉄のものとは違うその感触に嬉しさが募つのったのに、それを稲守の言葉に覆くつがえされることになった。

「なんという卑ひ劣れつな嫌がらせを！　奥方は関係なかろう、やるなら私にやれ！」

「そんなもの、なんの趣おもむきも面おも白しろみもないではないか」

　くっくっと嗤わらう黒鉄は、本当に座興を愉たのしむような言いぐさをした。

　稲守が奥歯を嚙かみしめる音がする。ほどなくして放たれた言葉に、七緒は耳を疑った。

「私が憎くてしかたないようだな。あとわずか五十年だ。我が慢まんしろ。さすれば私は消える」

「え、なにそれ──」

　聞きまちがえたのかと思ったが、そうではないようだった。黒鉄は知っていたのだろうか、驚きも動どう揺ようもしない。

「ちょっと、待ってくださいっ。どういうことですか？　説明して……教えてください」

　驚きよう愕がくする七緒など少しも気にせず、稲守は黒鉄と睨にらみ合いながら七緒を抱き上げた。

　七緒へと視線を移してきた黒鉄は皮肉を籠こめて嗤ってくる。

「無む駄だだ、やめとけ七緒。そやつは誰にもなにも言わん。なにもかも腹に納めたまま死ぬと決めておるのだ。それがどれだけ周囲の者に難なん儀ぎをかけておるかも気づかずにな」

「なにを言う、私は誰にも難儀などかけておらぬ」

「稲守っ、ちゃんと、話してください、全部……く、黒鉄さん、にも──」

　そう言ったが稲守は聞く耳をまったく持たない。そのまま部屋を去っていく。

　七緒はひどく焦あせった。勝手に攫さらってきたことは許せないけれど、黒鉄は稲守が禁忌を犯した理由を知るべき立場の者だろうに。七緒と同じように、ただの興味本位で知りたいのではなくて、稲守のことを気にかけている──稲守の肩かた越ごしに見えてしまった黒鉄の、その皮肉めいた表情の奥に寂さびしさのようなものがあることに気づき、七緒はそう確信した。

　稲守は大おお股またで駆けていく。複雑な表情をする黒鉄は、すぐに七緒の視界からいなくなってしまった。










〝御ご神しん燈とう〟の文字が刻まれた石いし燈どう籠ろうの連なりを進むと、白朱番狐衆の大おお提ぢよう灯ちんが見えてくる。

　珍めずらしく早く帰ってきた稲守は弟で子したち全員に迎むかえられた。

「七緒のあにさまっ。本当に申し訳ありません！」

「い、いいよ、大だい丈じよう夫ぶだから、そんな頭下げたりしないでよ。ね？　もう立って」

　玄げん関かんに入ってすぐに萩丸が平へい伏ふくしてきたが、七緒はそう返事をするので精せい一いつ杯ぱいだった。

　稲守に片かた腕うでで縦抱きにされたまま、おろしてもらえないし話も聞かせてもらえない。

『あとわずか五十年だ。さすれば私は消える』──さっき稲守が黒鉄に言ったことを聞いた時点で、七緒の心はとうに限界を超こえてしまっていた。

　そのことに気づかない稲守は、立ち上がった萩丸の頭を大きな拳こぶしで思いきり打つ。

「たとえ相手が頭目であっても、悪あしき行いならば断じてそれを許すな。今日のおまえの躊ちゆう躇ちよは咎とがである。次はもうないが、万が一同じ状じよう況きようになったとき、命を懸かけて己おのれの正義を貫つらぬけ」

「はいっ」

　稲守が長い廊ろう下かを曲がって二間つづきの部屋に入り、襖ふすまを閉める。畳たたみにおろされてすぐ、黒鉄にしたように距きよ離りを取ろうとした。でも当然のように胡坐あぐらをかいた稲守が腰こしに腕うでをまわしてくる。

「いやだっ。放してください」

「七緒？　どうした、早はよう上に座れ」

「……っ」

　抗あらがっても力では敵かなうわけがない。細身が軽々と持ち上げられ、いつも通り座らされる。

　七緒はヘーゼル色の瞳ひとみに力を込めて稲守を睨みつけた。

「なんで黒鉄さんと話さないんですか？　俺、全部話してくださいってお願いしましたよね」

「あやつに話すことなどなにもない」

　その言葉にまた胸がざわめいた。黒鉄の言う通り、稲守はなにひとつ口にしないまま消えていくつもりなのだろうか。五十年すれば、消えていく──。

「なんなの……。いったい幾いくつ隠かくしごとしてるんですか稲守は。五十年ってなに？　消えるなんて聞いてない。神通力、半分もどこにやったの。なんでずっと一人で番狐衆やってるの」

　自分でも驚くほどに、稲守を責める言葉がぼろぼろと唇くちびるからこぼれ落ちてきた。こんなにも強く逞たくましい稲守が五十年後には消えてしまうなんて、そんなの信じたくない。

　稲守本人の口からとはいえ、あれは黒鉄に言ったことだ。間接的にしか知らされないことも心の乱れに拍はく車しやをかける。

「どうした七緒。黒鉄になにを言われた？　なにをされた？」

「なにもされてなんかないっ……」

　急に声を荒あららげた七緒に、稲守はただただ驚くことしかできないようだった。

　でも急なんかじゃない。もうずっと稲守が遠かった。

　大事だと想おもっているから知りたいのに。でも無理やり聞き出すのはよくない。だから、おこがましいかもしれないけれど、七緒になら伝えてもいいと思ってくれるよう願っていた。

　でも稲守は、いつまで経たっても七緒に本当の稲守を見せてくれない。

　心がなければ意味がないと言ったのは稲守だ。七緒もそう思っている。そして昨日それを確かめたのではなかったか。

　心のないまま繫つながっても神通力は流れ込まないと聞かされた。でも七緒の神通力は、ちゃんと稲守に流れていった。それなのに、どうしてまだこんなにも遠いのだろう。

　愛ういとか愛いとしいとか七緒が欲しいとか、そんな言葉だけ伝えてほしいのではない。もちろん言ってもらえたら嬉しい。でも、もっと大切なことがある。もっと伝えてほしいことがたくさんあるのに。

　積もったものがさらさらと音を立てて崩くずれていくようだった。あるいは七緒を突き動かしたものは、御お山やまの風に攫ってもらったはずの嫉しつ妬とだったかもしれない。

　困こん惑わくする稲守に、七緒は畳たたみかけるように質問を重ねていく。

「稲守はどうして禁きん忌きを犯おかして土地を離はなれたんですか。どこに行ったんですか。神通力の半分は、そこで失なくしたんですか？　どうして黒鉄さんたちに黙だまったままなんですか」

「なぜそれを。……おのれ、黒鉄か──」

「ちゃんと全部、教えてください。じゃないと、お、俺……もう──家に帰る」

「七緒っ。許さぬぞそのようなこと！　戯たわむれでも口にするな」

「戯れじゃないです」

　不覚にも涙なみだがぼろっと落ちてしまった。七緒も焦ったが、稲守は三角の耳をせわしなく動かして七緒以上の狼ろう狽ばいを見せた。泣きたくなどないので袂たもとで目元を滅め茶ちや苦茶に拭ぬぐう。

　悔くやしくてしかたない。七緒は、白朱番狐衆の皆みなに憧あこがれていた。

　強い覚かく悟ごと信念を持って生き真ま面じ目めに生きる稲守。

　不安やつらさを見せないくらい強くて、でも可愛いところもある萩丸と菊丸。

　怪かい獣じゆうみたいに暴れるけれど働き者で、幼くても番狐衆としての自覚を持っている弥太郎たち。

　彼らとは生きかたや覚悟に大きな差異があって、それをとても寂しいと感じたし、近づきたいとも思った。逃にげてばかりいた七緒だけれど、これからは逃げずに、目の前で起こり得るすべてのことにきちんと向き合いたい──そう思わせてくれたのは、稲守の強く澄すんだ力で守護された美しい世界だった。

　そして、今の七緒の中にはおのずと覚悟ができあがっている。

　あの古民家から離れ、元いた世界からも離れて、稲守と子供たちがいるこの世界で生きていこう──その覚悟がちゃんとできていた。

　昨日だってひどく怖こわくて惑まどってばかりいたけれど、その先にちゃんと覚悟があったから稲守と身体からだを繫ぐこともできた。だからなおのこと、稲守がなにも伝えてくれないことが悲しくて悔しくてしかたない。

「な、七緒、泣くな」

「泣いて、いません。俺は稲守のことぜんぜん知らない。ちゃんと知りたいんです。無理を言ってごめんなさい。でも教えてほしいです」

「あ、相わかった、わかったから泣くな。後生だ……」

　泣いていないと言ったそばから涙が落ちてしまって、七緒は焦り、稲守はまた狼狽する。

　七緒の涙と説得に観念したのだろうか、稲守はようやく重い口を開いた。

「……私が禁忌を犯し土地を離れたのは二十年前のことだ。あのとき私は弥多稲荷大神より重大な用命を承っていた。千二百年生きていらっしゃる弥多稲荷大神の御神体である宝刀を、東北に棲すまわれている龍りゆう神じんどのに鍛きたえ直してもらうという、最も重く尊いご用命だ」

　骨ばった長い指で七緒の頰ほおに残った涙を拭いながら稲守は語る。

　その声はとても凜りんとしていた。

「御神座を長く空けることは許されぬ。私に与あたえられた時間は移動も含ふくめ、三日間だった。しかし千二百年ものあいだ弥多稲荷大社と御山を支えつづけていた宝刀は、龍神どのの予想を遥はるかに上まわる損傷があり、鍛え直すのに七日間もの時間を要したのだ。私は己の体内に鍛え直された宝刀を埋うめ、寝しん食しよくを忘れて弥多稲荷大社へと駆かけつづけた。道のりを少しでも短縮するため、普ふ段だんなら決して通らぬ人間が造った道をも駆けた。梅雨つゆの折、頼たよりとする様々な匂においも流されている。私は相当な疲ひ労ろうがあり、注意力も欠けていた──巨きよ大だいな鉄の塊かたまりが迫せまっていることにも気づかず、私は広い道に飛び出したのだ」

「そ、それで……稲守は、無事だったんですか」

　巨大な鉄の塊とは車のことだろう。スピードを出している車に撥はねられたら、たとえ稲守でも無事では済まないと思った。

　心配になって訊たずねる七緒の手を、稲守が強く握にぎりしめてくる。

「私も宝刀も無傷だった。幼児が私をしっかりと庇かばってくれたからな……」

「え……？」

「彼は──私と宝刀の代わりに撥ねられた幼児は、身体じゅうの骨が砕くだかれ、様々なところから血が噴ふき出ていた。しかし、かつてない混乱を起こす私に、幼児が早はよう行けと言う。私は……血の海で命を落としかけている幼児を置いて去ってしまった。そのあとも休まず駆けつづけ、弥多稲荷大社に戻もどり、黒鉄に宝刀を預けた私はすぐさま彼のもとへ駆け戻った」

　あの夢が、重なる。

　稲守の神域に来てからは見ていない、犬を助ける夢。

　先を急いでるんでしょう、早く行きなよ──夢の中で七緒はいつもそう念じていた。

　夢を見るたび、汚よごれていても綺き麗れいで気高く見える犬を必ず助けることに決めている。

　七緒は起きているのにあの夢を見ているような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「もう、亡くなったあとかもしれぬ。彼が私のために亡くなっていたら、私も命を絶とうと思った。しかし生きていてくれたのだ。私は歓かん喜きに打ち震ふるえた。かろうじて心臓を動かしている幼児の身体に、私はすぐさま神通力を半分分け与えた。すると彼は目を覚まし、私に言ってくれたのだ。『わんちゃん、おみまい、ありがとう』と──」

「う、うそだ！　噓うそだっ……そんなの、噓……！」

　いつも七緒が見る夢のことを、どうしてか稲守が話す。七緒しか知らないその内容を稲守が鮮せん明めいに語る。

　握られている手が一気に汗あせばんだ。同じヘーゼル色の瞳が、七緒をまっすぐとらえてくる。

「噓ではない、七緒。あの日、幼いそなたがその小さな身を挺ていして、迫りくる鉄の塊から私を守り救ってくれたのだ」

　運び込まれた救急病院で回復の見込みはないと診しん断だんされた。

　しかし七緒は命を取り留めた。

　不思議な力が──神通力がついたのは、そのときだ。

　そして七緒は笑って母親に言った。『わんちゃん、おみまい、きてくれたよ』と──。

　震える声を絞しぼり出し、夢と現実が綯ない交ぜになったそのできごとを自分で言葉にする。

「お、俺が、助けたのは……、犬じゃなくて、白びやつ狐こ──稲守だったの」

「そうだ」

「稲守が禁忌を犯したのは、死にかけてる俺に神通力を分け与えるため……？」

「そうだ。しかし私は禁忌を犯したことに微み塵じんの後こう悔かいもない」

「そん、な……こと──」

　信じがたい。あまりにも想像を絶する話に眩暈めまいがした。

　でもわかる、稲守が言っていることはすべて真実だ。七緒の身体を巡めぐる不思議な力は、稲守のようにまっすぐで澄すんでいて、途と方ほうもなく強いから。

　止まっていたはずの心臓が今も動いているのは、七緒がこうしてここにいられるのは、稲守の強力な神通力を体内に宿しているからだった。

　嬉うれしいのか悲しいのか、わからなくなる。稲守との運命めいた繫がりには確かな喜びを感じているのに、それ以上の悲しい事実に胸が詰つまって息苦しくなる。

「俺の、せいだ」

　最大の禁忌を犯した稲守。神通力を半分失った稲守。あと五十年しか生きられない。たった一人で白朱番狐衆の名を背負っている──そのすべてが七緒との出会いから始まっていたなんて。言いかたを換かえれば、なにもかも七緒のせいということだ。

「稲守の寿じゆ命みようが短いのは、俺のせいでしょう。それだけじゃない──」

「それは違ちがうぞ七緒、なにを言う」

「違うことないよ。俺が庇わなくても稲守はトラックを避よけられていたでしょう。俺が全部悪かったんだ。俺がトラックに撥ねられたりしなければ、稲守は禁忌を犯さずに済んだ。一人で頑がん張ばらなくて済んだ。今ごろ弟で子しだってもっといっぱいいたはずだよ」

「それは断じて違う。あのとき七緒が庇ってくれなければ私は死に、宝刀も砕けていた。弥多稲荷大神が御神座にお戻りになることは二度となく──それは弥多稲荷大社と御お山やまの終しゆう焉えんを意味する。ひいては七緒、そなたは弥多稲荷大社を救ったのだ。この美しい御山も。それなのに私は──」

　咎とがめられるべきは七緒だろうに、稲守はそれを勲いさおと称たたえてくれる。そして眉まゆをひそめて己おのれを責せめ苛さいなむ。

「それなのに、私はみずからの手で二度も七緒を孤こ独どくに陥おとしいれたのだ。一度目は、血まみれのそなたを置いて去った……。黒鉄に宝刀を預けすぐさま七緒のもとへ駆け戻ったとき、そなたは大きな建物の一室で、独り寝ねかされていた。周りに両親らしき者はおらず、夥おびただしい数の機械の箱だけがあり……恐おそろしかったであろう。激痛に苦しむ小さなそなたを独りにしたのは私だ。許せ、許してくれ七緒……あのときの光景は、今もまだ夢に見る」

「やめてよ、そんなことない。俺、怖いとか痛いとか、ぜんぜん憶おぼえてないです。犬が──稲守が綺麗でふさふさだったことしか憶えてないよ。だから夢なんか見ないでほしい……」

　七緒はなにも伝えてくれない稲守を責めてきたけれど、それはまちがいだった。

　おそらく稲守は何度も七緒にこのことを伝え、深謝しようとしたに違いない。

　でも言えなかった。ここに来たばかりで帰りたいとしか言わない七緒に、このことを伝えても七緒は信じなかっただろうし、頭目という立場が自身の望みを妨ぼう害がいしていたかもしれない。言いたくても言えないことを心の奥底に秘ひめつづけて、何食わぬ顔で過ごすことのほうがよほど遣やる瀬せないし、意志が強くなくてはできないことだと思う。

　今日まで誰だれにも打ち明けなかったことを言葉にした稲守は、痞つかえていたものが取れたのだろうか、堰せきを切ったように語りだす。

「二度目は──否いな、二度目ではない、私の神通力のせいで、そなたはずっと独りで過ごしてきた。……幼い七緒に神通力を半分渡わたしたその瞬しゆん間かんに、髪かみと瞳ひとみの色が変わったのだ。しかし私はそれを美しいと感じ、喜びすら覚えてしまった。のちに周囲の者からこの色を指し摘てきされ、七緒が独りになるとは露つゆほども思わず……。神通力も、妖あやかしを視みるまでに強く影えい響きようしようとは考えが及およばなかった。許せ。誰とも関かかわろうとしない独りの七緒を、私はもう何度攫さらいに行こうと思ったか知れぬ。しかし私は一いつ瞬しゆんたりともこの地を離はなれることができぬ身となっていたのだ……。許せ……」

　それはもう懺さん悔げ以外のなにものでもなかった。稲守の言葉は一句逃のがさず聞いていたいけれど、語るその姿があまりにもつらくて、七緒は強く逞たくましい身体を搔かき抱いだく。

「お願いだから謝らないで。俺、稲守やみんなと同じ色の、この瞳が好きです。髪の色も誉ほめてもらえて嬉しかった。神通力だって、俺だけが稲守を助けられるんだってわかってからは、すごく大切で……。それに俺、今もう独りじゃないです。稲守も子供たちもいてくれる」

「七緒……！　それはまことか……」

　二人は先ほどから「自分のせいだ」と己を責めてばかりで、それが堪たえられなくなってくる。

　そうではない。稲守と七緒は、互たがいのために命を懸かけた。七緒はそう強く信じたいし、稲守にも同じように思ってほしかった。大きな身体を抱だく腕うでの力を少しゆるめて、稲守のヘーゼル色の瞳を見つめる。それはまだ悔かい恨こんと不安に揺ゆれているようだった。

「その言葉を信じてもよいのか。七緒は、あれほど恐ろしくつらい思いをさせた私を許すというのか」

「はい。どうか信じて……許すとか許さないとか、そんなのないです。稲守は長いあいだこのことを一人で抱かかえていたんでしょう。そんなことをさせてしまってごめんなさい。禁きん忌きを犯おかしてまで助けにきてくれて、ありがとう。命を助けてもらったから、こうやって稲守に会えたんだって、思ってもいい……？」

「ああ、七緒、そうだ……そうだとも、私たちは必ずや出会い結ばれる運命にあるのだ。そのためにそれぞれの命を賭として互いを救い合い、今また導かれ、強く惹ひかれ合ったのだ」

「うん……」

　七緒の言葉はひどく拙つたないものだったけれど、ちゃんと届いてくれたようだった。稲守が悔恨に揺れていた瞳を輝かがやかせ、そう言いきって強く抱きしめてくる。いつもと同じ逞しい腕はとても心地ここちいい。

　しかしその腕に抱かれる七緒の中にひとつの思いがよぎった。

　本当にこれだけでいいのだろうか。稲守が言うように運命だと思って、それで終わりにして許されるのだろうか。

　この言葉が持つ強きよう烈れつさと甘さに七緒は眩くらんでしまっているかもしれない。ひどく浮うかれた気持ちに流されて、なにか大事なことを確かく認にんし忘れていないか──？　そんな思いがよぎったが、稲守の力強い抱ほう擁ようと優やさしい言葉にそれも搔き消されてしまった。

「すまなかったな。私がなにも話さぬばかりに、七緒を不安にさせてしまっていた。異界で暮らすことは不安であろうと、そればかりを考えて肝かん心じんなところが抜ぬけておった」

「ううん。嬉しかったです、ありがとう。俺も、無理やり訊きいてごめんなさい。──あと、怒おこってごめんなさい……」

「なんの、奥方というものは怒らせると怖こわい生き物だと聞いておる。しかしずいぶんと可愛かわいらしい怒りかたであった。もう少し怖くてもよいのだぞ、奥方らしくな」

　七緒が怒ったことすら愛めでる対象になるのだからすごい。先ほどまでの悲痛な表情をどこかへやってしまった稲守は、切れ長の瞳を糸のように細くしてほくほくとする。

　七緒は稲守のこの仕草がとても好きだった。見ている七緒まで嬉しくなれるし安心するし、そしてなにより、あの強く厳しい番狐衆頭目とは思えないくらい可愛い。

「これからはなんなりと訊いてくれ、なんなりと。すべてに答えるぞ。よもや奥方が私にこんなにも興味津しん々しんとは……。はぁ、なんとも、心がむずむずとする。なんだろうなこれは」

　長い尻尾しつぽがふぁさふぁさと動いて、ほんの少し脚あしに当たった。稲守はずいぶん嬉しそうにして、じっと七緒を見つめてくる。「早うなんでも訊たずねてこい」とその瞳が言っていた。

　それに甘えて、七緒は前から少し気にかかっていたことを訊ねる。

「稲守の、もっと昔のこととかも……、訊いて大だい丈じよう夫ぶですか」

「うむ、なんなりと訊いてくれ」

「眷けん族ぞくは生まれ育った土地とは別の稲荷いなり神社へ奉ほう公こうに上がるって聞いたんですけど、稲守はどうして弥多稲荷大神さまに創つくってもらって、弥多稲荷大社にずっといるんですか？」

「それは弥多稲荷大神が私のことをたいそうお気に召めしておられるからだ」

「えっ。そ、それだけ？　なにか特別な深い理由とかは……」

「まったくない。ほかに訊きたいことは？　ほれ、なんなりと」

　若じやつ干かん拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。神さまなのにけっこう個人的な理由でびっくりする。

　もうひとつ訊きたいが、これは訊きづらくて置いたままのことだ。正しく言えば、話を聞くのが怖い。たぶん、とても悲しいことなのだと思う。でも稲守のことは全部知っておきたいと思った。

「少し前……骨と皮だけになった、って言ってましたよね。そのときの話を聞かせてほしいです。でも稲守がつらいなら、やめとく」

「私はつらくない。人間は少しばかり痛ましいが……」

　よいしょ、と七緒を抱き直したあと、稲守は二百年以上も昔の話をしてくれた。

「詳くわしい場所は定かではないが、私は野の狐ぎつねのとき北の地に棲すんでいた。ただでさえ土地が瘦やせているのに、その年は大変な飢き饉きんでな。田畑は枯かれ、野山には朽くち木きがあるのみ。冷たい川に魚はいなかった。とにかくどこにも食べるものがなかったのだ。みなが飢うえていた。私も瘦せこけ、数日後には餓が死ししそうな予感があった。そんなとき、山にひとつの罠わなが仕し掛かけられているのを発見した」

　話に聞き入る七緒はもう充じゆう分ぶんつらいのに、稲守は凜りんとした声で淡たん々たんと語る。でもそうできるのは稲守が本当に強いからだということが、今の七緒にはよくわかった。

　稲守は二百年以上も前のことを、まるで昨日のことのように話す。

「なんとも粗そ末まつな罠でな、あれでは鼠ねずみ一いつ匹ぴきかかるまいと思っていたところに、罠を仕掛けた人間がその様子を見に来たのだ。──幼女であった。彼女はそれから三日間、朝夕必ず罠の様子を見に来ていた。飢饉で親おや御ごを亡なくしたのかもしれぬ。そして四日目の朝、私はその罠にみずから入っていったのだ」

「え……！　なん、で」

「私はもう自力で餌えさを獲とれぬほど衰すい弱じやくしていた。すぐそこに死があったのだ。ただ野垂れ死ぬよりは、幼女の腹を満たせるならと思ってな。粗末な罠なのに思いのほか痛くて、早はよう来こんかと思っていたら、彼女がやってきた。そして罠にかかった私を見て言うのだ。『どうしてわざとかかったの？』と。私がずっと罠の近くにいたことを知っていたらしい。彼女は私を連れ帰り、罠で怪け我がをした脚に布を巻いてくれた。早う鍋なべにでもすればよいものを、私に枯かれ草くさの褥しとねを与あたえ、どこかから集めてきた木の実を与えてくれた。私は思いがけず満たされてしまったのだ」

　稲守はふふと苦笑し、七緒もつられて笑う。

　七緒がその女の子でも、同じことをしていた。

「ともに過ごしたのは三日ほどであったと思う。そのあいだに、幼女の家に狐がいることが知れ渡ったのであろうな。同じ村の男が一人やってきて私を捕ほ獲かくした。私はその男に食われてしまい、骨と皮は棄すてられた」

「なんで……！　なんでそんなことっ」

　淡々と語る稲守を滅め茶ちや苦茶に搔き抱いた。なぜ、なぜ、とそればかりが頭を巡めぐる。

　たまらず泣いた。その震ふるえる背を稲守が撫なでてくる。

「しかたのないことだ。今こん日にちの日本国は飢き餓がなど知らぬだろう？　あれは凄せい絶ぜつなのだ。飢え死んだ者の魂たましいは浮かばれぬ。凄すさまじい飢餓を経験したそれは必ず悪あく霊りようや怨おん念ねんとなる。長く苦しみながら死に、死んでもなお苦しまねばならぬ人間の、なんとも痛ましいことよ。だから私は、私を食うた男が悪いとは思わぬ。ただ、食われるならあの魂の美しき幼女がよかったな……と思いはしたが」

　とてつもなくつらいことを、さらさらと話す稲守が余計に泣けてしかたなかった。

　ぐずる子供をあやすみたいに、稲守はゆさゆさと長ちよう軀くを揺ゆらしながら楽しそうに話す。

「しかし七緒、よう聞け。気づけば私は弥多稲荷大神の御み手ての中にいたのだ。そこは言葉にできぬなんとも不思議な場所である。いつも光が眩まばゆく、甘い匂においが漂ただよい、そして嬉うれしいことに腹が空すかぬ。知らぬ間に被ひ毛もうが真っ白になっておって、たいそう驚おどろいた。しかも、童子の姿にもなれる。私は弥多稲荷大神の御手の中で兄弟と楽しく過ごし、ある日、御手より出てきたのだ。こう、コロリコロリとな」

「ちびの稲守に会いたかった」

「うむ。たいそう可愛らしい仔こ狐ぎつねであったと思われる。──骨と皮だけになった私を搔き集め、白びやつ狐こにしてくださった弥多稲荷大神のために、ちびだった私はがむしゃらに働いた。詰つめ所しよの仕事を覚え畑仕事を覚え、頭目に修行をつけてもらい、御お山やまを懸けん命めいに守った。やがてそれが認められ、私は若いうちに番狐衆として働くようになった。当時の白朱番狐衆は最大最強を誇ほこり、百人を超こえる大所帯、それでも妖たちとの戦せん闘とうで仲間を多く失った。そして私が百七十と少しの歳に差しかかったとき、頭目が討うたれたのだ」

「え……」

「弥多稲荷大神は私を次の頭目に据すえられた。そのちょうど十年後、宝刀を鍛きたえ直す話が持ち上がり──私は七緒に救われたのだ」

「ちょ、っと……待って。俺、なんか──」

　なにか、重大なことが抜けている気がする。

　稲守が禁忌を犯した理由、その信じがたい真実の連続に七緒は重大ななにかを掬すくい損そこねたのではないだろうか。

　稲守との出会いは運命だと思って、ひどく浮かれた気持ちに流されて、なにか大事なことを確認し忘れていないか──？　先ほど確かにそう思った。

　それはたぶん、落ち着いて少し考えたら簡単にわかることだ。

「七緒？」

「………」

　稲守は言った。『私が禁忌を犯し土地を離はなれたのは二十年前のことだ』と。

　萩丸たちは『ここにきて一年ほどです』と言った。それはつまり──。

　目に見えてわかるほど身体からだがぶるぶると震えだした。稲守もそれに気づく。

「いかがした七緒、なぜこうも震えて──」

「い、稲守……。稲守は……、二十年近くも、ここで、……独り？」

　綺き麗れいなヘーゼル色の瞳ひとみと瞳が深くからみ合う。

　早く答えてほしい、でも、聞きたくない。七緒が望む答えは返ってこない。

　稲守は笑いもせず、しかしつらそうでもなく、ただ、まっすぐに返事をした。

「──そうだ」

　どん、と稲守の胸板が鳴る。強い眩暈めまいを覚えて、稲守の胸板に額を打ちつけた。

「噓うそだっ！　そんなのいやだ……！」

　稲守は、ずっと独り。

　白い玉砂利が敷しかれた道と、番兵のような石いし燈どう籠ろうの連なり。

　荘そう厳ごんな大門、白朱番狐衆の大おお提ぢよう灯ちん。

　豊かな彫ちよう刻こくの施ほどこされた唐から破は風ふの二重屋根。百以上の部屋がある立派な詰所。

　広大な水田、建ち並ぶ酒蔵。美しい御山、見み渡わたす限りの常磐ときわ緑──。

「稲守、ごめん、ごめんなさい……！　俺を許して……」

　こんなにも広い神域で、稲守は二十年近くもたった独りで生きてきた。

　七緒なら、どうにかなってしまう。でも稲守にそうさせたのは七緒だった。

「なぜ七緒が謝る？」

「そんな、平気な顔して訊きかないでよ！　お、俺のせいだっ。稲守、ずっとどうやって暮らしてたの？　朝出かけて夜遅おそく帰ってきて、この部屋で独りで寝ねてた？　ご飯は？　畑仕事も独り？　番狐衆の仕事しながら米も作ってたの？　そんなことできるの？　全部独りで……」

　──なんのお咎とがめもなくて。

　──稲守に罰ばつはなく。

　そんなことあるものか。これが罰でなければなんだというのだ。

　腹を空かせた少女のために、みずから罠にかかる野狐。望まない死にかたになってしまっても、それすらしかたないと理解する。

　親とも言うべき弥多稲荷大神のために働き、強くなり、頭目になり。

　果たしてそのとき、稲守は自分が二十年近くも独りで生きることを想像できただろうか。

　七緒の孤こ独どくとはわけがちがう。七緒はただ友人も親しん戚せきもいないだけだった。スーパーに行けば客や店員がいて、電車に乗れば乗客や駅員がいる。

　稲守は、本当に独りだ。小さな町ひとつ分あるこの広い御山で、たった独り──。

　禁忌を犯した稲守のもとを去っていった弟子たち。百人で守護していた御山を、稲守は二十年近くも一人で守ってきた。どれだけ非難されたのだろう。うしろ指をさされて、心ない噂うわさもたくさんあったに違ちがいない。

　それでも稲守は逃にげなかった。生き真ま面じ目めに粛しゆく々しゆくと毎日を生きてきたのだろう。

「七緒。重ねて言うがそなたのせいでは決してない。弥多稲荷大神が私に与えた罰なのだ。一人で御山を守ることが、禁忌を犯おかした私の罰だ」

「じ、神通力、で、過去、行か、せて、ほし」

　ひっ、と嗚お咽えつが漏もれて言葉にならなかった。

　二間つづきの部屋に増やされた、派手で大きな調度品。七緒はそれをひどく面めん倒どうだと思った。前のほうがすっきりしていてよかったのに、と。

　でも違う。あんな、がらんどうみたいな部屋は絶対にだめだ。それなのに、稲守は深夜に疲つかれ果てて帰り、なにもない部屋で独り眠ねむっていた。二十年近くも。

　今すぐ過去に行って、疲れて眠る稲守に蒲ふ団とんをかけてあげたかった。

「たとえ神通力といえども過去へ行くことはままならぬ。顔を上げろ。──ああ、せっかくの美人が台なしではないか」

　稲守は笑って、涙なみだと洟はなでぐしゃぐしゃになった七緒の顔を拭ぬぐう。

「泣かずともよい。七緒。私の罰はとうに終わっている」

「終わって……？　ほんとう？　いつ……？」

「そなたが私のもとへ来たその瞬しゆん間かんに、私の罰は終わったのだ」

　そう言う稲守の表情は、凄絶な孤独を生きてきたことを感じさせないほど穏おだやかで、七緒に向けられたそのまなざしには、優やさしさと七緒を求める熱情が綯ない交ぜとなって宿っていた。

　稲守に、そうして見つめてもらう資格などない。

　稲守のほうがずっとつらかったのに、稲守は逃げなかった。

　でも七緒は逃げてきたのだ。そんな自分に、稲守に大事にされる資格はない。

「稲守。俺、ずっと逃げてきたんです。いろんなことから……。俺が独りになったのは、全部逃げてきたからなんです。ここに引ひっ越こしてきたのだって、みんなの視線や冷たい態度が怖こわくて、逃げてきたんです」

「それは違うぞ七緒。そなたはここに逃げてきたのではない。私が呼び寄せたのだ」

「え……？」

「七緒があの古民家を選ぶように、私が仕向けたのだ……神通力を使って」

「うそ……」

　そうつぶやきながらも、生真面目な稲守が噓をつかないのはわかりきっている。びっくりする七緒がまた少しこぼした涙と洟を笑って拭いながら説明してくれた。

「私はずっと七緒を見守りつづけてきた。しかし見守るほどに攫さらいたくなる。この土地から一いつ瞬しゆんも離れられぬ身なのに。そのあいだにも七緒が誰だれかと出会い、生しよう涯がいの伴はん侶りよを得るかもしれぬ。本来ならそれを願うべきなのに、想像するだけで腸はらわたが煮にえくり返った。だめな男と詰なじられてもかまわぬ。それほど私は七緒が欲しかったのだ。やがて父君が亡くなり、葬そう儀ぎで親しん戚せきの者に家を空けろと言われる七緒を見たその深夜、私はこの地へ七緒を呼び寄せることを決めたのだ。どうしても攫いに行けぬ。ならば呼んでしまえばいいと、思いついたその夜に実行した」

　それは七緒が物件検けん索さくをしてあの古民家を見つけた瞬間とぴったり一いつ致ちする。

「俺、あの家に決めたのは、妖あやかしや悪あく霊りようがひとつも憑ついていなかったからなんですけど、もしかして、それも……稲守が？」

「そうだ。あの古民家は悪霊の巣そう窟くつであった。すべて打ち払はらい、七緒が来るまでのあいだ毎日狐きつね火びで浄じよう化かし……。人工のものでもよい、明かりさえ灯ともればなんの問題もなかった。だが七緒が来た夜、いつまで経たっても明かりが灯らぬ。私は焦あせった。案の定、妖どもがやってきて七緒に襲おそいかかったものだから、怒いかりに任せて成敗しに行ったのだ。すると──」

　稲守は思い出し笑いのようなものをひとつした。

　七緒は、ぐす、と鼻を鳴らして首をかしげる。

「すると七緒が私の尾おを握にぎり、独りにしないでと言う。なんという、なんという破は廉れん恥ちで淫みだらで、そして甘い……そこまで誘さそうのなら、その場で七緒を私のものにしてやろうと思った。しかしそれを断腸の思いで制し、去ったというのに、そなたは翌日いきなり弥多稲荷大社にあらわれた。しかも千本鳥居まで見つけ、そこでまた私の尾をいやらしく握り、私の顔を見た。七緒の熱ねつ烈れつな求愛に私は身も心も骨ほね抜ぬきにされた。ハァ、もう運命としか言いようがない……」

「………」

　すべてが合がつ致ちしかけていたのに、最後になって稲守の主観が入り、よくわからなくなった。

　でも稲守がまたあのほくほく顔をするから、それだけでもう充じゆう分ぶんだと思ってしまう。

　七緒は大好きなその仕草を見つめながら、心に決めていたことを口にした。稲守の寿じゆ命みようが短い原因が自分にあったと知った、その瞬間に決めたことだ。

「稲守。──俺、もらった神通力を全部稲守に返したいです。そうしたら稲守の寿命は本来の長さに戻もどるでしょう？　どうしたら返せますか？　方法を教えてください」

「そんな方法は、ない。たとえあっても絶対にやらぬ」

「どうして？　稲守はこれからでしょう。さっき『罰は終わった』って言ってくれましたよね。それなら今からやっと白朱番狐衆を立て直して、黒鉄さんとも仲直りをして、力を合わせて……。弥多稲荷大神さまのために、稲守にもっと長生きしてほしいです」

「要いらぬ。その神通力はもう七緒のものだ。この二十年で七緒自身が育て、強くしたものだ。それを抜ぬいてしまえば七緒は死んでしまう。やっとこの腕うでで抱だけるようになったというのに。私はそればかり夢見て二十年を過ごしてきたのだ。そなたは、そんな私から七緒を取り上げるというのか？」

「で、でも、このままだと稲守は五十年経てば消えてしまう。俺はそんなの耐たえられない」

「なにを言う七緒」

　七緒はどうしようもなく悲しいのに、なぜか稲守は切れ長の瞳を糸のように細くしてほくほくとする。今まで見てきたどの稲守よりも、嬉うれしそうで幸せそうな──。

「そなたとなら、ともに老いて死ぬのも悪くない。否いな、それは至し極ごくの喜びと言えよう」

「稲守──」

　ともに老いて──七緒は思いつくことすらできなかったその選せん択たく肢しを、稲守はごく自然に見み出いだし、当然のように選び抜く。

　その力強い腕が腰こしにまわってくる。これ以上ないほどきつく抱かれて、稲守の綺き麗れいなヘーゼル色の瞳ひとみが間近に迫せまった。

「七緒。私の奥方になるか。私の奥方になって、この美しい御お山やまで私とともに暮らしてくれるか。七緒が独りであったことのつらさなど、私が綺麗さっぱり忘れさせてやるぞ。そして私は七緒を誰よりも幸せにする。一等幸せにしてみせる。必ずだ」

　実直で生真面目な稲守の言葉は、淀よどみなくまっすぐに七緒の心の真ん中に届く。

　方法が思いつかないけれど、今日聞いたことのすべてをもっと早く知ることができていたら、たとえ同じ境きよう遇ぐうでも七緒が感じる孤独は薄うすいものだったように思う。

　どうしようもないことを考えているのはわかっているけれど、たとえ遠く離はなれて会えなくても、同じ色の瞳をした白びやつ狐こと人間が互たがいにその存在を感じて想おもい合えていたら、稲守の二十年に及およぶ凄せい絶ぜつな孤独はもう少し軽減できていたかもしれないし、七緒はもっと心を強くできていたのではないだろうか……。

　七緒は稲守の額に自分の額を重ね、とても小さな声でつぶやく。

「俺もう忘れたよ。独りだったときのことなんて──」

「七緒？」

　過ぎ去ったときを巻き戻すことは、稲守の強い神通力でも不可能だという。

　それなら七緒は未来のすべてを懸かけてやりたいことがある。

　同じ孤こ独どくのときを過ごした稲守としかできないことがある。

　数すう奇きな運命で結ばれながらも互いに独りだった二人分の二十年を、未来で必ず取り戻す。

　七緒はそう強く心に決めた。

「俺……、俺も、稲守の奥方に……なりたいです。今まで離れ離れだった分、これからはずっとそばに、いたい……、──ぅ、わ」

　言い終わらないうちに身体からだが浮ういてびっくりした。稲守が七緒を抱いたまま立ち上がり、部屋の中を、くる、くる、とまわる。

「わ。あぶなぃ」

「ぅ……はは、ついに七緒が私の奥方になるぞ！　こんなにも器量好よしで料理上手で、床とこ上手の、たまらなく愛うい七緒が私の奥方に！　やっとだ。ああ、ようやくこの日がおとずれた！」

「床じょっ……!?　なんかちょっとちがう……」

　目がまわりそうになる寸前でどうにかおろしてもらえた。稲守は寝ね間まのほうへダダッと駆かけていき、なにかを持って戻ってきた。またすぐに胡坐あぐらをかいて七緒を上に座らせる。

「これを。七緒に──私の奥方になる七緒のために作っておいた」

　手て渡わたされたそれは短い刀とう剣けんだった。朱しゆ塗ぬりの鞘さやに天てん蓋がい花ばな紋もんの蒔まき絵えがほどこされただけの、とてもシンプルな作りをしている。それは驚おどろくほど七緒の手にしっくりと馴な染じんだ。

「退たい魔まの懐かい剣けんだ。私の狐火に天蓋花を交ぜてある。二十年間、夜ごと七緒を想いながら神通力で固めてきたのだ」

「二十年間……、毎日？」

「そうだ。夜ごと、摘つんできた天蓋花をこのように捩よじって、狐火と編み合わせ……だから私は少しも寂さびしくなどなかったぞ、七緒。心は常にそばにあったからな。詰つめ所しよに帰ってから懐剣作りをするのが日々の楽しみだったのだ」

　稲守は先ほどから喜びを抑おさえきれないようで、むふふ、と笑いながら懐剣を作る真似まねをして見せてくれる。がらんとした部屋で疲つかれ果てて眠ねむる稲守ばかりを想像していたけれど、詰所に帰ってきてはせっせと彼ひ岸がん花ばなを捩る稲守の姿はとても微笑ほほえましくて、七緒はほんの少しだけ救われた気がした。

　ゆっくりと懐剣を抜く。それは鮮あざやかな狐火の色をしている。透すき通った橙だいだい色の刀身に朱あかい彼岸花の花びらが埋うめ込まれていて、言葉にできない美しさをしていた。

「すごく綺き麗れいだ……」

「すまぬが頭目の奥方ともなれば危険がないとは言いきれぬのだ。ゆえに七緒、いついかなるときもこの懐剣を忍しのばせておけ。そして万が一、妖あやかしどもが襲ってきたそのときは……七緒は、斬きるのが恐おそろしいか？」

「……うん。少し、怖いです」

「もっともである。しかしな七緒、妖を斬ることで実体は消しよう滅めつしようとも魂たましいは黄泉よみで浄化され、ふたたび現うつし世よに生まれることもある。ただし──」

　懐剣を持つ七緒の手に稲守の手が重なってくる。この大きな手で、今までどれほどの妖を斃たおし、弥多稲荷大神や御山を守ってきたのだろう。孤独だった二十年のあいだも。

　どこまでも強い稲守は、その整った貌かおに優やさしさと慈じ愛あいの籠こもった笑みを浮かべる。

「斬る者が躊ちゆう躇ちよすればするほど、黄泉路は長く険しくなる。されば七緒、斬るときは決して躊躇するな。自分の命を守り、相手を救済するための行こう為いと心得よ」

「──はい。頑がん張ばります。俺、もう……逃にげません。怖こわくて逃げたくなっても、そのときはきっとこの懐剣が勇気をくれる……」

　そう言うと稲守はまた目を細め「よし、よし」と七緒の頭を撫なでてきた。そして鞘に納めた懐剣を七緒の帯に差し込んでくる。

「しかしこれはあくまで守しゆ護ご符ふである。七緒が懐剣を使うことのないよう、私が守るからな」

　こくりとうなずくと、稲守は嬉き々きとして「ぬぬぅ、恐ろしいほどよう似合うな」などと言ってくる。今なら箸はしが転んでも笑うかもしれない。よいしょ、と七緒を抱だき直し、さらにぎゅうぎゅうと力強く抱きしめながら訊きいてくる。

「さて奥方よ、なんぞ望みはないのか？　今日も詰所に不便はなかったか？」

「あ。……えぇと、あります」

「ほう。なんでも叶かなえるぞ。なんなりと言え、なんなりと」

　今日一日で色々なことが起こったのに、よく忘れず訊けるなあと感心してしまった。

　毎夜訊かれるたび「ないです」と答えてきたけれど、七緒は欲よく張ばりになってしまったのだろうか、今はあれやこれや……と思い浮かんでしまう。

　その中で今、最も大切だと思う望みを口にした。

「黒鉄さんに話をして謝って、仲直りしてください。俺も一いつ緒しよに謝りたい。それが望みです」

「ぐ、……」

「すごく嫌いやそう」

　稲守は今までむふふと笑ったり嬉々としていたのに、いきなり苦虫を十匹ぴきほど嚙かみ潰つぶしたような顔をした。なんでも叶えてくれそうには見えない。

「あやつは七緒を、私の奥方をかどわかしたのだぞ？　断じて許せぬ」

「それは俺も許すつもりないですけど、そうじゃなくて……。俺たちは、稲守と一対である黒鉄さんにずっと迷めい惑わくをかけてきたんです。黒鉄さんは文句を言ってたけど、あれは本心じゃないと思う。きっと稲守のことを気にかけてくれてます。昨日も悪あつ鬼きから俺たちを助けてくれたし、破れた結界まで直してくれたんですよ。お願いです。ちゃんと黒鉄さんに許してもらって、これからは協力し合う約束をしてください。これを言うのはすごく恥はずかしいけど……俺、白朱番狐衆と黒青番狐衆が力を合わせて、美しい御山を守る風景に、……憧あこがれて、ます」

「七緒……」

　稲守には稲守の強い信念があって、曲げられないものもあると思う。それでも七緒は自分のせいで生まれてしまった悪あく循じゆん環かんをここで断ち切りたかった。

　七緒の思いが通じたのだろうか、思案していた稲守が溜ため息いきとともに返事をする。

「わかった。近いうち必ずや頭を下げにいこう」

「稲守っ。ありがとうございます」

「ただし私だけで行く。七緒は謝る必要はない」

「えっ、なんで……俺も一緒に行きたいです」

　そこから稲守は「ならん」の一点張りになってしまった。あまりにもしつこく食い下がったのがいけなかったのだろうか、ヘーゼル色の瞳を半開きにして疑いをかけてくる。

「よもやそなた、黒鉄に惚ほれたわけではあるまいな」

「な、なにそれっ。そんなことあるわけないでしょ！」

　仮にも誘ゆう拐かいされた相手だ。どうしたらそんな考えに至るのかさっぱりわからなかった。

　稲守はなおも胡う乱ろんなまなざしを向けてくる。

「そなた、私にひとつも愛をささやいておらんのだぞ、わかっておるのか？」

「ええっ。あ、あぃ……？」

「そうだ。私は七緒が愛いとしくてたまらぬ。常に七緒を欲ほつしている。しかしそなたは一言も言わぬ。なんとつれない。奥方の精神的不ふ貞ていを疑いたくもなろう」

「………」

　話が思いもよらない方向へ飛んでしまった。今すぐ愛のささやきを寄よ越こせと言わんばかりに、稲守が目をぎらつかせて顔をのぞき込んでくる。

　確かに七緒は言わなすぎかもしれない。稲守がずっと心のうちを話してくれなくて寂しい思いをしたのではなかったか。たぶん七緒は今、同じ思いを稲守にさせてしまっている。

　恥ずかしいから一言だけになってしまうけれど、きちんと心を籠こめて伝えたいと思った。

「お、俺は、稲──」

「待てっ。……誰だれぞ盗ぬすみ聞きしておるかもしれん。ここは──耳打ちを」

「子供八人しかいません。たぶん今ご飯食べてます」

　恐ろしく生き真ま面じ目めなこの男は冗じよう談だんを言わない。今も本気で誰かに聞かれると思っている。

　あきれる七緒の目の前に、ずい、と三角の耳が迫せまった。元気よくぴくぴくしている。

「ささ、早はよう」

「………」

　なぜこうなってしまったのだろう。黒鉄と仲直りしてくださいと頼たのんだだけなのに。

　逃のがれられる気配などまったくなかった。諦あきらめた七緒は、期待に激しく震ふるえる三角の耳に両手を添そえて、声が漏もれないようにする。耳の中のふわふわが唇くちびるに触ふれるくらいのところで、ゆっくりと声を出す。

「好きです。稲守。すごく好き……」

「……う、ぬぅ──、っ！」

　死ぬほど恥ずかしい。顔が熱い。

　でも、稲守の尋じん常じようではないのたうちぶりを見たおかげで少し冷静になれた。

「い、いかんっ。これは……危険だ。耳が馬ば鹿かになる」

　自分がやれと言っておきながら、稲守は三角の耳をぐぐ、と押さえて長ちよう軀くを激しくもじもじさせる。頰ほおを赤くして身み悶もだえる稲守を見つめることで、冷静を通り越し余よ裕ゆうまで持ってしまった七緒は、無防備にピンと立つもう片方の耳に唇を寄せた。白く綺麗でもふもふとしたそれを、はむ、と優しく甘嚙がみしてそっとささやく。

「仲直り、してください。ね……？」

「ああぁっ！　な、なんという……助すけ平べなっ。奥方のいやらしい、おねだり……たまら、ぬ」

「返事ください」

「相わかった……」

　稲守はぐっとまぶたを閉じ、両耳をぴるぴると動かしながら「奥方が、助平で手て強ごわい」などとつぶやく。今日はまだ纏まとったままの白地金襴の陣じん羽ば織おりと白い袴はかまはとてもよく似合っていて格好がいいのに、その可愛かわいい動きは少々アンバランスに見えた。

　陣羽織姿の稲守から連想する黒い陣羽織姿の黒鉄は、稲守に負けず劣おとらずの男前だった。

　稲荷神の御み手てから生まれる眷けん族ぞくは、どこか似るものなのだろうか。

　そこまで考えて、ふと気づいたことを稲守に訊たずねる。

「あの……俺、黒鉄さんの顔を見てしまったんですけど、大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「な、なんたること！　そ、それは、由々しき事態……！」

　稲守が予想以上の狼ろう狽ばいぶりを見せたので、七緒も急に不安になった。たとえ複数の頭目の顔を見てしまっても、そのうちの誰かの奥方になったらほかは無効になるとか、そういうことを考えていた。違ちがうのだろうか。

「お、俺どうなりますか？」

「同じ人間に顔を見られた場合、番狐衆同士で奥方を共有するのだ」

「共有？　どっちの詰つめ所しよの仕事もしろってこと？　掛かけ持ちバイトみたいなものかなあ」

「んん？　ばいと、とは？　……奥方を共有するのは夜だ。三人同どう衾きんし、番狐衆が代わる代わる奥方との交こう尾びを繰くり返す」

　稲守の直ちよく截せつかつ淫いん靡びな言葉に、さぁっと血の気が引いた。

「さささ３ぴー!?」

「やや発音が違う。さんぴーではない、三交尾だ。さんこうび」

「………」

　生真面目も度が過ぎると怒いかりを覚えるものなんだな、と七緒はこのとき初めて思った。

　そんな思いなど知る由よしもない稲守が、妙みようなスケベ顔をして言う。

「同衾は三人とも限らず、四人や五人はざらにあったという……ふぅむ」

「ふぅむ、ってなんですか。稲守は三交尾や四交尾したいんですか。色しき欲よくに翻ほん弄ろうされないって言ってたのに。稲守もやっぱり雄おすなんですね。俺は男だけどそんなことしたいなんて欠片かけらも思いません。絶対にいやだ。俺もう消えたい」

「ばっ、ば、馬鹿者！　夜よ伽とぎ衆と時を同じくしてとうの昔に廃すたれた因習だ。私が七緒をほかの雄に触れさせるはずがなかろう！　想像しただけで腸はらわた煮にえくり返るわ」

「じゃあなんでさっきあんなにおろおろしたんです？」

「黒鉄はかこつけてあれこれ言うてきおる。それこそ共有させろなどとな。あやつは危険な男だ。今後いっさい近づいてはならぬぞ。甘い菓か子しがあるから取りに来いなどと言うてきても、絶対に行ってはならぬ。弟で子しに行かせろ。よいか七緒。返事は。早う返事をせい」

「わかりました」

「よし、一刻も早う祝しゆう言げんを挙げるぞ。そのために今度こそ妖あやかしどもを完全に追い払はらう」

　そう言うと稲守は螺ら鈿でんの引き出しから平たい冊子を取り出した。妖たちを退治する戦法などが記き載さいされている兵書かと思いきや、どうやら年間の六ろつ輝きを記載したものらしい。

　稲守は七緒を胡坐あぐらに乗せたまま「どれ、大たい安あん吉きち日じつ……、大安吉日よ……」とぶつぶつ言いながら、しばらくのあいだ熱心にそれをめくっていた。










　常磐ときわ色の稲についた穂ほが膨ふくらみはじめたその日も、七緒は祝言の準備を少しずつ進めながら神域内の仕事に精を出していた。

　金きん襴らん緞どん子すの打うち掛かけに兵へ児こ帯おびと襷たすきがけといういつものスタイルではあるが、その帯には稲守から贈おくられた懐かい剣けんを差している。七緒としてはできれば部屋に置いておきたい。懐剣とはいえ重みもあるし、神酒みきの仕込みをしているとき酒さか樽だるの中に落としかけ、ひやりとしたこともあった。

　しかし持っていないことがばれた途と端たん、稲守の「頭目の奥方の嗜たしなみとはうんぬん──」という果てしなく長い説教が始まる。それを回かい避ひするために常々持ち歩くようにしていた。

「ななおのあにさま、はよう、わしらだけ遅おくれとるぞー」

「ごめんごめん。台所に置きっぱなしだった」

　昼ご飯を終えて畑に向かう途と中ちゆう、懐剣を忘れてきたことに気づいた。急いで取りに帰る七緒に、弥太郎と白多賀が付き合ってくれる。

「──っ！　痛いって……」

「ん？　ななおのあにさま、どうしたの？」

　石いし燈どう籠ろうの連なりを抜ぬけ、畑への道に差しかかったあたりで突とつ然ぜん、鼓こ膜まくに激痛が走った。針で突つかれているような痛みに思わず立ち止まる。

「どこじゃ」

「今日みまわりしたとき、このへんやぶれてなかったのにね」

　七緒が頭痛や耳鳴りに苛さいなまれたときは、おおかた結界に破れがある。そうわかっている弥太郎と白多賀は近くを捜さがしはじめた。七緒も耳鳴りが強くなるほうへ向かう。

　そこにとんでもないものを発見し、ぎょっとしてしまった。

「う、おぉ……！」

「ななおのあにさま、なんちゅう声をだしてるんじゃ。──ぅおお、こ、これはいかんっ」

　弥太郎が瞬しゆん時じに仔こ狐ぎつね姿になり、そこにいた妖に猛もう烈れつな威い嚇かくを始める。

　しかし妖といってもひよこほどの小こ鬼おにだった。真っ赤な肌はだにちりちりの巻き毛、虎とら柄がらではあるが、かぼちゃパンツを穿はいている。頭のてっぺんには綿棒の先のような小さな角。

　ただでさえぷるぷると震えていた小鬼は、二匹ひきの白びやつ狐こに威嚇されてとうとう泣きだしてしまった。その大きな瞳ひとみから可哀かわい想そうなくらい涙なみだがぽろぽろ落ちてくる。

「弥太郎、白多賀、もうやめてやって……この子、絶対迷い込んだんだよ。そうだよな？」

　そう訊ねながら掌てのひらに乗せてやると、小鬼はこくりとうなずいた。耳鳴りも治まっているし、妖とは思えない可愛らしさだ。

『ああっ、見て、やっぱりあそこ、やぶれてる！』

　白多賀が結界の破れを見つけたようで、そこへ駆かけていく。七緒もそれについていくと、道の脇わきに立つ大樹の根元に小さな穴が開いていた。

「うーん、やっぱりここから迷い込んだっぽいね」

『あさ見たときは、やぶれてなかったのになー。おかしいなー？』

『しんいきに入ったあやかしは、ころす。それがばんこしゅうのおきてじゃ』

「えぇ……俺、無理。弥太郎と白多賀にも殺してほしくないよ。ここから外に出そう」

　七緒の提案に賛同できないのか、弥太郎はその真ん丸の眉まゆを、むぅ、とひそめる。

「もう迷い込むなよ。次、入ってきたら弥太郎に殺されちゃうからな。頼んだよ」

　そう言うと小鬼は七緒の掌の上に立ち、虎柄のかぼちゃパンツを握にぎりしめながらぺこりとお辞じ儀ぎをした。本当に可愛い。激痛を伴ともなう耳鳴りの原因とは思えないほどだ。

　白多賀が今朝はなかったと言うその小さな穴に、小鬼を乗せた手を入れたときだった。

「──!?　痛っ！　なんだ、これっ……!?」

　なにかに凄すさまじい力で手首をつかまれる。このまま手首を握り潰つぶされそうだった。その強い力に引っ張られ、七緒の身体からだが勢いよく外界へ放ほうり出される。

『ななおのあにさま!!』

『だめじゃっ！　やっぱり罠わなじゃ！　ななおのあにさまっ──』

　口々に叫さけぶ弥太郎と白多賀の声が一気に小さくなる。御お山やまがあっという間に遠のく。

「うわぁっ！」

　七緒の手首をつかんでいたのは、恐おそろしく巨きよ大だいな悪あつ鬼きだった。深緑色をした肌は岩のようで、その腕うでや背には鋭するどい刺とげがある。七緒を捕とらえる大きな手には真っ黒な鉤かぎ爪づめがあった。

　また鼓膜に激痛が走る。耐たえられないほどの耳鳴りがする。

　やっぱり罠じゃ──かろうじて聞こえた弥太郎の声。七緒は、あの可愛らしい小鬼を使って外界におびき出された。おそらく結界を破り小鬼を仕込んだのは、この巨大な鬼だ。

　鬼が空を飛んで、地面がみるみる離はなれていく。見上げたそこに歪いびつな光景があった。

「うぅ、っ……きもち、悪──」

　抜けるような青い空にどす黒い塊かたまりが蠢うご蠢うごとしている。それは夥おびただしい妖の塊だった。

　鬼はあそこに七緒ごと突っ込むつもりだ。そうなれば七緒は四方八方から妖に汚お辱じよくされ蝕むしばまれて、骨の欠片すら残らず喰くわれてしまう。

　冷えてがたがたと震ふるえる身体の真ん中に、なにか熱いものを感じた。七緒は帯に視線を落とす。狐火と彼ひ岸がん花ばなでできた朱あかい懐剣が美しい輝かがやきを放っていた。

「あ、っ……稲守」

　斬きるときは決して躊ちゆう躇ちよするな。自分の命を守り、相手を救済するため──稲守の言葉をしっかりと思い出す。七緒は懐剣に手をかけ、すらりと引き抜いた。鮮せん烈れつな朱い炎ほのおの刀身が、恐きよう怖ふを一いつ瞬しゆんだけ斬ってくれる。

　迷うな、恐れるな、逃にげるな。逃げるのはもうやめただろ──七緒は自分にそう言い聞かせ心を奮い立たせて、鬼の腕に懐剣を深く突き刺さした。

『グ、アァ──ッ』

「う、わっ」

　突き刺したそこにボウッと狐火が生まれて、痛みと熱に苛さいなまれた鬼が暴れだす。

　怒りに駆られた鬼が、蠢うごめく妖の塊に突っ込むことをやめた。七緒を丸まる吞のみにするため口を大きく開く。剣つるぎのような牙きばが間近に迫せまる。

「──っ！　……ぃ、……な、もり」

　引ひっ越こしてきた夜もこうして妖に襲おそわれた。それなのに七緒は誰だれの名も呼べなくて、途と方ほうもない孤こ独どくに涙しそうになった。

　しかし今は呼べる名がたくさんある。七緒は声の限りに叫んだ。

「い、稲守っ！　萩丸、菊丸……！　──稲守!!」

　七緒の声に呼応するように、朱い稲いな妻ずまが蒼そう天てんを走る。青い稲光が空を覆おおう。

　遠くに、白と黒の塊が見えた。

　七緒を目指して駆けてくるそれらがみるみる大きくなっていく。

「稲守っ！　──あ、黒鉄さん、も……!?」

　白狐は四し肢しに朱い炎を、黒こく狐こは四肢に青い炎を纏まとい、鮮あざやかな速さで空を飛び駆けてくる。黒鉄が悪鬼の胴どうに嚙かみつき、同時に稲守が悪鬼の腕を食いちぎって腕ごと七緒を攫さらってくれた。鬼が断だん末まつ魔まをあげて姿を薄うすくしていく。

「稲守、稲守っ。黒鉄さんも、ありがと、──」

『ようやった七緒！　神域へ帰したいがままならぬ、狐火を放つゆえ連れて隠かくれておれ！』

「は、はいっ」

　稲守が岩場のくぼみに七緒をおろし、幾いくつもの狐火を出してくれた。

　大きくて立派な白狐は妖あやかしたちとのいくさ場へ駆け上がっていく。その力強く神こう々ごうしい姿に、七緒の胸は壊こわれんばかりに高鳴った。

　戦う稲守から目を離さないでいると頭上からカサカサと草の鳴る音が聞こえてくる。

「あっ、みんな……！」

『ななおのあにさまをお守りするぞー』

　どこから出てきたのだろう、六匹ぴきの仔狐たちが岩がん壁ぺきをころころと転がってくる。一人で全員をキャッチするのは至難の業わざだった。悪鬼に懐剣を突き刺すより難しい。

「あ！　まずいっ」

『ひゃー』

　最後の一匹が七緒の手を掠かすめて落下してゆく。それを受け止め、仔狐を銜くわえて七緒のもとに連れてきてくれたのは中型の白狐だった。

「菊丸……？　き、気をつけて。無理しないで」

　白狐姿の菊丸はいつものように穏おだやかに笑うと、すでに妖に嚙みついている萩丸を加勢しに駆けていく。まだ番狐衆になれていないと言っていた彼らの動きはとても軽快でしなやかだった。白朱番狐衆の未来は安あん泰たいだ──七緒はそんなことを勝手に思ってしまった。

　稲守は嚙みつき、狐火の揺ゆれる四肢で踏ふみ潰し、同時に何匹もの妖や鬼を斃たおしていく。

　黒鉄の弟で子しである多くの黒狐たちも、美しい御山を守るために戦っていた。

『ははは！　愉ゆ快かい痛快！　今こそ妖どもを根こそぎ成敗してやるわ！』

　苛か烈れつないくさ場に、黒鉄の闊かつ達たつな笑い声が響ひびき渡わたる。その声は檄げきとなり、白狐と黒狐の動きはより速く強きよう[image: 靭]じんになる。白朱と黒青の番狐衆は完全な優勢を保っていた。

　その風景は恐怖による震えを歓かん喜きの震えに変えてくれた。七緒の身体を巡めぐる稲守の神通力が勇気となって湧わき上がってくる。

『わあ、こわい、でっかいのこっち来るようー』

『こわいことあるか、わしがかみころしてやる』

「ちょ……、みんな頼たのむからじっとしてて！」

　弥太郎たちも頑がん張ばってくれたがやはりまだ小さかった。七緒は朱い金きん襴らん緞どん子すの打うち掛かけを脱ぬぐと、きゅーきゅー鳴いて威嚇する彼らを覆い、稲守がくれた狐火と懐かい剣けんで襲いかかってくる妖あやかしたちを撥はね返す。追い払はらったそれらを萩丸や菊丸、黒狐たちが嚙んだり潰したりしてくれた。

　散らばりつつある妖に止とどめを刺すべく、稲守と黒鉄が咆ほう哮こうする。哮たけりに呼応してあらわれた朱と青の稲妻が次々と妖たちを打ち砕くだいていく。

　最後の一匹が消え、稲妻もおさまったとき、そこには眩まばゆいばかりの蒼そう天てんが広がっていた。

　無傷で戦いを終えた稲守が、岩地のくぼみから草くさ叢むらへ七緒と仔狐たちをおろしてくれる。

　七緒はその首にしっかりと抱だきつき、美しく柔やわらかな獣じゆう毛もうに頰ほおをすり寄せた。

「稲守！　助けにきてくれてありがとう！」

『なにを言う。奥方の勇ましき姿、天晴あつぱれなり。弥多稲荷大神もご覧になっておったぞ。七緒を喰くらうために集まった妖はすべて成敗した。これでしばらくは静せい穏おんとなろう』

　稲守は七緒の頰についた汚よごれを舐なめ取りながらそう言ってくれた。

　七緒のせいで妖が大勢集まってしまったために稲守や黒鉄たちに大変な苦労をかけていたので、その言葉に七緒は心から安あん堵どした。

「萩丸、菊丸っ。格好よかった、俺もう、めちゃくちゃしびれた……！　ありがとう！」

　ちょっと息を切らしている二匹の白狐にも抱きつき、乱れた毛並みを整える。

　すると稲守が姿勢を正したので、萩丸と菊丸もピンと背筋を伸のばした。

『萩丸、菊丸。初うい陣じんみごとであった。本日より白朱番狐衆の名を背負い、より一層の邁まい進しんを』

『……はい！』

　少年たちの成長に七緒は号ごう泣きゆうしそうになった。こぼれかけた涙を袂たもとで拭ぬぐう。

　そして、ほんの少し離れた場所に集まっている黒狐たちを見つめた。白狐の巨きよ軀くをくるりと回転させ、人の姿になった稲守がそちらへ向かって歩き出したので七緒もついていく。

　同じように回転して人に変化した黒鉄とその弟子たちに、稲守は深く一礼した。

「黒鉄、黒青番狐衆のみな、加勢痛み入る」

「はっは！　加勢ではあるまい、弥多稲荷の御山を守護するのは黒青も白朱も同じ」

　眷けん族ぞくの中でもひときわ立派な陣じん羽ば織おり姿の番狐衆頭目──稲守と黒鉄のやりとりに、七緒は確かな安堵と喜びを覚える。

　七緒に「黒鉄に頭を下げにいく」と約束した稲守は、その翌日には黒青番狐衆の詰つめ所しよをおとずれていた。頭目同士による長い話し合いの末、二十年にわたる断絶を終しゆう了りようさせ、ふたつの番狐衆は相そう互ご協力の約束を果たす。

　白朱番狐衆と黒青番狐衆が力を合わせて美しい御山を守る──七緒が憧どう憬けいをいだくその風景が今日現実のものとなったのは、稲守が頭を下げ、それを黒鉄が受け入れてくれたからだった。

　口は悪いが心立ては決して悪くない黒鉄に、七緒も感謝の気持ちを伝える。

「黒鉄さん、黒青番狐衆のみなさん、ありがとうございます！　怪け我ががなくてよかった……」

　すると黒鉄は形の整った唇くちびるの片方だけを上げ、嬉うれしそうにも意地悪そうにも見える笑顔をした。その瞳ひとみを妖あやしげに細める。

「七緒よ、言葉の礼なんぞなんの足しにもならんことくらい、わかっておるだろう？　本当に感謝しているなら精のひとつでもふるまってやれ。みな神通力を使ってへとへとなのだ」

「はは、黒鉄さんはまた……」

　またご冗じよう談だんを──黒鉄があきらかにおどけて言っているのがわかったので、七緒も同じように返そうとした。しかし突とつ然ぜん発生した強きよう烈れつな狐火にそれを阻はばまれてびっくりする。

「おのれ黒鉄！　衆しゆう人じん環かん視しの中で奥方を辱はずかしめるとは！　断じて許さぬぞ！」

「………」

　そんなふうに稲守が本気にするから、黒鉄はおもしろがって色々と吹ふっかけてくるのではないだろうか。師し匠しようと弟子のやりとりで得た先ほどの感動がほんの少し薄れてしまう。

　やはり七緒の思った通りだった。黒鉄は嬉き々きとしてからんでくる──稲守に。　>>>♥

「ほれほれなにをしておる、近ちこう寄れ七緒。頰の汚れも、あそこも、たんと舐めてやろう」

「顔を見られた仲というて調子に乗るなよ……今すぐ成敗してくれる」

「あの。俺入れてくれなくていいですから。二人で仲良くして……」










　夏の盛さかりの大たい安あん吉きち日じつ。

　稲守と七緒は弥多稲荷大社の本ほん殿でんにて祝しゆう言げんの儀ぎを執とり行った。

　本日の七緒の着物は白色をしている。これが希望しては撥ね返されてきた、普ふ通つうの白い着物だったらよかったのだが、違ちがっていた。

　いわゆる白しろ無む垢く姿というものである。同じ白でもこれはかなり恥はずかしい。着慣れた朱しゆ色の打掛のほうがまだましだったのに、稲守が「花はな嫁よめ御ご寮りようは白無垢なのだ」と言ってきかない。

　今もまた七緒の白無垢姿に、切れ長の瞳を糸のように細めてほくほくしている。それをされると、恥ずかしいけどまあいいかと思ってしまう。それに、白い打掛の背には天てん蓋がい花ばな紋もんが入っていたので七緒はとても嬉うれしかった。

　弥多稲荷大神への祝詞のりと奏上に列席したのは、白朱番狐衆八名と、黒鉄、黒青番狐衆五十二名。

　萩丸と菊丸は、もう法はつ被ぴ姿ではなかった。稲守と同じように天蓋花紋の入った白地金きん襴らんの陣じん羽ば織おりを纏まとい、白い太刀たちを佩はき、袴はかまと臑すね鎧よろい、足元は白い高たか下げ駄たである。若く凜り々りしい番狐衆の姿に、七緒はこれが自分たちのための儀であることも一いつ瞬しゆん忘れて喜びに涙なみだぐんだ。

　黒青番狐衆は大所帯だけあって、その年ねん齢れい層は様々だった。幼児もいればお年寄りもいる。三十代や四十代に見える黒狐が多く、萩丸や菊丸と同年代の少年もちらほら見える。これからの交流が楽しみだった。

　式次し第だいのすべてが滞とどこおりなく終わると、日々の仕事や宴うたげの準備のために一度解散した。

　そこに残ったのは稲守、黒鉄、七緒の三人。あれこれと語っているうちに七緒の神通力の話になった。自覚はないがやはり相当強いらしく、弥多稲荷大神でも驚おどろくほどだという。

　そしてその力はまた必ず妖たちを呼び寄せると聞かされて、落ち込んでしまった。

　黒鉄が気だるげに腕うでを組みながら、文句が言いたいのか、いやらしいことを言いたいだけなのかわからないそれを言う。

「七緒が強い神通力を持っておるだけだから不都合があるのだ。無む駄だにせず、役に立たせたらよい。稲守は要いらんのだろう？　ならばおれによこせ。七緒はおれの顔を見たからな。おれにも七緒を奥方にし、七緒とまぐわう権利がある。おれは三さん交こう尾びでも四交尾でもかまわんぞ」

　ああ、また始まった──にやにやする黒鉄と、かりかりする稲守。冗談の通じない稲守が、黒鉄の言っていることの半分以上は冗談だと気づく日は、いつか来るのだろうか。

　今もまた柳りゆう眉びをつり上げ耳や尻尾しつぽまで立てて、全力で黒鉄の冗談に突つっ込んでいく。

「ならん!!　なにが奥方の共有だ、三交尾だ。そんな腐くさった因習など持ち出しよって。おまえに神通力をやるくらいなら、やや仔こを産ませるわ」

「え。なにそれ。稲守が冗談言うなんて珍めずらし、い──」

『それがよいでしょう』

　そのとき、今まで聞いたことのないような清せい廉れんな声が、直接頭に響いてきた。それが弥多稲荷大神の声であることは教えられなくてもおのずと感じられた。

　丸みがあって優しくて、とても澄すんだ声。その声が、とんでもないことをしれっと言った。

『やや仔を宿せば、七緒が生きるに必要な分は残して、あとの強大な神通力はやや仔へと移る。やや仔が立派な番狐衆となり、二万とある稲荷の地を守護することが、なによりの理想』

「え！　ちょっと待ってください……人体の構造的に無理がありますよね。俺、男です」

　すると稲守はいつも通り極きわめて生き真ま面じ目めな顔をして言った。

「なにを言う七緒。私とそなたの神通力があれば、わけない。白狐姿で精を放てば一発だ」

「ひぃぃ……ほんと無理！　色々むり!!　というか、どこにできんの!?」

『稲守、七緒。よう励はげみなさい』

「はい。ではさっそく」

「さっそく、じゃないっ。──ぅ、わぁ」

　完全に稲守たちのペースに嵌はまってしまったまま、ひょいと抱き上げられた。

　男の自分が白狐の仔を産むなんてあまりにも現実と乖かい離りしすぎていて、恐きよう怖ふなどは覚えない。ただ混乱するばかりだった。

「あ。ひとつ言うておくがな、稲守」

「なんだ」

　いそいそと詰所へ戻もどろうとしているのに引き止められて、稲守が露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。

　黒鉄はそんなことも気にせず淡たん々たんと話した。

「夜よ伽とぎ衆も、奥方の共有も、三交尾や四交尾も、とうの昔に廃すたれた因習だ」

「そんなことはわかっておる。だから七緒に顔を見られたからというて、おまえには七緒を奥方にする権利もなければ交尾する権利もまったくないのだ。最初に顔を見られた私だけが七緒を娶めとり、存分に愛めで、一等幸せにし、まぐわうことができるのだ」

　ふふん、と得意顔をして笑う稲守に、黒鉄はヘーゼル色の瞳を半分にしたあきれ顔で言う。

「そう。その、番狐衆頭目の顔を見た人間は娶る、という、それ」

「それがどうした」

「それも廃れた因習よ。今はなんの効力もない」

「えっ」

「えっ？」

　黙だまって聞いていた七緒まで思わず声を出してしまった。

　いったいどういうことだ。もしそれが本当なら、由々しき事態である。その重大なミスがいつどの瞬しゆん間かんに起こったのか、どこまで遡さかのぼればいいのだろう。ひどい狼ろう狽ばいを見せる稲守は、それでも黒鉄の言葉には騙だまされまいと、すがるように弥多稲荷大神に訊たずねる。

「や、弥多さま、黒鉄の言うておることは──」

『はい。今は顔を見られても娶る必要はありません。見られた記き憶おくを消すだけで充じゆう分ぶんです』

「えー!!　なにそれー！」

「し、しっ、失礼します」

　稲守は詰所への道を全速力で駆かけていく。車並みに速いそれに、せっかくの弥多稲荷大神のフォローも台無しになった。

『稲守やー。愛し合っていれば娶ってもよいのですよ～』

「ありゃ聞こえてませんな」










　大急ぎで詰所に戻った稲守は、弟で子したちの迎むかえにきちんと挨あい拶さつはしたものの、すぐさま部屋に入ってしまった。

　白無垢姿の七緒を緋ひ色いろの蒲ふ団とんにころりと寝ねかせ、そこに覆おおいかぶさってくる。その息はすでに荒あらく、夜の宴が始まるその直前まで繫つながる気満々の表情をしていた。

「七緒、七緒……ああ、なんという美しい花はな嫁よめ姿……脱ぬがせるのは忍しのびない、私は白無垢姿のそなたに挿そう入にゆうしたい。そして今こ宵よいは初夜に相応ふさわしい深く激しい交尾を──」

「ちょ、稲守、……気持ちはわかるけど、ちょっと、落ち着いて、……あ、んぅ」

　かぷ、と嚙かみつくように口づけられて、すぐに口内を長い舌でいっぱいにされる。

　舌を吸ったり吸われたりしているうちに、稲守の手が幾いく重えにも重なった着物の裾すそを割ってするすると中に滑すべり込んでくる。骨ばった長い指が内うち腿ももを撫なではじめる。

「ん、ん……あっ」

「もう硬かたく濡ぬらしておるとは……私の奥方は健けな気げでいやらしい」

　稲守がわずかに力を入れるだけで七緒の細い脚あしは簡単に開いてしまう。いつの間にか己おのれの袴と下着を取り去った稲守が脚のあいだに入り込み、すでに兆きざしてしまっている茎くきに触ふれた。

　このままでは本格的に行こう為いが始まってしまう。その前に、稲守に訊きかなくては──。

「稲、守っ。さっきの……、こと」

「さっきのこと、とは？」

　番狐衆頭目の顔を見た人間は娶る──このしきたりは、すでに無効となっていた。

　七緒はそれにショックを隠かくしきれない。言わばそれが二人の始まりではなかっただろうか。あのとき稲守が廃れた因習と知っていたら、もっと早い段階で七緒が聞いていたら、二人はどうなっていたのだろう。

　七緒の心が揺ゆれているのにも気づかずに稲守が下がっていく。蜂はち蜜みつ色の下生えに口づけ、赤くなった茎に何度も口づけてくる。

「今宵は欲しい。私のために漏もらしてくれるか、七緒？」

「あ、あぁ……ひ、ぁ──」

　先せん端たんの小孔に唇くちびるをぴたりとつけられ、ちゅうちゅうと吸い上げるような動きをされる。

　ぷちゅ、と音を立てて、ほっそりとした屹きつ立りつの根元までが熱く滑ぬめった粘ねん膜まくに覆われた。

　たまらなく気持ちよくて七緒は腰こしをゆらゆらと揺らす。

　稲守の巧たくみな口こう淫いんに翻ほん弄ろうされながら考える。結局、しきたりなどあってもなくても、さして変わらないのだろう。

　七緒は連なる千本鳥居の真ん中で稲守の顔を見て、素す敵てきだと思う。いやらしいことをされて怒おこったり、優しくされて戸と惑まどったり、身体からだは近くても心は遠くて悲しんだりする。

　やがて渇かつ望ぼうしていた稲守の本心に触れ、七緒のために寿じゆ命みようを失い二十年の孤こ独どくを耐たえ抜ぬいてくれたことに涙したあとは、未来を賭として離はなれ離れだった時間を取り戻すと誓ちかう──ふっと浮うかんできたその思いに、七緒は妙みように納なつ得とくしてしまった。

　でも稲守はどう思っているのだろう──。

「いな、もり……。頭目の、顔を見るしきたり、あっあっ……ないって、言ってた」

　その言葉に稲守が顔を上げる。口に含ふくんでいる茎をひどく惜おしそうに一度解放し、それでも放さぬとばかりに唇を這はわせながら口早に言ってくる。

「顔など見ようが見まいが関係ない。私はどんな手を使ってでも七緒を奥方にしていた。そして七緒、そなたも必ず私の奥方になりたいと思うであろう？　違ちがうのか？　答えよ七緒」

「ふ、……ぁ」

　まったく同じことを思っていて可笑おかしくなってしまった。蜜みつをぽろぽろとこぼす茎をほんの少し乱暴にこすりながら稲守が急せき立ててくる。

「早う答えよ」

「あ……！　あ、……お、おもう」

「思う？　なにをどう思う。はっきり言え」

「ん、……稲守の、奥方……なりたい──、あっ、あ、……いく、いく。くちで、して」

　濡れ濡れの茎に稲守の満足そうな吐と息いきがかかる。それだけで達してしまいそうになる。

　ふたたび吞のみ込まれてすぐに、七緒は腰を小刻みに振ふって白い蜜を漏らした。

　白はく濁だくを纏まとう舌で後こう孔こうを舐なめられ、長い指で中をこりこりといじられて、柔やわらかくなったそこに稲守が性急に入ってくる。

「あっ、あぁ……、稲守──、すごくっ、大き、ぃ……っ」

　薄うすい腹がぐうっと膨ふくれる。強い圧あつ迫ぱく感かんに、白びやつ狐この雄おすを受け入れたときの感かん触しよくが蘇よみがえって、肌はだがぞくぞくとざわめいた。暴あばかれた下半身と、白しろ無む垢く姿のままの上半身。熱を帯びたヘーゼル色の瞳ひとみが見おろしてくる。

「ああ、私の奥方はまこと愛うい。このまま白狐になり仔こ胤だねを仕込んでやろうか」

「こだねっ……!?　言いかたがどストレートすぎる……」

「んん？　どすとれーと、とは？」

「直ちよく截せつすぎるって、こと、です……、ぁあ、……んっ」

　稲守が重い抽ちゆう挿そうを始める。長大な陰いん茎けいで身体の奥を突つかれるたび、快感と稲守への想おもいが募つのっていく。ずちゅ、ずちゅ、と音を立て先せん端たんから根元までを大きく出し入れしながら稲守が問うてくる。

「七緒は私の仔が欲しくないと言うのか。こんなにも深く愛し合っている私の仔を」

「──っ。その、言いかたはっ……あ、あっ、ずる、い……」

　なんと答えていいのかわからない。仔こ狐ぎつねたちはころころしていて可愛かわいいし、稲守の仔なら、とも思ってしまう。でも今は、同じ人の姿で深く繫がっていたかった。

　それなのに稲守は白狐のときを彷ほう彿ふつとさせる激しい腰使いをする。本当にこのまま獣けものに姿を変えてすぐに射精するつもりなのかもしれない。腰の動きをより一層速くして稲守が絶頂へ駆け上がっていく。

「七緒、七緒っ……愛いとしい私の奥方、……あ、あ、たまらなく悦よいっ……」

「やっ。稲守、待って……今日は、いや……！　白狐は、また……こん、ど──あ、あっ？」

　どくん、と体内に深く嵌まった陰茎が大きく脈打って、そこから熱い液体が広がっていく。

　七緒の心配もよそに、白狐に変化しなかった稲守がしれっと言った。　>>>♥

「やや仔など、私は要いらぬ」

「えっ」

「七緒を誰だれかと分かち合うなどまっぴらだ。たとえそれが我が仔であったとしてもな」

「稲守……」

「それに、弥多稲荷大神が春には眷けん族ぞくを四十人ほど御み手てから出すとおっしゃっていた。今いる六人と同じくらいのちびを」

「え。いくらなんでも多すぎでは」

「だから今のうちに、存分に七緒を──」

「あ、あっ……？　いな、もり、またっ、おっき、く……あ、ぁ」

　射出したばかりのものが一層嵩かさ高くなる。力強いそれに内ない壁へきを何度もこすり上げられて、七緒の茎もふたたび硬さを持ちはじめる。いつも握にぎっているものが欲しくて手を伸のばすと、稲守はふさふさの尻尾しつぽを寄せてきてくれた。

　それにしても四十人は多い。なにか対策を立てなくては大変なことになる。稲守と二人きりの時間が少し減ってしまうかもしれない。でもとても賑にぎやかになる。次の春が待ち遠しいような、そうでないような──稲守の腕うでの中で幸福にとっぷりと浸ひたりながら、次のおねだりは保育士が使うホイッスルにしようと七緒は思った。










　収しゆう穫かくの秋が来た。

　稲いな穂ほは豊かに実り、秋風が吹ふけばきらきらと輝かがやく金の波を作る。

　稲守が守護する御お山やまは彼ひ岸がん花ばなの朱しゆに染められてより一層の美しさを呈ていしていた。

　今宵は秋祭りである。弥多稲荷大社への参道は、連なる美しい提ちよう灯ちんと煌きらびやかな屋台で埋うめ尽つくされていた。そこにソースの焦こげる匂においや甘いお菓か子しの匂い、ゲームを楽しむ子供たちの声があふれ返っている。

　初めての秋祭りに出かけた六人の子供たちは、キャーキャー騒さわぎっぱなしだった。

　耳と尻尾を隠す力はまだないため、萩丸と菊丸の神通力で見えないようにしてもらっている。

　番狐衆になった若い二人は子供たちが暴走しないように、人間には視みえていない尻尾をリードのように持っていた。それでも太郎次などは尻尾がもげてしまわないか心配なほど前のめりになっている。

　七緒はその様子を朱色の大鳥居の上から見ていた。狐面をつける稲守に抱だき上げられていると、七緒の姿まで見えなくなるのだという。

「稲守。秋祭りに行くのを許してくれてありがとう」

「うぬ……そなた私が断れぬと知っていて言うておるのだろう。ああ、質たちの悪い奥方だ」

　そうぼやく稲守は、たぶんきっと、喜んでくれていると思う。稲守も子供たちを秋祭りへ行かせてやりたかったはずだ。でもやはり頭目という立場上、了りよう承しようできなかったのだろう。

　その証しよう拠こに、稲守は狐面の下でつぶやいていた。七緒には聞こえないように気をつけていたようだけれど、つい聞こえてしまった。「楽しそうでなにより……」と。

「……あの、狐面を外したらだめですか？　キスしたいな」

「んん？　きす、とは？　──ああ、接せつ吻ぷんのことか。今は無理だ。面を外すと姿が見えてしまう……見えてしまうのは、よくない、の、だが」

　狐面の下でごにょごにょと言う稲守の、その大きな身体がそわそわと揺ゆれだした。

　七緒は、白地金きん襴らんの陣じん羽ば織おりを纏う広い背に手をまわし、それをおろしていく。そして尻尾の根元に触ふれると、そのままスーッと撫なで上げる。びくっ、と長ちよう軀くが跳はねた。

「おっ、お、奥方っ……ならぬ、ならぬぞ、公衆の面前で、ふ、ふしだらな……。おぉ、ぅ」

　もう一度撫でて、ぎゅっと握ると、ふさふさの尻尾がビーンと硬かたく立ち上がった。

「稲守……好きです。あの、キスは──」

「よ、よしっ、接吻であるな、今しばし待て。どうせならばその先まで──」

　七緒を抱いた稲守が立ち上がる。大鳥居をぴょーんと飛びおり、御山へ向かって走る。

「はて、千本鳥居はこうも長かったか？　早はよう着かねば接吻ができぬではないか……」

　逸はやる気持ちが抑おさえられない稲守の腕の中で揺れながら、七緒はふふ、とこの上ない幸せを嚙かみしめて笑う。

　奥方の求愛に滅めつ法ぽう弱い白狐は、朱と緑の光あふれる千本鳥居をいそいそと駆かけていった。







　あとがき







　こんにちは。鴇ときです。このたびは『白びやつ狐こと狐こん姻いん。』をお手に取っていただき、ありがとうございます。今作には挑ちよう戦せんと憧あこがれが入っております。

　私が書く話は殺さつ伐ばつとしたものにやや偏かたよっていると感じまして（前作でも美人受に「ぶっ殺してやる」なんて言わせちゃったり……たぶん好きなのです）少し趣しゆ向こうの違ちがうものも書けるのだろうか、と思ったことが挑戦の始まりです。

　担当Ａさまに「のほほん、ぽわわんとした話にしたいです」とメールを送り、別の日にもまた「もっふもふ、ほのぼの路線でいきたいです」と送っていました。なんかしつこい……。

　担当Ａさまは私の思いを酌くんでくださいました。書くことに憧れていたモフモフＨから、素す敵てきなタイトルまで本当にありがとうございます。

　そして、可愛らしいものが書きたいけれど不安が残る私でしたが、鈴すず倉くら温はる先生が描えがいてくださったイラストを拝見して「絶対いける、頑がん張ばる！」と奮起することができました。

　七緒がとっても可愛いです。朱あかい着物がすごく似合っていますよね。彼岸花の模様は、よく見ると稲守とお揃そろい……たまらなく素敵でニヤニヤしてしまいます。稲守は想像を遥はるかに超こえる格好よさです。そしてチビ狐たちが本当にもう身み悶もだえするほど可愛い～。

　鈴倉先生、大変お忙いそがしい中、貴重なお時間を割さいていただき本当にありがとうございました。（陣じん羽ば織おりと彼岸花と狐面にハァハァしちゃうのは私だけではないと信じております。）

　ほんわかした雰ふん囲い気きを求めた結果、稲守は天然要素を含ふくむ攻せめになりました。ものすごく男前に描いていただいたのに……精神も肉体も最強の番狐衆頭目なんですけどね……なぜか可愛く見えてしまいます。彼にひとつ質問をしました。

　──稲守さま、眷けん族ぞくが増えたら二人きりの時間が減ると七緒が心配していますよ。

「んん？　減る、とは？　増えるのまちがいであろう。奥方はいささかうっかり者であるからの。そこがまた愛ういのだ。はっは」

　訳しますと、萩丸と菊丸が番狐衆として外界で働きだしたため、一人で管かん轄かつ区域を守っていたころよりも帰りが早くなる、と稲守は言っています。でもそれって七緒だけで約五十人の子供たちの面めん倒どうを見るということですよね。「速すみやかに帰って奥方を愛めでまくるのだ」と鼻息を荒あらくする旦だん那なは浮うかれすぎです。早く帰ってきても七緒のほうが空いてないよ……大だい丈じよう夫ぶかしら。

　もしかしたら数年後、七緒は片手におさまるくらいの小さな白狐を打うち掛かけの懐ふところに入れて、大勢の子供を引いん率そつしているかもしれませんよね。畑や酒さか蔵ぐらに到とう着ちやくしたらホイッスルをピリリーと吹ふいて「はーい、並んでー。点呼とるよ」というように。七緒の懐で眠ねむる仔狐の目元には、お父さんと同じようにほんの少しだけ朱しゆ色いろの獣じゆう毛もうが生えてたりして──というのは、私の個人的かつ勝手な妄もう想そうであります。どうなるかは七緒次第です（ニヤニヤ）。

　ここまで読んでくださり本当にありがとうございます！　萩丸＆菊丸やイチオシ番狐衆・弥太郎については長くなりそうですので、ブログのほうでご紹しよう介かいしたいなと思っています。

　よろしければお立ち寄りください。お待ちしております。

　二〇一五年　八月


鴇とき　六む連つら　


















電子特典特別ショートストーリー

白き雪と朱き褌の夜













　今宵の御山には雪がしんしんと降っている。

　白朱番狐衆の大門も唐破風の二重屋根も、七緒の好きな坪庭の小さな石燈籠も、なにもかもが雪の色に染まっていた。

　身体の芯まで冷えそうな夜だけれど、煌びやかな伊万里焼の火鉢がふたつあるおかげで、二間つづきの部屋はとても温かい。

「あぁ、やだな……」

　心までほっこりと温まりそうなその部屋で、それでも憂鬱な七緒は嘆きの吐息を漏らした。

　狐火の行灯に照らされた畳の間に、小袖姿の七緒と、褌一丁の稲守が向かい合って座っている。二人のあいだには朱く細長い布地が一枚、置かれていた。

「なんでソースやココアパウダーはよくてパンツはだめなんです？」

「そーすやここあぱうだーは御山にないからだ。ぱんつはなくとも褌があろう。七緒よ、そなた五十年はここで暮らすというのに、そのあいだずっと『のーぱん』とやらで過ごすつもりか？　いいかげん慣れろ。いつでも私とまぐわえるようにしておきたいという奥方の健気な心持は理解するが、御山の冬は殊更に寒いのだ。冷気にやられてしまうぞ。勃起してさえほっそりとして愛らしい七緒がそれ以上縮んでしまったらどうするのだ」

「う……、一言多い……」

　七緒が御山で暮らしはじめたのは夏の初めのころだったが、そのとき穿いていた下着は没収され、代わりにこの朱く細長い布地──褌が用意された。しかし強烈な抵抗感があり、どうしても正しくつけることができない。

　常時ノーパンの七緒を最初は喜んでいた稲守だったが、夏が終わり秋が過ぎ、冬の盛りを迎えても褌を締めようとしない七緒に、とうとう痺れを切らしてしまった。今夜はそのレクチャーが行われるのである。

「奥方が自分だけ恥ずかしいと言うから私もこうして褌一丁でおるのではないか。さあ」

「さあ。……って言われても」

　部屋に二人でいるときの稲守は着流し姿か全裸のどちらかだ。彼に恥じらいの心はないのだろうか、褌一丁で堂々と胡坐をかき、両腕を広げてまた「さあ」と言う。

　初めて見たときはカルチャーショックを受けたが、ここの暮らしに馴染んだ今あらためて見ると、確かに稲守の褌姿は様になっている。

　無駄な肉のまったくついていない硬く引き締まった尻を、きりりと捩られた白い褌が絶妙なバランスで包んでいて、そこにいやらしさは欠片もなかった。

　しかし色白でのっぺりとした七緒の尻が同じクオリティで仕上がるとは到底思えない。

　稲守が妙に張り切っているのもますます憂鬱に拍車をかける。もう逃げようがないのだけれど、ひどく嫌な予感がしてしかたなかった。

「さあ、締めかたを教えてやる。膝立ちになって私に背を向け、裾を捲れ」

「えぇ……もうほんといやだ」

　稲守に向かって尻だけを丸出しにしろということだ。恥ずかしすぎる。全裸になって伸しかかられるほうが幾分ましに思えてきた。

　でもまた「さあ」と言われて、七緒は大きな溜め息をつきながら言われた通りの格好をした。

「こちらの端を持っておれ」

「はい……」

　布地の端を持たされる。腿のあいだを通ったもう片方の端が、稲守の手によって捩られていく。捩られるときのささやかな揺れが朱い布地を伝い股間に響いてきて、いたたまれない気分になった。ふいに、硬く捩られた部分が尻の割れ目にぐいっと食い込んでくる。

「ぁ、ん」

「ぬ。なぜそのような声を」

「……ごめんなさい。気をつけます」

　稲守は手際よく褌を締めていくが、説明不足でレクチャーになっていなかった。仮に事細かに教えられてもまったく頭に入ってこないだろうけれど。

　持っていた端をよこせと言われたので渡す。ふたたび股座を通り、捩られたものがまた尻の割れ目に沿ってくる。ぐいぐいとやたら強く食い込むようにされて腰が揺れてしまった。

「あぁん、──も、いやだっ」

「締め終わった。……終わったの、だが」

　背後からそう聞こえたので振り返ると、稲守が我が目を疑うようにヘーゼル色の瞳をごしごしとこすっている。

「な、なぜだ……たかだか褌ひとつで、なにゆえこんなにも猥褻になるのだ。おかしい。まったく解せぬ……」

　七緒は焦って姿見のほうへ顔を向け、そこに映った自分の姿に愕然となり顔を赤くした。

　小袖を着て帯もきちんと締めているのに、下半身をまるまる露出させ臀部を稲守に突き出している。その白く丸い尻の割れ目に、細く朱い布地がいやらしく食い込んでいて──。

　ばっ、と着物の裾をおろして稲守に向き直る。

「やっぱりただエロいだけじゃないですか！　絶対こうなると思った！　外してくださいっ」

「んん？　えろい、とは？　──ああ、淫猥ということか。そうなのだ、奥方だけなぜこうなるのか……締めかたをまちがったのかもしれぬ。ちと確認してみよう。さあ」

「さあ。じゃないです、絶対うそでしょ！」

　生真面目な稲守は噓をついているつもりはないのだろうが、確実におかしい。なぜなら彼の纏う白い褌が異様なほど盛り上がっているからだ。

　自分で締めることはできなくても外すことくらいはできる。これ以上稲守に見られたくない。隣の寝間へ行こうとしたそのとき、稲守に足首を取られてズテッと転んでしまった。

「痛っ……ちょっ、なにするんです、やめてくださいっ」

　うつ伏せに倒れた脚をがっちり抱えられ、裾を思いきり捲り上げられる。朱い褌をつけた尻がまた丸出しにされた。

「確かめてやると言うておるのにどこへ行く。──ふぅむ、どこもまちがっておらぬが。ひょっとしたら締めが甘いのかもしれぬ」

「そんな、ことないです、から、放して……あぁっ」

　ただでさえ食い込んでいるそれを稲守の手がますます深く嵌めてくる。硬く捩られた布地でごりごりと後孔をこすられて、不本意にも七緒まで朱い褌を盛り上げる羽目になってしまった。

「あ、いや……、ぁ」

　稲守はそれに気づいても容赦なく手を動かす。尻の丸みが揺れるほどに強く、ぐい、ぐい、と引っ張ったり減り込ませたりしてくる。

「あっ、あっ、やめ、て」

「わかったぞ。これはただの褌であるのに、七緒の身体が性具と感じておるからこんなにも淫らに見えるのだ」

「せっ、せい、ぐ……!?　絶対ちがう……あっ、あっ、も、稲守の、手つきが、エッチすぎるんだって……！」

「んん？　えっち、とは？　うぬ……妙にむらむらとする響きだな。もう一度言うてみろ」

「絶対いやです」

　もはやレクチャーでもなんでもなくなってしまったことに、稲守は気づいているだろうか。

　否、もうどうでもいいのだろう。異様なほど息を荒くしている彼は、いつの間にか全裸になっている。

「ああ、すまぬ。少々きつく締めすぎたようだ。孔がこすれて赤くなってしまった……」

「や、ぁ」

　くいっと褌がずらされる。硬い布地できつくこすられた後孔を、ぬるついた舌でやわやわと撫でられた。やけに感じてしまって、くったりと力の抜けた身体をころんと転がされる。

　仰向けになったそこにいつもと同じ重みを感じてすぐ、稲守が入ってきた。

「あぁ──、……」

「着物も褌も着衣したままの挿入とは、なんともいやらしい。ああ、染みができておる」

　ぐしゅぐしゅと布越しに茎をこすられて、もどかしさが募る。したたかに濡れた朱い布地の中は熱く狭くなるばかりで、我慢できなくなった七緒は稲守に訴えた。

「これ、はずして」

「先ほどのむらむらする言葉をもう一度言うたらすぐさま外してやる。早う言え」

「や、です……なんで、そんな……あっ、あっ」

　稲守が腰を大きく振りはじめた。内壁の気持ちよくなるところを強く突かれて、濡れ濡れの布地に屹立の形がくっきりと浮かぶ。その淫らな光景に泣きそうになる。

「いや、おねがい、です、はずして」

「可哀想なほどきちきちになっておる。私も外してやりたい、七緒、言え。早う」

「あ、ぁん……、くっ……ぅ、──い、稲守のエッチ……！」

「奥方っ……ああ、なんという可愛らしさ、いやらしさ、たまらぬ」

「もういやだ、早く外してくださいっ。──あ！　……ぁあ、……」

　きつく締められていた褌が外れるその解放感につられて、不覚にも白い蜜まで漏らしてしまった。それを見た稲守が恍惚の表情をして「ああ、私の奥方はえっちである……」と憶えたての言葉を駆使する。恥ずかしさのあまり部屋から飛び出したくなった。

　当然それが叶うわけもなく、そこからいつも通り怒濤の交合が始まる。激しく抽挿され、いやらしく腰をまわされて、強烈な快感に吞み込まれていく中、七緒はいつかこの手でパンツを獲得してやると強く心に決めた。

　溶けそうなほど熱く朱い部屋の外は、真っ白な雪がしんしんと降るばかりである。
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